



















































































みぃくんのちくわぶ（＋(と)俺）






著者　乙姫式

イラスト　雛咲













電子版　ファミ通文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　　目次


俺の友達に――

１　４人目の部員げｔ!!

２　佐々木さんの相談（ストーカー問題）

３　猫ちゃん捜索隊出動☆

４　オンリーイベント

５　友達記念日

６　シュラ場♪　シュラ場♪

あとがき








































「俺の友達にしてやるよ！」




「……ヤダ」
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　５月７日　月曜日




　学校で弁(べん)当(とう)箱の蓋(ふた)を開けるたび、俺は母親に申し訳ない気持ちになる。

　いつも仕事で忙しいというのに、冷凍食品も夕飯の残りも使わず、栄養バランスや俺の好き嫌いまで考えた弁当を作ってくれるお母さん、ゴメンナサイ。

　貴方(あなた)の息子は、愛情の詰まった弁当を学校のトイレの個室で食べています。

「……んぐ、もぐ」

　思わず出そうになった溜(た)め息(いき)を呑(の)むべく、急いで煮物のちくわぶを口に押し込む。

　トイレでの食事は静かにかつ速(すみ)やかに。潜(せん)入(にゆう)任(にん)務(む)中のスネーク氏のように気配を殺すのがプロのやり方である。万が一にも同級生などに、この『便(べん)所(じよ)飯(めし)』の事実を知られたらと思うと……想像しただけで不登校になれそうだ。

　俺が初めて弁当をトイレに持ち込んだのは、中学一年の夏。あそこは私立のいい学校だったよ。トイレも綺(き)麗(れい)で。ただし、給食は出なかった。

　あれから約三年。高校生になっても、俺はトイレで弁当を食べている。

　きっと、学校という場所に通い続ける限り、この静(せい)寂(じやく)と孤(こ)独(どく)に満ちた個室でのランチタイムが続くことになるんだろう。

　せめて、友達が一人でもいればなぁ……。

　そう、心の中で呟(つぶや)いた時だった。

　バタンッ!!

　鍵(かぎ)をかけておいたはずの個室の扉が勢いよく開かれ、

「やあやあ！　今日も寂(さび)しく便所飯か！　飽(あ)きないなぁ君も！」

　騒(そう)々(ぞう)しく、堂(どう)々(どう)と、知らない女が入ってきた。
















　……え。知らない女？　ここって男子トイレだよね？　なんで女？

　目の前の事実を受け入れられず呆(ぼう)然(ぜん)とする俺に構わず、

「おや？　メインの唐(から)揚(あ)げが残っているじゃないか。どれ、一ついただこう」

　そう言って、女は弁当箱から鶏(とり)の唐揚げをヒョイと摘(つま)み食いした。

「あむっ、むぐむぐ……うむ、まずい！　味覚だけに頼れば実に美(び)味(み)であるが、トイレに漂(ただよ)う仄(ほの)かなアンモニア臭が全てを台無しにしている！」

　文句を言いながらも何(な)故(ぜ)か笑顔の女――というより、女子だな。

　ここ、華(か)宿(しゆく)高(こう)校(こう)の制服を着ている。襟(えり)のピンバッジの色からして、俺と同じ一年生だろう。しかし、その端(たん)整(せい)な顔形に見覚えはなかった。

　美(び)貌(ぼう)を形作るパーツは、一つ一つ丁(てい)寧(ねい)にデザインされたみたいに整っていて、深い群(ぐん)青(じよう)色(いろ)の瞳(ひとみ)が宝石のように目を惹(ひ)きつける。艶(つや)のある長い黒髪は、緩(ゆる)いウェーブを形成しながら腰まで伸(の)び、額(ひたい)の生(は)え際(ぎわ)の辺りからピョコンとアンテナのように飛び出している一房の髪が、年相応の幼い印象までを見事にブレンドしている。

　そんな美少女が、男子トイレの個室に乱入してきたのだ。

　それを理解できた俺は、ようやく口を開いて驚きの声を、

「……はっ……あ、……の………………ひ……！」

　声が、出ない。

　頭の中では「なんだお前は！」とか「ここは男子トイレだぞ!?」といったセリフが次々と浮かんでくるのに、口から出るのは自分でも意味不明な掠(かす)れ声だけ。

「……どうしたんだい？　エサを請(こ)う金魚のように口をパクパクさせて。なにか言いたいことがあるのかな？」

　怪(け)訝(げん)そうな群青の瞳が、ぐっと近づいた。

　いつもなら他人と向かい合うとすぐ伏(ふ)せてしまう目を逸(そ)らせずにいるのは、彼女に見(み)惚(と)れていたからだ。それだけ綺麗な人で、だからこそ、俺は怖くなった。

　変に思われてる。俺のこと、おかしなヤツだって、絶対にそう思ってる。イヤだ。嫌われたくない、弾(はじ)かれたくない。でも言葉が出ない。誰(だれ)か助けて――

「ふーむ……さては君、自ら男子トイレに入ってきた僕が、なにかいかがわしいサービスをしてくれるのではないかと物語性皆(かい)無(む)のＡＶ的妄想を膨(ふく)らませているね？」

「膨らませてねぇよ！　どこの変態だよ俺は!?」

　あ、あれ？　声、出た？

「なんだ。ちゃんと喋(しやべ)れるじゃないか。しかも見事なツッコミだ」

　謎の美少女は、意(い)地(じ)悪(わる)そうに笑った。

　もしかして、俺がちゃんと喋れるように、わざとボケてみせたのか？

　……いいや違う。騙(だま)されるな俺。それと忘れるな俺。

　この美少女は、確かに美少女だが、男子トイレの個室に乱入してくるような常識外の美少女だ。なにを企(たくら)んでいるかわかったもんじゃない。

「そう疑わしげな眼(まな)差(ざ)しを向けてくれるなよ。僕には君に対する悪意なんて欠片(かけら)も持ち合わせてないんだぜ、鴫(しぎ)原(はら)和(かず)己(み)君？」

　知らない女子に名を呼ばれ、全身がブルッと震(ふる)えた。

「なんで俺の名前を知ってるんだ、とでも言いたげな顔だねぇ。別に不思議なことでもないだろうよ。僕は君のクラスメイトなんだから」

「噓(うそ)だっ!!」と叫ぶべきシーンなんだろうが、俺の声は引きこもり中。

　こんな美少女が同じクラスにいたら、どうしたって印象に残っているはずだ。

「薄情なヤツだなぁ。僕は他の誰よりも君のことを知っているというのに」

　どういう意味だ？

「鴫原和己――九月二十二日生まれの十五歳。血液型はＡ型。私立華宿高等学校の一年三組に在籍し、出席番号は四十二番。先月の十五日づけで転入してきたばかりで、編入試験の点数は、五教科５００点満点で４２２点。ほどほどの数字だね」

　仮に、俺がリア充(じゆう)ばりのコミュ力を有していたとしても、言葉が出なかったろう。

　美少女の語る俺の個人情報は、一周回って感心してしまうほど正確だった。

「感心するのはまだ早い。僕が知っているのは個人情報だけじゃないぜ？」

　なにコイツ怖い。ちょいちょい心を読まれてるんですけど。

「読(どく)唇(しん)ならぬ読(どく)心(しん)か。確かにね、僕は君にとって最も秘(ひ)すべき感情をも知り尽(つ)くしているのだよ。そう……君が、同じクラスの朱(と)鷺(き)園(ぞの)優(ゆう)子(こ)に懸(け)想(そう)していることをね」

　――【懸想】（名・自サ）思いをかけること。恋い慕うこと。――

　そんな国語辞書の一文が頭を過(よ)ぎるほど混乱した俺の口から出たのは、

「にゃ！　にゃんにゃななにゃにゃんで!?」

「ふはははっ、顔が真(ま)っ赤(か)だよ、ぼーや。なかなか可愛(かわい)らしい表情だ」

　勝ち誇(ほこ)ったように言いやがる。驚きやら恥(は)ずかしさやらで頭が沸(ふつ)騰(とう)しそうだ。

　俺の疑問には答えないまま、美少女は話を続ける。

「君と、君の両親は、過去に幾(いく)度(ど)となく引っ越しを繰り返している。大変に忙しい両親の仕事の都合だ。現在は高(たか)田(だの)馬(ば)場(ば)駅近くのマンションで暮らしているが、一時期は海外で暮らしていたこともあるそうだね」

　訂正や補(ほ)足(そく)の余(よ)地(ち)すらないってのはどういうことだ。本気で怖くなってきた。

「最後に……これが最も肝(かん)心(じん)な情報だが、君には――」

　謎の美少女は、俺の鼻先に人差し指を突きつけ、

「――友達がいない」

　いっそ厳(おごそ)かな口調で断言した。

「何故そのことを、なんて訊(き)かないでくれよ？　昼休みを一緒にすごす友人がいれば、独り惨(みじ)めにトイレの個室で弁当箱を開きはするまい？」

　まったくもって、おっしゃるとおり。

　ただ一つ言っておきたいことがあるとすれば、一人なのも惨めなのも認めるけど、せめて〝独り〟って表記するのはやめてくれないだろうか。

「おっと、これは失礼。では、コホン……昼休みを一緒にすごす友人がいれば、一人惨めにトイレの個室で弁当箱を開きはするまい？」

「言い直すな！」

　本日のセリフ三つ目。不思議とツッコミだけはできるんだな。

　そんなことより、この美少女の目的は一体なんだ？　俺に友達がいないのは純(じゆん)然(ぜん)たる事実だけど、それと男子トイレへの奇襲になんの関わりが？

「決まっているじゃないか。君をここから連れ出すためだよ」

　左手に柔(やわ)らかい物が触れた。

　美少女の両手が、俺の左手を優しく包み込んでいた。

「和己。この僕が、君に友達をつくってあげよう」

　目前に群青の瞳。その青さに、深さに、俺は見入る。

「――のおっちょ!?」

　だが、次の瞬間には、左手を思い切り引かれ、俺は個室から飛び出ていた。

「ちょっ！　なっ……にすんだ!?」

「なあに、案ずることはない！　僕にはプランがある！　君を孤独から救う確実な手段がね！　君はなにも考えず僕に従うだけでいい！」

　テンションを瞬間沸騰させた謎の美少女に左腕を摑(つか)まれ、さらに男子トイレから廊下にまで引っ張り出される。

「まずは場所を変えようじゃないか！　……おっと！　弁当箱にはきちんと蓋をしろよ！　昼食の続きはこれから向かう場所でゆっくりと食べるがいい！」

「ばっ、場所を変えるって、どこへ!?」

「落ち着いて話ができる場所だよ。僕のテリトリーさ」

　なんのことだ！　まるで意味がわからんぞ！

　俺は必死に抵抗を試(こころ)みた。しかし、美少女のパワーは信じられないほどに強く、腕を振りほどくどころか、その場に留(とど)まることさえできない。

「ちょっと……ちょっと待て！　せめて説明を求めたい！」

「必要ないよ！　着けばわかるさ！　わはははははははははははははッ!!」

　どうしよう話が通じない！

　よく響く声で哄(こう)笑(しよう)する女子と、無体に引きずり回される男子（俺）という図は、はたから見ていたらさぞかし滑(こつ)稽(けい)だったと思う。

　なんとなく、江戸時代の刑(けい)罰(ばつ)である、市中引き回しの刑を思い出した。

　俺、なんか悪いことしましたっけ……？







「さて、着いたぞ！」

　どこに、と問う気力は引き回されている間に摩(ま)滅(めつ)していた。

「ここが、我が部の部室だ」

　連れてこられたのは本校舎に隣(りん)接(せつ)する四階建ての部室棟だった。

　東京都新(しん)宿(じゆく)にある、ここ華宿高校は、高い進学率と自由な校風で知られている。

　特に部活動に関する規(き)則(そく)が緩(ゆる)やかで、新しい部の設立申請も簡単に通るため、活動内容すら曖(あい)昧(まい)な部活が大量発生しているらしい。

　謎の女子が「我が部」と言って指差したのは、部の名称が表記されていない一室の扉。四階の角部屋、部室棟の端(はし)の端(はし)だった。

「ちなみに、設立したのは僕、故(ゆえ)に部長も僕だ」

　謎の美少女は俺と同じ一年生。ってことは、めちゃ最近にできた部じゃないか。

「立ち話もなんだ、続きは中で話そうじゃないか」

　美少女がノックもせずに扉を開いた。

　部室に入ってまず目についたのは、大きな長方形のテーブル。

　そして、向かい合う席に座った二人の女子生徒だった。

「あ～～～～～～…………ん？」

　テーブルに身を乗り出し、口を開けている女子が、俺に気づいて首を傾(かし)げた。

　その彼女と、目が合う。煌(きら)めく金髪に、透(す)き通(とお)るような碧(へき)眼(がん)。

「……珍しい」

　同じく俺のほうを見て呟いたのは、一転して光を吸い込むような黒髪の女子。

　彼女はタコさんウインナーの刺さったフォークを、碧眼の女子に向かって突き出している。正確に言うと、女子の開かれたままの口にだ。

　いわゆる「はい、あーん」の体勢だった。

「ははははっ！　今日も仲(なか)睦(むつ)まじいようで結構結構！　百(ゆ)合(り)ゲーのイベントＣＧと見(み)紛(まが)うような絵じゃないか！」

　満足げに頷(うなず)く謎の美少女の横で、俺は硬直していた。

　都市伝説だと思っていた「はい、あーん」の光景を現実に見た驚きもあったが、それ以上に、そんな伝説級仲良しスキンシップを交わす二人のことを見知っていたからだ。

「ねぇねぇ、どうしたの、その男の子」

　対面の女子を急(せ)かし、大急ぎでタコさんウインナーを食べた碧眼の女子が、謎の美少女に向かって訊(たず)ねる。

「そう焦(あせ)るなよ」と答えながら、謎の美少女は長方形テーブルの短い辺（いわゆるお誕生日席）に置かれた高級そうな椅子に腰を下ろした。

　部室は、扉の位置から見て左方向に長い長方形をしている。アンティーク調のテーブルを六脚の椅子が囲み、謎の美少女の席は扉と真正面に向かい合う場所で、角を挟(はさ)んだ左右両隣に二人の仲良し女子が座っている。

「さて、では簡単に部員を紹介しておこうか。和己も顔と名前くらいは知っているとは思うがね。まず、こちらが、一年五組の朝(あさ)日(ひ)陽(よう)子(こ)」

　紹介された碧眼の女子が「は～い！」と元気よく手を上げた。

　朝日陽子さんは、碧眼に加えて、シュシュでポニーテールにまとめたブロンドの金髪が美しい、日本人離れした容姿の持ち主だった。どことなく欧(おう)米(べい)系？

　身長や体格は日本の平均的女子高生と同じ程度だと思う。

　顔立ちは幼げで、照れずに〝美少女〟と表現できる容姿をしている。

「次に、こっちが桜(さくら)川(がわ)理(り)美(み)だ」

　桜川さんは対照的に純和風の容(よう)貌(ぼう)だ。長い黒髪は腰の辺りまで一直線で、まるでシャンプーのＣＭみたいになめらかな光(こう)沢(たく)を放っている。瞳は漆(しつ)黒(こく)。やはり辞書に例として載せたいくらいの〝美少女〟だ。

　綺麗な黒髪の隙(すき)間(ま)からは、両耳を彩(いろど)るシルバーのピアスが見えた。

「こんにちは」

　小さく会(え)釈(しやく)し、食事に戻る桜川さん。マイペースというよりは、クールだ。

　社会のマナーを考えれば、ここで俺も自己紹介するべきなのだろうけど、緊張のせいか、俺の口はさっきから脳の命令を拒否し続けている。

　初対面の女子と話すだけでも気が動転するのに、まして相手は、あの朝日さんと桜川さんだ。だから仕方ない……と、思えてしまう自分が情けない。

「君の紹介はあとにして、早速本題に入ろうじゃないか」

　幸い、場を取り仕切る謎の美少女が話を進めてくれた。

「まず、このプリントを見てくれ」

　突っ立ったまま受け取ったＡ４のプリントには「入部届」と書かれていた。

　それだけじゃない。入部希望者の欄(らん)には俺の名前が書かれていて、

「ん？　……えっ!?　こ、これっ！　俺の印(いん)鑑(かん)じゃないか！」

　名前の横に捺(お)された「鴫原」の朱色。

　前に自分の銀行口座を作るのに使った実印と、まったく同じ形の印だった。

「僕が書いたんだ。巧(うま)いだろう？　僕のスキルなら税関だって騙せるぜ」

「偽(ぎ)造(ぞう)かよ!?　よ、よく見たら名前も俺の筆(ひつ)跡(せき)で書いてある！」

「部活動を管理している生徒会に提出すれば、その瞬間、晴れて君は我が部の一員だ」

「なっ……!?」

　コミュ力の無さとは関係無しに、言葉が出なかった。

　呆(あき)れていたのではない。驚いていたのでもない。怒ってなんかいるわけない。

　俺はただ、嬉(うれ)しかった。

　嬉しくて嬉しくて、でもそれを表に出すのは恥ずかしくて負けた気がするから、必死で呆れている振りをしていた。

　もし、気を緩めたら、笑うついでに涙まで出ちゃいそうだった。

　部活だ。念願の部活に入れるんだ。

　上下級生との縦の繋(つな)がりを獲(かく)得(とく)でき、友達ができる可能性は桁(けた)違(ちが)いに跳(は)ね上(あ)がる。

　なにを迷うことがあるのか。今すぐ「喜んで！」と叫び、入部すればいい。

　……いや！　待て俺！　どう考えたって怪しいだろ、この部は！

　でも……でも……でも――

「さあ、どうする。部に入るなら早くしろ。でなければ帰れ！　……まあ、そのあとで入部届けは提出させてもらうが」

　どっちを選んでも入部確定!?

　驚いて、でもまだ悩み続ける俺に、名も知らぬ女子は笑いかけながら言う。

「悪い話じゃないだろう？　楽しいぜ、部活動は」

　楽しい、という言葉に、この部を怪しいと訴(うつた)える理性が揺れる。

「よくわかんないけど、あたしは部員が増えたら嬉しいなぁ。たくさんの人がいたほうが、楽しいこともたくさんになるもん」

「そうね。男子が入るのも悪くない。歓迎する」

　朝日さんと桜川さんの笑顔に絆(ほだ)される。

　なのに、俺を見てくれる二人と目を合わすこともできない自分が、嫌だ。いつからこんなに弱くなった。臆病になった。もう、少しの勇気も無いって言うのか。

　だけど、それでも。

「……入部、させてください」

　その一言を言えるくらいの勇気だけは、俺の中に残っていてくれた。

「よしっ！　では、入部届は放課後までに生徒会へ提出しておく。改めて、ようこそ我が部へ、和己！」

　三人から歓迎の拍手を送られ、俺は不覚にも泣きそうになった。

　はっきり言って、俺には友達がいない。

　小学生、中学生だった頃も、高校生になった今も、ただの一人もいない。

　原因は、最高で年に八回という頻(ひん)繁(ぱん)な転校だ。最も長く通っていた学校でも、たったの半年しかいなかったのでは、友達なんかつくれるはずない……というのは、ただの言い訳だとわかっている。

　俺に友達ができなかったのは、俺自身に原因があったんだ。

　昔、俺は生意気な小学生だった。

　本当は友達が欲しいのに、近づいてくる人間全てに敵意をぶつけていた。

　仲良くなってもどうせすぐ転校して離ればなれになってしまう、という諦(あきら)めも手伝ってか、寂しくても強がって、自分の意思で孤独を選んだように装(よそお)っていた。それがカッコイイと思っていたのかもしれない。そのせいで、一人の女の子を傷つけたかもしれないのに、学習も反省もしなかった。そんなガキだったんだ。

　中学生になって少し成長し、寂しさを感じる自分を素直に受け入れられるようになった時には、手遅れだった。

　どうすれば友達をつくれるのか、わからなくなっていた。

　そして、現在に至(いた)る。未(いま)だに友達のつくり方はわからない。

　努力はしてきたつもりなんだ、これまで。部活に入る勇気はなかったけど、他人を不快にしない話し方や仕(し)草(ぐさ)を練習したり、自己啓発本を読んだりしたこともある。ただ、どれも成果は出なかった。

　けど、今日からは違うんだ。経過はメチャクチャで正体不明の部ではあるけど、こうして入部が叶(かな)った。部員も受け入れてくれている。

　それに俺はもう高校生だ。アルバイトもできるんだから、親を説得して一人暮らしを始めれば、転校で友達を得るチャンスを失うこともなくなる。

　見える……見えるぞ！　友達に囲まれた充実の高校生ライフへの展望が！

「晴れて和己の入部が決まったところで、改めて自己紹介といこうか。まずは和己から頼むよ」

　謎の美少女のセリフで一気に現実へと引き戻された。

　自己紹介だと……？　転校するたび、その日だけ偶然喉(のど)の調子が悪い振りしてクラス全員の前での自己紹介という悪夢から逃げ続けた俺に、自己紹介をしろと？

　心臓が、ドッタンドッタンと今までに聞いたことのない音を奏(かな)で始めた。

　しかし、ここで逃げるわけにはいかない。自己紹介とは、言うなれば人間関係構築の初歩の初歩。受け狙いとか考えず、基本に忠実に誠実な姿勢を見せるべし。

　小さく深呼吸し、意を決して口を開く。

「は……はじ、めましてっ！　……鴫原っ、か、和己で、です！」

　言えた……言えたぞ！　嚙(か)んじゃったけど、ちゃんと自己紹介できたぞぉぉ!!

　不安なのは、紹介された人たちがどんな反応をしてくれるかだけど……。

「えへへー、朝日陽子ですっ」

　朝日さんは、わざわざ椅子から立ち上がって、ひょっこりとお辞(じ)儀(ぎ)しながら自己紹介を返してくれた。浮かぶ笑顔は天(てん)真(しん)爛(らん)漫(まん)そのもので、俺のカミカミな自己紹介を変には思っていないようだ。

　対面の桜川さんも、怪訝そうな表情を浮かべていたりはしていない。よかった。

　心の底から安(あん)堵(ど)していると、朝日さんが驚くべきセリフを口にした。

「これからよろしくね、カズミー☆」

「か、かず、かずみー？」

「そ。和己君だから、カズミー。それとも、カズミンのほうがいいかなぁ？」

「もっ！　勿(もち)論(ろん)よろこんで！　お好きなようにお呼びくだされば！」

　驚きと、そして感激とで、死ぬかと思った。

　初対面の女性にあだ名で呼ばれるなんて妄想上でしか経験がない。

「あたしのことは、ひよこ、って呼んでねっ」

「あ、はひゃい。ぞん、存じておりますでございますのことよ」

　緊張のあまり変な敬語が出た。

「あははっ。面白い喋り方だね。ラミアちゃんみたい～♪」

　ラミア？　ギリシャ神話の登場人物が何故ここに？　……よくわからないが、笑っているってことは受けたと思っていいのかな。

　朝日さんのあだ名『ひよこ』は、朝日陽子という名前を捩(もじ)ったものだ。

　あさひようこ、あさひよーこ、ひよーこ、ひよこ、という具合に。

　華宿高校の生徒なら、今やみんなが知っていること。

　そう名づけたのが、朝日さんの親友である桜川さんだということも含めて。

「私は……いえ、また名乗る必要は無いわね」

　弁当箱をしまいながら言う桜川さんはなんともクール、というか、涼(すず)やかだ。真夏の縁側で微風に揺れる風(ふう)鈴(りん)のよう。真夏の太陽みたいに明るく笑う朝日さんとは、好対照でありながらもバランスがとれている。

　ひよりみコンビ。

　それが、入学から僅(わず)か一ヶ月で学校中の噂(うわさ)になった美少女二人の通称だった。

　その片割れ、朝日さんは親友の淡(たん)泊(ぱく)さが不満なようで、すぃっと立ち上がり、

「えぇ～～～～？　理美ちゃんも、もっかい自己紹介しよーよぉ！」

　猫(ねこ)撫(な)で声を出しながら、桜川さんに背後から抱きつく。すると、

　たっぷんぽにょにょん！

　そんな音が聞こえそうなほどの揺れが、朝日さんの胸部に生じた。

　そこには、存在そのものが奇跡と言うほかない、超高校級の大きさを誇る、まっこと柔らかそうな球体が、合わせて二つ。

「ひよこ、重いから。主に胸が」

　お椀(わん)形(がた)の球体が、桜川さんの背に押し付けられ、歪(ゆが)む。その歪みすら、優(ゆう)雅(が)。

　俺はつい――あくまでも無意識に、桜川さんの胸部にも視線を向けてしまった。

　ゼッペキ!!

　……と、そんな音が聞こえたような気がしなくもない。

「和己、君も男の子だね。どこを見ているんだい？」

　朝日さんと桜川さんの中間ぐらいの大きさの胸が言った。

　間違えた。何故か楽しげな笑みを浮かべた謎の美少女が言った。

「なっ、なにも見てないっ。そ、それより、お前の名前、まだ聞いてないけど」

　自分でも驚くくらいスラスラと、口からセリフが流れ出た。自覚はないが、少しずつ会話に慣れてきて……いや、相手がこの女だからか。

「ふむ、僕の名……か」

　なんでそこでもったいぶるのか。

「そうだねぇ……僕のことは、みぃくんとでも呼んでくれ」

「は？　みいく？」

「みぃくん、だよ。大家の娘ではない」

　意味がわからん。あと、何故、胸を強調するような姿勢で言う？

「あのねぇ、あたしたちもみぃくんの名前知らないんだよ？」

　朝日さんが、桜川さんにのしかかったままの体勢で言った。

　こういうスキンシップは珍しいことではないようで、桜川さんは平然としている。

「故あって、僕は名前を名乗れないのさ」

「そんなこと言って、どうせ本名は美(み)紀(き)とか美(み)由(ゆ)紀(き)とか普通の名前なんだろ？」

「……………………」

「おい、どうして目を逸らす。……まさか図星!?　図星なのか!?」

「ははは、まあいいじゃないか。名前など、所(しよ)詮(せん)は銭(せん)湯(とう)の下(げ)足(そく)札(ふだ)みたいなものだ」
















　自分の名前が嫌いなのか？　俺も、カズミなんて女の子みたいな名前のせいで嫌な思いをしたことが少なからずあるから、わからなくもないけど……。

「そんなことより、自己紹介は済んだんだ。さっさと次へ進もうじゃないか。昼休みは有限だぜ？」

　話題を強引に変えやがった。

「和己。携(けい)帯(たい)電(でん)話(わ)を出してくれ。番号とメアドを教えるから」

「へっ？　教えて……くれるの？」

「当然だろう？　同じ部の仲間になったのだから。ひよ、理美、君らもイチャついてないで和己とメアド交換するといい」

　みぃくん（と名乗る女）に続き、朝日さんと桜川さんがケータイを取り出した。

　慌(あわ)てて、俺も鞄(かばん)の中からケータイを出す。が、

「大丈夫かい？　手が震えているぞ？　それに、目が虚(うつ)ろだ」

「へ、平気だって。ただ、ちょっと緊張してるだけ。は……初めてだから」

　初めてだ。初めての『メアド交換の儀式』だ。足元が覚(おぼ)束(つか)ない。

　当然、ケータイの赤外線通信機能を使うのも初めて。だが、万が一の時のためにと、使い方の予習は万全である。ぬかりはないぜ。

「へー、初めてなんだ。それじゃ、カズミーの初めてもらっちゃいまーす。えいっ☆」

　ピロリン♪

　ほっ、本当に来た！　これがメアド交換かっ！

　画面に表示される『アドレス帳に登録しますか？』の質問に『はい』と答える。名前は『朝日さん』で登録することにした。まだあだ名で呼ぶには早いからね。

　次に桜川さんと交換し、最後にみぃくんと。

　そして、すぐにアドレス帳を確認。

　確かに三人のアドレスが登録されていた。画面が滲(にじ)んでよく見えなかったけど。

「これで、和己のアドレス帳の登録件数が三件増えたわけだ。自宅や両親の番号は入っているだろうから、合計六件くらいかい？　どれ、少し見せてくれ」

　止める間もなく、みぃくんにケータイを奪われる。

「あっ、おまっ、なにすんだ返せ！」

「どれどれ……おや？　なんだ、随(ずい)分(ぶん)とたくさん登録されているじゃないか。本当に初め――ん？　なんだこれ。いじめ相談ホットライン？」

「あ、そ、それは違くて！」

「他にも、新宿区役所、弁護士連合会……それに、内(ない)閣(かく)府(ふ)？　まさか君、公共の電話番号を登録して、アドレス帳の登録件数を水増ししているのか……？」

「そんな目で俺を見るなぁ――――ッ！」

　捨てられた子犬を見るような目で見つめられ、俺は絶叫した。

「そうだよ……ッ！　水増ししたよ！　家と両親の三件だけじゃ寂しくて、いざという時のためにって自分に言い訳しながら！　最初は出来心で……でも、登録件数が増えていくのが嬉しくて、気づいたら、もう抜け出せない泥(どろ)沼(ぬま)にはまっていたんだッ!!」

　衝動に突き動かされるまま、俺は全てを吐き出した。アドレス帳には、存在しない架(か)空(くう)の友達のアドレスが登録されていることも、全て、全部。

　嘲(あざ)笑(わら)われるだろうと思った。失笑されると思った。

「もういいよ！　なにも言わないでカズミー！　カズミーは悪くないよ！」

　しかし、少女たちは、優しかった。

　朝日さんだけでなく、桜川さんも、みぃくんも、口々に俺を励(はげ)ましてくれた。大丈夫だと、これから少しずつ実在する友達のアドレスを増やしていこうと。

　みんなからの同情が温かかった。これが、仲間か……。

「そうだよな……みんなともメアド交換して、友情値が二百ポイントずつ上がったわけだし、この調子でいけば、きっと友達できる。うん」

「友情値？」と、女子三人が声を揃(そろ)えて首を傾げた。

　おっと、これは説明しておかないと。

「え、えー、友情値というのは、俺が考えた仲良し度数です。一緒に遊んだりすると、それに応じたポイントが加算されて、一定ポイントが溜(た)まると友情レベルがアップ。その相手との親交の深さが一目でわかる画期的なシステムなんだ」

　おお、なんと淀(よど)みのない解説。

　この昼休みだけで着実にコミュ力上がってるな俺。

「システム……なのかい？」

「ああ。このシステムがあれば、他人との距離のとり方を間違えることもない。例えば、クラスのみんなに呼ばれているからと調子に乗って大して仲良くない相手をあだ名で呼んでしまったがために気まずい雰(ふん)囲(い)気(き)になる、なんてこともなくなるんだ」

　中学二年生の時に考え出したシステムで、表計算ソフトで簡単に計算と管理ができるようにしてある。

　毎晩、一日でどれだけ友情値が溜まったか記録するのが俺の一番の楽しみ……なんだけど、ちっとも上がらない数値を見て憂(ゆう)鬱(うつ)になることもあったりなかったり。

「そ、そうか、友情値……ね。少し、待っていてくれるか？」

　みぃくんは、部室の隅(すみ)に朝日さん桜川さんを連れて行き、

「どう思う？」「カズミーかわいそう……」「哀れ」「同感だ。そこで、どうだろう、僕らで和己を見守る会を結成し、彼の友達づくりをサポートしようと思うのだが」「うん、あたしはさんせー」「私も賛成する」

　なにか話し合っているようだが、小声なのでよく聞き取れない。

　戻ってきた女子たちの視線は、温かいというか、妙に生(なま)温(ぬる)かった。

「カズミー。あたしたちが応援するから、一緒にがんばろうねっ」

「え？　あ、はい」

　頑張るってなんだ？　わからないけど首肯しておいた。

「お、いかん。そろそろ昼休みが終わる時間だ。続きは放課後ということに……」

「えっ、ちょ、ちょっと待って」まとめに入ったみぃくんを慌てて止める。「あの、俺まだこの部の名前も活動目的も知らないんだけど……」

「おや、失念していたよ。それでは、心して聞きたまえ」

　みぃくんがコホンと一つ咳(せき)払(ばら)いし、




「地域の学生活動を平和的に支援する部……略して『ちくわ部』だっ!!」




　朗々と、高らかに、よく響く綺麗な声で、宣言した。

「ちくわ、ぶ？　それは、おでんの具の……？」

「略称だよ。地域のち、学生のく、平和のわを取って『ちくわ部』だ」

　なんてスタイリッシュな略し方！

「それは略称とは言わないんじゃ……。せめて頭文字から取ろうよ」

「ああ、だから最初は『血の海に溺(おぼ)れ、苦痛に喘(あえ)ぎながらも、和平を目指す兵士たちの部』で申請しようと思ったんだが、部活動を管理する生徒会に却(きやつ)下(か)された」

「意味不明な上に超血生ぐさい……」

　けど、生徒会には正常な判断力を持つ人たちがいるというのはわかった。

「ちなみに、申請が通った時の書類に書いた、我がちくわ部の活動目的は『生徒目線からの健全かつ道徳的な学校運営の支援活動』だ」

「えー……具体的になにをする部なのか全然わからないんですけど」

　と、呟いたところで、昼休みの終了を告げるチャイムが鳴った。

「もう昼休みも終わりね。教室に戻りましょう」

「うんっ。それじゃまたね、みぃくん、カズミー」

　連れだって部室から出て行った朝日さんと桜川さんは、ちくわ部の在り方になんの疑問も抱いていないようだ。

　大丈夫なのか、この部。っていうか、そこに入部した俺。

　やっぱり、入部したのは間違いだったかも……。いや、でも部活だぞ？　夢にまで見た。少し怪しくたって……でも、みぃくんが部長だし……いや……でも……。

　脳内でせめぎ合う理性と歓喜を抱(かか)えたまま、俺は教室に戻った。

　結局、蓋を開ける暇(ひま)も無かった弁当箱を片手に。







　なんと表現すれば正しいだろう。言うなればそう、万能感か。

　念願の入部を果たし、学校の人気美少女コンビとメアド交換をした俺は、全身に漲(みなぎ)る自信を万能感と名づけた。つまり、せめぎ合いに勝利したのは歓喜のほうだった。

　不思議だ。もう誰にも負ける気がしない。もうなにも恐くない！

　とかいう感覚は当然ながら勘(かん)違(ちが)いで、午後の授業は、いつものように、気配を殺して、とにかく目立たないようにやりすごすことになった。

　そして放課後。

「それでは、和己の友達をつくろう計画（仮）について説明する」

　下校前のＳＨＲ(シヨートホームルーム)が終わった直後に教室に襲来したみぃくんによって再び強制連行された俺は、ちくわ部の部室にいた。

「お～！　ぱちぱちぱち～！」

　俺の右隣に座る朝日さんが、無(む)邪(じや)気(き)な笑顔で拍手する。

　朝日さんの対面には桜川さん、みぃくんはお誕生日席、昼休みと同じ配置だ。

「あ……あの、朝日さんと桜川さんも手伝ってくださるのでございますですか？」

　ダメだ。まだ緊張してマトモに喋れないし、二人の顔すら見られない。

　俺の挙(きよ)動(どう)不(ふ)審(しん)にも、二人が特に気にしていない様子なのが救いだ。

「もっちろん！　楽しそうだしね～！」

「部長の決定なら拒む理由は無い。それに元々、昼休みや放課後に部室に集まって、適当に雑談したり遊んだりするだけの部活だったから」

「そんな無法な部活でしたのか……。ところで、他の部員はどうしてるの？」

　俺が訊いたのはみぃくんに対してだ。みぃくんには割と普通に喋れた。

「ん？　ちくわ部の構成員はここにいる四人で全てだが？」

「は？　でも、部として成立させるには最低でも五人の部員が必要なんじゃ？」

　生徒手帳に書かれた校則は何度も読み返している。一人きりですごさねばならない退(たい)屈(くつ)な休み時間を潰(つぶ)すためだ。

「それに今更だけど、この部室って、なんでこんなに豪華なの？」

　ちくわ部の部室は、教室と同じくらいの広さがある。吹(すい)奏(そう)楽(がく)部(ぶ)のように場所をとる部活を除(のぞ)き、部室棟にある部室は、この半分程度の面積だったはずだ。

　広いだけでなく備品も充実している。小型の冷蔵庫にエアコン、ソファセットに大型テレビ（多分50Ｖ型くらい）、さらには小ぶりのキッチンに、仮眠用なのか、折りたたみ式のベッドまである。

「本棚の本とかは私物だろ？　家電も私物なのか？」

「まさか。部費で購入したに決まっているだろう」

　みぃくんはさも当然のように言ったが、そんなことはありえない。

　各部に割り当てられる予算は、それぞれの活動実績に応じて配分される。全国大会などで良い成績を残せば、その分、配当される部費が増える仕組みだ。

　ちくわ部なんて名称も活動目的も曖昧で怪しい部に実績なんてあるのか？

「くっくっく……部員不足の無茶を通すのも、破(は)格(かく)の部費を引き出すことも、ちょっと校長の椅子を揺すってやれば容易(たやす)いことさ」

「校長を脅(おど)してんのか!?　どんなネタ握ってんだお前！」

　冗談かもしれないが、この女ならリアルにやりかねない！

「まあ、あの何事も正しすぎて糺(ただ)しすぎる女が生徒会長を務(つと)めているせいで、色々とやりにくくはあるのだがな……。まったくもって忌々しい」

　自分の計画を邪魔する正義の味方について語る悪の組織の幹部みたいな表情でみぃくんが吐き捨てた。

（今の会長さんってみぃくんの知り合いなんだって。あんまり仲良くないみたい）

　隣の席の朝日さんが囁(ささや)き声で教えてくれた。因縁があるってことか。

「そんなことよりも今は友達づくりの話だ。……和己は『ＦＦＦ』のことを知っているかい？」

「エフエフエフ……？　ああ、確か、どっかの部が作った華宿高校限定のＳＮＳのことだっけ。転入手続きの時に、そんなのがあるって先生に聞いたよ」

「作ったのは人(じん)類(るい)社(しや)会(かい)学(がく)研(けん)究(きゆう)部(ぶ)、通称・人(じん)社(しや)研(けん)だ。華宿高校の生徒だけが利用でき、基本的な仕組みは一般的なＳＮＳと変わりない。会員登録料はもちろん無料だ。利用者は口コミで増え続け、今では華宿生の九割以上が利用しているんだぜ」

　みぃくんは何故か自慢げに胸を反らせた。

「ふぅん。……で、それがどうしたんだ」

「察(さつ)しが悪いなぁ。君も登録しろと言っているんだよ」

「俺が？　ＦＦＦに？　それが友達づくりのプラン？」

「その第一歩だよ。ほら、とりあえず登録してみればわかるさ」

　促されるままにパソコンデスクの椅子に座る。

　自分の椅子ごと隣に移動したみぃくんの指示に従い、会員登録画面を開いた。

「パスワードを決めたら、そこに生徒証のＩＤナンバーを入力してくれ」

　言われたとおり、カードタイプの生徒証に記された番号を打ち込む。そういや、この番号はあくまで生徒証の番号であって生徒個人を番号で管理しているわけではない、と先生に説明されたっけ。学校も批(ひ)判(はん)を避(さ)けるために苦労しているんだなぁ。

「あ、ニックネームどうしよう。あとプロフ画像」

「名前は適当でいいよ。本名を非公開にすることもできる。画像はＦＦＦのロゴのままにしておいてくれ」

「あとで、私が鴫原君の絵を描いて送る。みぃくんとひよこもそうしているから」

　俺の後ろから画面を見ている桜川さんが言った。

　部活仲間が書いてくれる俺の絵か……。楽しみすぎて吐きそう。

　あとはニックネームをどうするかだけど、

「カズミーにしよっ！　カズミー！」

　目をキラキラさせて主張する朝日さんに押し負け、とりあえず『カズミー＠ちくわ部の新人です』という長い名前にした。ま、あとで変えることもできるしな。

　登録作業が一通り完了し、マイページの画面が表示される。

　一般のＳＮＳとも遜色なく、高校生が作ったとは思えない完成度だ。

「次は、僕らのグループに加入申請してくれ」

「グループ？　mixy(ミツクシー)のマイミクみたいなもんか？　それともコミュニティ？」

　mixyには、前に「ネット友達なら！」と思い登録していたことがあった。過去形である理由は訊かないでほしい。

「いや、コミュニティは別にあるよ。マイミクに相当するのは『フレンド』かな」

　その機能を解放するにはなにかと条件を満たす必要があるらしく、それが整ってから改めて説明すると言われた。友達(フレンド)かぁ、とても興味を引かれる単語だ。

「フレンドになっていなくても、同じグループに属していれば、他のグループメンバーの更新情報などを通知してもらえるんだよ」

　それから、みぃくんにＦＦＦの基本的な機能の説明を受けた。

　Twiffer(ツイツフアー)やFatebook(フエイトブツク)に似た機能まであるらしい。凄(すご)いな。

「全ての機能が最初から備わっていたわけではなく、数年かけて徐々に増えていったんだよ。一般のＳＮＳの機能をパク……参考にしてね」

　みぃくんはそこで「さて」と区切り、俺たち部員の顔を見回した。

「これで登録も終わったことだし、今日のところは解散するとしようか」

「えっ？　解散？　と、友達づくりの話は……？」

「そんな救いを求める子羊のような目で見ないでくれよ和己。友達づくりのプラン発表は明日の楽しみとしようじゃないか。僕のほうでも色々と準備が必要なのでね」

　コイツ、んなこと言って、なんにも考えてないんじゃないだろうな？

　俺の中でみぃくんへの疑念が増したが、それは次のセリフで消え去った。

「それより、今日は君の歓迎会をしなけりゃいけないだろう？」

「か、歓迎会？　……開いてくれるの？　俺のために？　わざわざ？」

「当たり前だろう」と、みぃくんは呆れたように答えた。

　どうしよう。感激しか湧かない。

「わー！　歓迎会！　しようしよう！　どこでする!?　カラオケとか!?」

　朝日さんが諸(もろ)手(て)を挙(あ)げた。本当に俺を歓迎してくれるのか。泣けてきた。

「半(はん)端(ぱ)な時間だしファミレスで構わんだろう。いつものジョナにしようと思うが、理美もそれで構わないかな？」

「ええ。用事があるわけでもないし。……でも、支払いはどうするの？　部費でまかなえるのなら構わないけれど」

　桜川さん、その淑(しと)やかな外見から良家のお嬢様と噂されているのに、随分と庶(しよ)民(みん)的(てき)なことを気にするんだな。

「心配ないよ。和己のおごりだから」

「……はい!?　今なんてった!?」

「和己のおごりだと言ったが？　なにか問題でも？」

「不思議そうな顔をするな！　なんで歓迎される側の俺が払うの!?」

　桜川さんも「それなら安心」とか頷いてないで！

「和己、部活というのは上下関係が重要なんだ。先(せん)輩(ぱい)が白と言えば、後輩は黒い物であっても白だと思い込まねばならない」

「どっかの野球部の慣習か！　第一お前は先輩じゃないだろ！」

「これより我らちくわ部は行きつけのジョナに吶(とつ)喊(かん)攻撃を敢行する！　兵(つわもの)どもよ、我に続けぇ――――――――ッ!!」

「無視かよ！」

　雄々しく叫んで部室を飛び出すみぃくんに、「おーっ！」とハイテンションの朝日さん、「おー」とローテンションの桜川さんが続く。

　俺は、財布の中身を確かめながら慌てて女子たちの後を追う。

「う……せ、せめてジョナじゃなくサイゼにしてくれ！　小(こ)遣(づか)いがもたない！」

　文句は言った。異議もある。今月は欲しいＣＤが出るから、正直おごりはキツい。

　でも、嬉しい。でも、楽しい。

　歓迎会も、誰かに食事をおごることも、一人じゃ体験できないことだから。

　本当にもう、嬉しくて楽しくて仕方なかった。

　そのことは、みんなを追いかける俺の表情を見れば、きっと一目瞭(りよう)然(ぜん)だったろう。
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　５月８日　火曜日




　俺は眠いんだ。昨日、夜遅くまで勉強していて眠いんだ。

　だから、こうして机に突(つ)っ伏(ぷ)して寝ているんです。話しかけないでください。

　そんなオーラを放ちながら、徐(じよ)々(じよ)に教室に満ちていく同級生たちの話し声に耳を傾(かたむ)けるのが俺の朝だ。

　挨(あい)拶(さつ)を交(か)わす相手もいない寂(さび)しい子だなんて思われたくないし、同情で声をかけられてもどう対応していいかわからない。だから、俺は毎朝寝不足を装(よそお)い、ホームルームが始まるまでの間ずっと寝たふりをしている。

「……でさ、さっきそこでひよりみコンビ見かけたんだけど、ホント仲いいよな～」

「同中の親友なんでしょ。そんでどっちも美少女ってマジ奇跡だよね～」

　近くの席に座る男女の会話が聞こえてきた。俺の情報源の二人だ。寝たふりをしている俺のそばで毎日のように噂(うわさ)話ばかりしていて、ひよりみコンビが人気だという話も、この二人の会話を盗み聞きして知った。

　ふふふ、これは自慢だが、俺はその美少女コンビと同じ部活で、しかもメアド交換までしたんだぜ？　……昨日の歓迎会ではほとんど会話できなかったけど。

　だが、朝日さんも桜川さんも、これだけ人気者ならさぞ友達も多いはず。彼女らと仲良くなれれば、芋(いも)づる式に友達を増やせるに違いない！

　そして、その日は決して遠くはないという確信がある。なにしろ、昨日の段階で、すでに二人との友情値は驚異の三百超えを果(は)たしているのだ（ついでにみぃくんも）。

　最(も)早(はや)リア充(じゆう)ライフへの片道切(きつ)符(ぷ)を手に入れたも同然よ！　ふはははははは!!

　などと、寝たふりを続けながら心の中で哄(こう)笑(しよう)していると、

「おっはよ～！　数学の宿題忘れました！」

　元気よく扉を開き、忘れ物を白(はく)状(じよう)しながら、茶髪の女子が教室に入ってきた。

　途端、教室内の空気が変わる。

「はやっ！　自首すんの早すぎでしょ！」

「いや～、昨日、お風呂あがりに眉(まゆ)毛(げ)いじってたら、気づくと二時回っててさ。ほら、あたし夜(よ)更(ふ)かし苦手だから、そのまま寝ちゃって。……でね、つーちゃん」

「なに？」

「宿題写させて！　お願い！　一生のお願い！」
















「あんた何回一生やり直す気よ、もう！　……仕方ないわね、ほら」

「ありがとーごぜーます！　つーちゃん大好き！　結婚して！」

　ドッと笑い声が弾(はじ)けた。教室に満ちていたバラバラの喧(けん)騒(そう)が、次第に一定方向に向き始める。その中心にいるのは、紛(まぎ)れもなく彼女――

　朱(と)鷺(き)園(ぞの)優(ゆう)子(こ)さん。

　明るく快(かい)活(かつ)な性格で、比(ひ)喩(ゆ)的にも席順的にも、クラスの真ん中にいる人だ。

　クラス委員も務(つと)める、一年三組のムードメーカーと言ってもいいだろう。

　朱鷺園さんの周りには、いつだって誰(だれ)かがいるんだ。女子だけでなく男子も、違うクラスの生徒と話している姿もよく見かける。

　才能にも恵まれていて、バレーボール部に所属し、先(せん)輩(ぱい)や顧(こ)問(もん)の教師にも一目置かれた、いわゆる期待のホープであるらしい。

　俺は、そんな朱鷺園さんのことが……好きだ。

　最初は憧(あこが)れだったと思う。朱鷺園さんみたいに、誰に対しても社交的に、どんな相手にも分(わ)け隔(へだ)てなく接し、多くの人と仲良くなって、友達になれたら……と。

　それが、次第に朱鷺園さんを中心とした輪に加われたらという妄想になって、いつしか、朱鷺園さん自身ともっと仲良くなりたいという想いになって――

　気づいたら、廊(ろう)下(か)ですれ違うだけで頰(ほお)が熱くなるほど、好きになっていた。

　まあ、憧れが恋愛感情になるきっかけがなかったわけでもないんだが、

「――ひッ!?」

　や、やば！　つい見つめてたら朱鷺園さんと目が合っちゃった！

　バレた!?　寝たふりしてるのバレたよな!?　

　演技を続行するか、それとも起きたほうがいいのか迷っていると……なんということでしょう。朱鷺園さんがこちらに近づいてくるではありませんか（錯(さく)乱(らん)中(ちゆう)）。

「ねぇ、鴫(しぎ)原(はら)君。起きてる？」

「は、はひゃい！」

　声かけられたぁ――――――――!?

　近くで見ると尚(なお)一(いつ)層(そう)カワイイなぁ。流行のヘアカラーも超絶似合って……って違ぁぁぁぁうっ!!　こ、こうなった以上、寝たふり続行は不可！

　ここは覚悟を決めてコミュニケーションにチャレンジするしか！

「ちょっと訊(き)きたいことあるんだけど、いいかな？」

「なっ、あ……な、ななななにっ……？」

　声が震(ふる)える体が震える、つられて心臓のテンポまでおかしくなる！

「昨日のロングホームルームのあと、鴫原くん、女の子に連れてかれたじゃない？　あの子、誰だったのかな？」

「えっ!?　あ、それは……それ、その……」

　トイレで弁当を食べてたところに乱入してきて無理やり妙な部活に入部させてくれた実名不詳の美少女です、なんて言えるかっ!?

「一年生だよね？　でも、見たことない子だったし、気になっちゃって」

　なんなのだこれは！　どうすればいいのだ!?

　そうだ！　こういう場面でこそあの秘技を使う時だ！
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　って、リアルじゃ安価使えねぇぇ――――――――――!!

「えっと、その、あの、この、どの、あれは、それは、これは、どれは」

「違うクラスの友達？　ひょっとして……鴫原くんのカノジョとか？」

「ちがっ、カノジョ、違う、無理やり、あれは……」

　極(きわ)まりすぎた緊張に、思考停止に陥(おちい)りかけたその時、

「……あっ、予(よ)鈴(れい)。ご、ごめんね、変なこと訊いちゃって。じゃあね」

「あ、はい……」

　助かったぁぁぁ――……。席に戻る朱鷺園さんの背を見送りながら、心の中で盛(せい)大(だい)に溜(た)め息(いき)を吐(つ)いた。ありがとうチャイム様。

　昼休みになったら全速力で部室に行ったほうがよさそうだな。昨夜のメールでみぃくんに命令されたし、また朱鷺園さんに話しかけられたら、今度こそ死ぬる。

　はあ……もっとコミュ力を磨いて、まともに話せるようにならなきゃなー。







　朱鷺園さんと話せた（と言っていいはず）喜びで胸の鼓動が収まらず、ほとんど授業に集中できぬまま昼休みになった。

　電光石火で部室へ直行すると、朝(あさ)日(ひ)さんと桜(さくら)川(がわ)さん――ひよりみコンビがいた。

　みぃくんはまだ来ていないようだったので、三人で昼食を摂(と)ることに。

　夢にまで見た、一人きりでも、トイレの個室でもない昼食である。今日のオニギリ、ちょっと塩ききすぎだぜ母さん……！

　俺と桜川さんは弁当、朝日さんは学食のパンだった。親に言えば作ってもらえるらしいが、今の目標は学食の菓子パン全種類制覇なのだそうで。俺の向かいの席で、もふもふと菓子パンを頰(ほお)張(ば)る朝日さんは、仕(し)草(ぐさ)が小動物的で実に愛らしい。

　ちなみに、二人は隣同士の席で、俺が座っているのは桜川さんの向かい、昨日は朝日さんがいた席だ。みぃくん専用の席以外は自由に座っていいみたい。

　女子二人を前に俺は相変わらずの緊張状態だったわけだが、二人のほうから積極的に話を振ってくれたので、そこそこ上手く話せていたと思う。

　そして、昼休みも中盤という頃、俺は頑張って自分から話しかけてみた。

「あ、ところで、朝日さんたちは中学からの親友ってホントでございましょうか？」

　変な敬語なのは大目に見てくれ。

「そだよー。大・親・友！」

「カテゴライズしようとすればそうなる。拒(こば)む理由も無い」

　やはりそうか。そりゃ「はい、あーん」なんて高等スキルを習得しているほどだものな。昨日の歓迎会でも、ごく自然なスキンシップを何度も見た。

　朝日さんと桜川さんの関係は、まさに俺が思い描く親友のイメージにぴったりだ。進学という大イベントを超えてもまだ関係を維(い)持(じ)している点も素晴らしい。

　よし。これからは、この二人の関係を手本に友達をつくっていこう。

「そ、れ、よ、り、も！　カズミー！」

　朝日さんが急にムスッとした顔になった。ちょっと可愛(かわい)い。

「へ？　な、なに？　ひょっとしまして……怒っていらっしゃる？」

　何(な)故(ぜ)だ。知らないうちに不(ふ)快(かい)にさせるような言動をとってた？

「むむ、怒ってはないけど。……どうして、ひよこ、って呼んでくれないの？」

　そのことか。本音を言えば単純に恥ずかしいだけなんだけど……。

「えと、あだ名で呼び合うには、もっと友情レベルを上げないといけないかと、その」

「ゆーじょーれべる？」

　膨(ふく)れていた頰を一瞬で縮(ちぢ)めて、朝日さんが首を傾(かし)げる。

「基準値が設定されているの？　具体的にどれくらい上がればいい？」

　桜川さんがコチラを見ながら箸(はし)を置く。今日は右手首にバングルをはめていた。

「そ、そうですね、あだ名は最低でもレベル十くらいになってなきゃ」

「レベルを上げるのに必要な友情値は？」

「千ポイント溜(た)まるごとにレベルが一上がるのです。ちなみに、挨拶を交わすとプラス五で、メールでの挨拶は三ポイント」

　友情値に興味を持ってもらえたのが嬉(うれ)しく、俺の舌は回りに回った。

「随分低い。メアド交換は二百ポイントも溜まるのでしょう？」

「メアド交換は一人につき一回しかできないから。メアドを変えたことを知らせてもらえた場合はプラス二十。逆に、知らせてもらえないと一気に五千下がります」

「新しいメアドを教えないのは、ある意味絶(ぜつ)交(こう)宣言だから納得はできるけれど……」

　なんだろう。桜川さんは凄(すご)く微妙な表情で俯(うつむ)いてしまった。

「じゃあじゃあ、一番ポイント高いのはどんなことなの？」

「えっ？　色々ありますけれど……。あ、朝日さんたちがしてた『はい、あーん』なら一気に百ポイント上がりますですよ？」

「なんだ、そんなことでいいんだ！　よーし……はい、あーん！」

　ニッコリ笑顔で、チョココロネを突きつけられた。

「は？　あ、あの……朝日さん？」

「はい、あーん！」

「いや、せめて袋からお出しなさってください……」

　包(ほう)装(そう)されたままのチョココロネを頰にグリグリされるってどんなプレイですか。

　朝日さんは天然さんであると同時に強(ごう)情(じよう)さんでもあるようで、一度は引っ込めてくれたチョココロネを、袋から取り出してまたグリグリしてきた。

　仕方なく、あむっとくわえる。……あ、おいしい。

　しばらく味わっていたら、不意にカラカラと窓の開く音がして、

「やあ、部員たち！　待たせたね！　……おや？　これはまた色っぽいシーンに出くわしてしまったようだ！」

　驚きに、危うくチョココロネを喉(のど)に詰まらせるところだった。

「むぐっ、ぐっ!?　……お、おおおお前はどっから入ってくんだよ!?」

「窓からだが？」

　平然と答えたのはみぃくんだった。……ここ四階だよな？

「予定調和など退(たい)屈(くつ)の極み。如(い)何(か)にして常識を破壊するかが大事だ。それと、君がひよとなにをしていようと僕が妙な勘(かん)違(ちが)いをすることはないから安心したまえ」

　指定席の高級そうな椅子にふんぞり返るみぃくん。とっても不(ふ)遜(そん)だ。

「妙な勘違いってなんだ？」

「そこは訊かぬが花だよ。ところで、君がチョココロネを頰張っている姿はなかなかに愛らしいね。抱きしめたいな、和(かず)己(み)」

「……馬鹿にしてんのか」

「はははっ、照れた表情も可愛いじゃないか。……さて、和己をからかうのはこれくらいにして、早々に本題に入るとしよう。食事をしながらでもいい。聞いてくれ」

「鴫原君の友達づくりのこと？」

「然(しか)り」桜川さんの質問に、みぃくんは重々しく頷(うなず)いた。「丸一日も引っ張っておいてなんだが、そんなに大(おお)仰(ぎよう)な計画ではない。ちくわ部で、生徒たちからの悩み相談を募集しようと思うのだ」

「悩み相談？」

「ごく単純な図式さ。迷える生徒の俗(ぞく)っぽい悩みを解決してやれば、我がちくわ部の評判が高まる。すると、さらに悩み相談件数が増える。さらにさらに評判が高まる。そうして部の知名度を上げていけば、和己」

　みぃくんは椅子を軋(きし)ませて俺を見た。

「部員の一人である君という個人に興味を持つ者も現れるはずだ。勿(もち)論(ろん)、君が主導で悩みを解決してやれば尚更に効果的だし、多くの生徒と関われば君の対人コミュニケーション能力も高まるだろう？」

　理屈は通っているような気がしないでもないが、そう上(う)手(ま)くいくだろうか？

「安心しろ。君が転入以来行ってきた『目立たないところで善行を重ねればいつか誰かが声をかけてくれるかもしれない作戦』よりは効果的なはずだ。教室の花(か)瓶(びん)の花を変えているのは君だろ？　それに、校庭の隅(すみ)の花(か)壇(だん)を整備したのも」

「な、何故それを!?」

「気持ちはわかる……とは言わないが、推(すい)測(そく)は可能だ。自分からアプローチをかける勇気が出ない君は、行動でアピールしようとした。しかし、善行の喧(けん)伝(でん)は反発ややっかみを招(まね)くから、目立たぬように目立たぬように、と」

　コイツはパクノダと同じ念能力でも持ってんのか？　それとも俺が単純なの？

「悩み相談はあくまで部の活動の一環。部という集団を攻撃する度(ど)胸(きよう)がある輩(やから)はそういないよ。いたらいたで、そいつらを叩(たた)き潰(つぶ)す楽しみができるし」

　物(ぶつ)騒(そう)なことを言うな。それも楽しそうに。

「う～ん……相談者なんて、そう都合良く来てくれるもんか？　悩みがあるんなら、華宿にはスクールカウンセラーがいるじゃないか」

「最初の内はコチラから悩みのある生徒を探せばいい。それに、大人には話せぬ悩みというものがあるよ、高校生(ガキ)にはね。大(たい)概(がい)が思い込みだろうがさ」

「お前だって高校生じゃないか」

「そうさ。僕だってまだまだガキだよ」

　謙(けん)虚(きよ)なんだか傲(ごう)慢(まん)なんだか。

　けどまあ、友達をつくるのに生徒の悩みを募(つの)るってのはアリだと思う。ひょっとしたら、俺みたいに「友達がいない」って悩みを抱(かか)えた生徒がいるかもしれないからだ。

　俺が黙ると、もう質問は無いと見たようで、みぃくんは部員たちの顔をゆっくりと見回してから、威(い)厳(げん)たっぷりに口を開いた。

「一応、決はとろうか。部の活動方針を変えるわけだし。僕のプランに賛(さん)成(せい)の者は挙(きよ)手(しゆ)してくれ」

「……………………」

「いいよー。なんか楽しそう。迷わない子羊の会みたいで」

「異議はない。でも、疑問はある」

　俺は無言で、朝日さんはなにも考えていないような笑顔で、桜川さんは冷静に疑問を呈(てい)しながら、それぞれに手を上げた。

「ふむ、満場一致で可決、と。……で、理美、疑問とはなんだい？」

「悩みのある生徒をどう探すの？」

「ＦＦＦを利用する」

「そう、わかった」

　そんな簡(かん)潔(けつ)なやり取りで桜川さんの疑問解消は完結した。

　俺は全然わかってないよ、という顔をしていたら、みぃくんが説明してくれた。

　ＦＦＦ利用者の日記や、各グループのチャット履(り)歴(れき)、コミュニティ掲示板の書き込みなどを虱(しらみ)潰(つぶ)しにあたり、すでに悩ましい生徒を幾(いく)人(にん)か特定しているのだそうだ。

　しかし、たった一日の仕事とは思えない。もしやトイレの個室への乱入からここまでの流れが、全て計画どおりの出来事……なわけはないか、流石(さすが)に。

　説明が終わり、ちょうど昼休み終了間際という時間。

　みぃくんが立ち上がり、締(し)めの挨拶と、部員への指示を下した。

「本格的な活動開始は今日の放課後からにしよう。各自、ホームルームが終わり次第、可能な限りの全速力で部室に集合するように。……失(しつ)敬(けい)」

　ひょいパクッ。

「ああっ!?　最後にとっておいた唐(から)揚(あ)げ！」

「うむ！　今日は美(う)味(ま)いな！　明日もオカズは唐揚げで頼む！　では、解散！」

　誰かがタイミングを計(はか)っていたかのように、昼休み終了のチャイムが鳴った。







　午後の授業中。相談者を前にキョドらないようにと、俺は脳内シミュレーションに夢中になっていた。そして気がつけば放課後。

　鞄(かばん)を持ち部室へ向かうと、俺以外の部員はもう揃(そろ)っていた。

「早(さつ)速(そく)だが、まずは手元の資料を見てくれ」

「その前に、一つ訊いてもいいか？」

「なんだい？」

「部室の様子が変わったのはどうしてだ？」

　教室並みに広いちくわ部室は、厚手のカーテンで二部屋に仕切られていた。ちょうど長方形を割り、二つの正方形を作るように。

「悩み相談で外部の人間が部室に来るから、応接室と私室に分けたんだよ」

　部室には扉が一つしか無いので、今の状態だと、入ってきた者はカーテンを開かないと左奥のスペースが見えない。大型テレビや、扉のすぐそばにあったオーディオセットなど、無駄に豪(ごう)華(か)な備品はそちらに移したのだろう。

「極(きよく)力(りよく)、相談者の気を散らさない空間を作りたくてね。模(も)様(よう)替えには苦労したぜ」

　そもそも、あんな普通に生活できそうな備品があるのがおかしいんだよ。

「さ、改めて資料を見てくれ。それが今回の相談者の簡単なプロフィールだ」

　Ａ４サイズの紙に、本名とＦＦＦで使っているハンドルネーム、それに生年月日や出身中学の情報などが書かれていた。

　紙にクリップで留(と)められた写真には、サックスを演奏する少女が写っている。

「ん？　この子、どっかで見たことあるような……？」

「佐々木さんだよ。二年生の。ちょっと前に『天才サックス少女』って話題になって、サタデージャパンとかで紹介されてた。かーわいいよねぇ♪」

　朝日さんのフォローで思い出した。俺が見たのはネットの動画だ。

「フルネームは佐(さ)々(さ)木(き)響(えこ)。吹(すい)奏(そう)楽(がく)部(ぶ)に所属し、パートはサックス。当然だね」

「えこ？　響くって書いて？　どういうことだよ……」

「響(エコー)では名前としておかしいからじゃないか？　ともかく、そんな名前をつけられたってんで音楽の道に進んだらしいが、上手いこと才能が開花したようでね。来月にはサックス演奏のソロデビューＣＤが発売されるらしいぜ」

　改めて写真を見る。幼げな顔立ちが可愛らしく、守ってあげたくなるような女の子だ。これでサックスの才能もあるのだから、話題になるのも頷けるな。

「それで、佐々木さんの悩みというのは？」

「ストーカーだ」

　みぃくんの即答に、驚くよりも「ああ」と納得してしまった。

　この可愛さで世間的に有名になれば、そういう弊(へい)害(がい)も出てくるだろう。

「ＦＦＦの日記にそれらしいことが書かれるようになったのは去年の秋頃からだ。友人に心配をかけたくないのか冗談めかしてはいるが、【ストーカーなんて死ねばいい】というコミュニティの掲示板にハンドルネームを非公開にして書き込んでいる内容を見るに、被害はかなり深刻と見ていい。警察への通報も視野に入れているようだ」

　説明しながら、みぃくんは新たな資料として、掲示板の書き込み内容をプリントアウトした紙を配った。

　つーか、そのコミュニティ名はどうなんだ。ストーカーへの怒りはわかるけど、せめて【ストーカー被害者の集(つど)い】とかにしておけよ。

「どんな被害に遭(あ)ったかが詳(くわ)しく書かれているわね。記録もとってあるようだし……これなら、警察もちゃんと事件として取り扱ってくれると思うけれど？」

「ところがね、理美。佐々木響は、これだけの証拠を揃えながら、もう半年以上もの間ストーカーの蛮(ばん)行(こう)に耐えている。なにか臭(にお)うと思わないか？」

「通報できない事情があると？」

　桜川さんの冷静な質問に、みぃくんは不(ふ)敵(てき)な笑みを浮かべた。

「それを、これから確かめに行こうじゃないか」







「佐々木……響…………で、あります」

　儚(はかな)げな容姿の女子は、俯きながら、震える声で言った。

「そんなに緊張しないでほしいね。僕らは穏(おん)便(びん)に話を聞きたいだけなんだ」

「なにが穏便だ！　佐々木さんを拉(ら)致(ち)った女の言うセリフじゃねぇ！」

「おいおい、人を犯罪者みたいに言うんじゃないぜ和己。せめて拐(かどわ)かしたとかマイルドに表現してくれよ。それに君も見たろ？　これは合意の上での連行さ」

　つい数分前のことだ。

　みぃくんは俺たちを連れ、合奏練習真っ最中の吹奏楽部室へ乱入したのである。

　そして、佐々木さんの腕を摑(つか)むと「悪いようにはしない」と言って、泣き出しそうな彼女を強引にちくわ部部室まで拉致した。昨日の自分を客観的に見た気分だった。

　吹奏楽部の部長や顧問の教師は当然の権利の行(こう)使(し)として、みぃくんの行動に不快感を示し抗議したが、みぃくんになにかを囁(ささや)かれた朝日さんが、

「ちょっとだけ佐々木さんとお話ししたいんです。お、ね、が、い♪」

　と、前(まえ)屈(かが)みの姿勢で上(うわ)目(め)遣(づか)いにねだると、「どうぞどうぞ」と、鼻の下を伸ばして、みぃくんの犯罪行為を黙認した。

　あの場に被害者は佐々木さんただ一人で、他は全て共犯者だったのだ。

「さて、できれば今日中に片をつけたいのでね、単刀直入にいかせてもらう」

　指定席に座るみぃくんが前置きを切り捨てた。

　彼女の真向かいが相談者用の席になっている。そこからテーブルの角を挟(はさ)んで左側に朝日さん、その左隣に桜川さん、さらにその対面が俺、という席順だ。

　部長であるみぃくんが相談者から最も遠い席に座るという、この少し奇妙な席順は、みぃくん自身が指示した席順だった。

「佐々木さん、君は、去年の秋頃からストーカーの被害に悩んでいるね？」

　問われた佐々木さんは小刻みに首を横に振り、短めのツインテールも揺れる。「知らない」という意思表示。

　だが、それが噓(うそ)であることは念能力が無くてもわかった。

「ふむ。しかし、それではＦＦＦのコミュに書き込んでいたのは何故かな？」

「噓……わかるわけ、ないであります。ハンドルネームは非公開で……あ」

　見た目から受ける印象そのままに、かなり正直な子だった。

　自分の迂(う)闊(かつ)さを恥じたのか、佐々木さんは、さらに俯いて黙り込んでしまった。

　これじゃあ、話を聞けそうにないな……と思ったが、

「ねぇねぇ佐々木さんっ。その喋(しやべ)り方って、『通(つう)鳩(はと)』のこのりちゃんの真(ま)似(ね)？　すっごい可愛いね！」

　佐々木さんに一番近い席の朝日さんが、テーブルに身を乗り出して、佐々木さんの顔を覗(のぞ)き込(こ)む。その明るい声は、室内に満ちた重い空気をクラッシュさせた。

「え……あ、はい……そうで……」

　思わず、といった様子で頷く佐々木さん。

「へへー、あたしもこのりちゃん好きなんだぁ。佐々木さんが持ってるのはポータブルのほう？　Ｐ(プレイ)Ｓ(ステツポ)３版はやったことある？」

「……あ、……持って、ない……で、あります……」

「そなのー？　じゃあ、今度あたしの貸してあげるよ！　追加ＣＧのこのりちゃんも、かっわいーんだぁ」

　朝日さんに釣(つ)られてか、佐々木さんの頰に小さな笑(え)窪(くぼ)が浮かんだ。

　さらに、その『ツーハト』とやらの話を続ける朝日さんに、佐々木さんの警戒心が薄れていくのがわかった。どうも、二人は同じ趣味の持ち主だったらしい。

　そして、この場には、佐々木さんの心の間(かん)隙(げき)を狙っていた者がいる。

「佐々木さん。約束しよう。君が悩みを話してくれたのなら、必ず君の望むとおりの形で解決することを。親や教師よりも、ずっと静かにね」

　心が緩(ゆる)んだ隙(すき)を見逃さないみぃくんの言葉に、佐々木さんは揺れた。

「……え、でも…………」

「だいじょーぶ！　あたしたちに任せてでありますっ!!」

　朝日さんの飛びっきりの笑顔が決め手になったんだろう。俯いていた佐々木さんは、一分、二分、三分、たっぷり時間をかけてから、顔を上げた。

「去年の……去年の十月……ラブレター、もらったんであります」

　ポツリポツリと、佐々木さんは悩みを語り始めた。

　ラブレターをくれた男からの告白を断ったこと。

　それから、その男から毎日のようにプレゼントが贈られてくるようになったこと。

　出かけるたびに、偶然を装った男に待ち伏せされるようになったこと。

　ペンやストラップといった小物が気づかぬ間に無くなるようになったこと。

　佐々木さんが自室で着替えている写真が、無くしたと思っていた下着と一緒に送られてきたこと――

　ポツリポツリと、語るたび、頰を伝った雫(しずく)が、ポツリポツリと、落ちる。

「もう……怖いであります……ずっと見られてるような……気がして…………」

「その男は、普段から君のすぐそばにいるんだね」

　佐々木さんが頷いたことに、驚きはなかった。顔も名前も知らない相手からのラブレターに返事をするほど、今日(きよう)日(び)の女子高生は無防備ではないと思う。

「田(た)中(なか)……マコトくん…………クラス、同じで……」

　名前を聞いたみぃくんは、キャスターつきの椅子ごとパソコンの前へ移動し、高難易度のタイピングゲームをプレイするような速さでキーボードを叩き始めた。

　その間、朝日さんは自分のハンカチで佐々木さんの涙を拭(ふ)いてやり、佐々木さんはじっと身を任せていた。桜川さんは、朝日さんの隣で静かに目を瞑(つむ)っている。

「ありがとう、佐々木さん。よく話してくれた。君の正しい判断を僕は称(たた)えよう。……ひよ、理美。君らは先に帰ってくれ。佐々木さんを家まで送ってね」

　みぃくんはパソコン画面から目を離さずに言った。

「佐々木さん宅へはタクシーで一緒に行け。なんだったら、佐々木さんが落ち着くまでお邪魔するといい。あと、ＰＳ３版の『通鳩』なら僕のを貸そう。五番の引き出し、奥から三番目だ。和己、君は残れよ」

　早口でまくし立てるように言う。

　まるで、三人を追い出そうとしているみたいだった。

「いいの？　じゃあ、借りてくねー。みぃくん、カズミー、また明日！　……ほらほらエコちゃん、早く行こっ！」

「う、うん……ありがとう……」

　佐々木さんは朝日さんに連れられて行き、桜川さんもそれに続いた。

　微(かす)かにだけど、笑ってたな佐々木さん。まだストーカー問題が解決したわけじゃないが、悩みを吐き出せただけで少しは楽になったのかもしれない。

　三人が出て行くのを待って、みぃくんが振り返った。

「見たまえ、和己」

　言われて、俺はパソコン画面を覗き込む。そこには、佐々木さんの資料と同じレイアウトの画面と、知らない男の顔写真が表示されていた。

「また個人情報を……。まさか学校のサーバーに侵入してるんじゃないだろうな」

「これは僕が個人的に集めた情報だよ。それよりも、よく見ろ。これが佐々木さんをストーキングしている男だよ」

　言われて目を見開く。よく確認すると、氏名の欄に『田中夢追人』とあった。

「田中……なに？　佐々木さんは田中マコトって言ってなかった？」

「これでマコトと読むんだよ。『夢追人』と書いて『マコト』だ」

「……それは、人類にはまだ早すぎる名前じゃないか？」

「親がＤＱＮだったんだろ」

　身も蓋(ふた)もねぇ。

「さて、それじゃあ行こうか、和己」

「は？　どこに？」

「なぁに、ちょっと夢追い人に会いに行くのさ」

　言葉だけだと物凄くファンシーなセリフだな。

　それから、まっすぐ田中の属するクラスの教室へ向かったのだが、夢追い人こと田中夢追人はすでに帰宅したあとだった。当然ながら、その程度のことで諦(あきら)めるみぃくんではない。すぐに、中(なか)野(の)にある田中の自宅まで向かうことになった。

「それにしても、朝日さんは凄いよな。あんな簡単に佐々木さんの心開いちゃって」

　新(しん)宿(じゆく)駅から乗り込んだ中央線の車内。外は日が傾き始めている。

　俺とみぃくんは並んで吊(つり)革(かわ)に摑まり、益(やく)体(たい)もない話をしていた。

「本人は全くの無自覚だろうがね。他人のことなどお構いなしに、ただ自分が楽しいと思うことをしているだけで、誰からも好かれ愛され慕(した)われる。ぼっちの和己には羨(うらや)ましい話だろ？」

　ぼっち言うな。羨ましいのは認めるけど。羨ましすぎて生きるのが辛(つら)いけど。

　けど……そうか。みぃくんが部室の席順を決めた時に、佐々木さんの近くに朝日さんが座るようにしたのは、きっと佐々木さんの心を解(ほぐ)すためだったんだな。

「まあ、羨んだところで、あれは一種の才能のようなものだからなぁ。常に素の自分でいるだけならまだしも、それで他人に好かれるかどうかはバクチだよ。ただの変人と思われるだけで終わる者のほうが多い」

「確かに、ちょっと変わってるよな、朝日さんって」

　それでも、友達は多いと聞く。多くの生徒に話しかけられるため、昇降口から教室に行くまで三十分かかる、なんて噂もあるくらいだ。

「ひよはリアルにケータイのアドレス帳をカンストさせられる子だよ。いまや絶滅寸前の、紙のアドレス帳を携帯しているほどだしね」

「マジか。そんなに友達が……。だったら、俺が朝日さんと友達になれば、そのアドレス帳カンストさせるほどの人たちと接点を持てるってこと？」

「頑張ってみたらどうだい？　ま、嫉(しつ)妬(と)には気をつけてね」

　俺は心の中で握り拳に力をこめた。うん、頑張ろう。

「そういや、朝日さんと佐々木さんが話してた『ツーハト』ってなんなんだ？」

「オタク文化隆盛の黎(れい)明(めい)期(き)を支えた恋愛アドベンチャーゲームの略称だよ。二人が話してたのは続編の『ツーハート・セカンド』のことさ。このりというのはヒロインの一人で、佐々木は喋り方だけじゃなく髪型もこのりに似せているようだね」

「恋愛ゲーム？　じゃあ、朝日さんと佐々木さんってオタクなのか？」

　意外だ。二人とも、あんなに可愛いのに。

「ギャルゲーをやってるからって決めつけるなよ。オタクという言葉の定義は極めて曖(あい)昧(まい)なものだ」

「でも、世間的には、恋愛ゲームやってたらオタクだって言われるだろ？」

「世間なんぞ放っておけ。そんなもの、この世のどこにも存在しちゃいない。個人の価値観こそが全てだと思うことだ。僕個人は、オタクというのは常に自己申告であるべきと考えている。誰かに「貴方(あなた)はオタクですか？」と聞かれた時に躊(ちゆう)躇(ちよ)なく「はい」と頷ける者こそがオタクだ」

　そんな会話をしている間に、電車は中野駅に到着した。

　電車を降りてからも続いた、みぃくんの「オタクとはなにか」という講(こう)釈(しやく)を右から左に受け流しつつ歩くこと十分。田中の住むマンションに辿(たど)り着(つ)いた。

　随分と洒(しや)落(れ)た外観のマンションである。デザイナーズマンションというヤツか。

　田中はここで一人暮らしをしている。贅(ぜい)沢(たく)な話だ。

「賃貸契約の名義人は父親。某企業の顧問弁護士を務めるＤＱＮ親父は、どうもかなり息子に甘いらしいよ。息子のほうは、そんな父親に反感を抱(いだ)いているようだが、自活できるだけの能力はないんだろうな」

　マンションに入ってからは、迷うことなく進むみぃくんの背中を見ながら黙って歩いて行くだけで、簡単に田中の部屋の前まで行くことができた。

　みぃくんは、俺に「下がっていろ」と言い、躊躇なくインターホンを押した。

　数秒して、スピーカーから「はい」という男の声がした。田中夢追人だろう。

「あのぅ、田中君ですかぁ？　わたし、二組の山田ですぅ」

　俺は思わず後ずさった。

　なんだ今の猫(ねこ)撫(な)で声。まさか、みぃくんの声か？

「えっとぉ、わたしぃ、鈴(すず)木(き)先生に田中君の忘れ物を届けろって言われてぇ」

　ごめん正直キモい。

　みぃくんはインターホンのカメラに向かって、体をモジモジさせながら上目遣いで語りかけている。念の入ったことに、頰も赤い。

『えっ、そうなんだ。悪い。ちょっと待ってて』

　返ってきた田中の声は、妙に軽かった。普段を知っている俺だからキモいと思ったけど、みぃくん外見だけは美少女だからな。浮かれるのも当然か。

　鍵(かぎ)とチェーンロックを外す音が聞こえ、田中がドアを開いた。

「ごめんごめん。わざわざ来てくれて、ありが――」

「今だ和己！　突入するぞ！」

「えぇっ!?」

　みぃくんが、田中に体当たりをかますようにして、室内へと押し入った。

「なっ!?　なにすんだキミっ!?　……もごぉ!?」

「黙れ田中夢追人！　貴様には黙秘権しかない！　弁護士を呼ぶ権利はなく、黙っていても裁判では貴様の態度の全てが不利な証拠として扱われる！」

　酷(ひど)すぎるミランダ警告を発し、田中の口を封じながら取り押さえようとするみぃくん。もがもが言いながら抵抗する田中。そして傍(ぼう)観(かん)するしかない俺。

　――ドタバタ、ゴタゴタ、スッタモンダ、シッチャカメッチャカ――

　そんな擬音が周囲を飛び交い、数分後、田中は自宅のリビングで拘(こう)束(そく)されていた。

「んぐ――っ！　む……もが、むが――――っ！」

「ふぅ、まったく最初から大人しくすればいいものを。無駄に体力を使ってしまった」

「いや普通にヤバいだろこれ!!　俺ら捕まるぞ!?」

　田中は、みぃくんがどこからともなく取り出した荒縄で椅子ごと縛り上げられ、猿(さる)轡(ぐつわ)までされている。

「安心しろ。田中がストーカーである証拠を手に入れれば、万が一警(けい)察(さつ)沙(ざ)汰(た)になっても正当防衛を訴(うつた)えれば勝てるさ」

「最悪だ……」

　頭を抱える俺を無視し、みぃくんは田中に近づき、囁きかけた。

「いいか？　これから貴様の猿轡を外す。だが、騒ぎ立てようなどと思うなよ？　もし隣家の住民が警察を呼んだら、僕はこう言う。貴様にレイプされそうになったところを和己に助けられた、と」

「ホントに最悪だ！　お前が！」

　非人道的な脅(おど)し文句が利いたのか、猿轡を外されても田中が騒ぐことはなかった。

　項(うな)垂(だ)れた夢追い人こと田中は、小柄で線の細い、気弱そうな男だった。某元テニスプレイヤーに「お米食べろ！」と渇(かつ)を入れられそうである。

　田中の従順な態度を確認し、みぃくんは俺たちがここに来た理由を語った。

　すると、意気消(しよう)沈(ちん)していた田中の表情が変わった。

「ストーカーだって!?　違う！　ボクは佐々木さんをストーカーしたりしない！」

　どうにもみっともないセリフである。男らしく罪を認めて腹を切れとまでは言わないが、もうちょっと往(おう)生(じよう)際(ぎわ)を見極められないのか、と俺は呆(あき)れた。

　ところが、

「本当に違うんだよ！　ボクのほうが佐々木さんにストーカーされているんだ！」

　俺とみぃくんは顔を見合わせ、互いの驚き顔を確認した。

「こ、今年に入ってからだよ……最初は無言電話から始まって――」

　感情が高ぶっているのか、ところどころ声を上ずらせながら、田中は佐々木さんから受けたというストーカー被害について語った。

　さらに、証拠もあると言う。

　田中の証言を受け、みぃくんが寝室から探してきた証拠物件の山を見た瞬間、俺は言葉を失った。

　手紙。まとめると辞書ほどの厚さになる量のラブレター。「田中君大好き」という文字列だけで埋まった手紙もある。

　ファックス。長い長い感熱紙の帯に、田中と自分の将来設計という妄想が、米粒ほどの小さな字でビッシリと書き記(しる)されている。

　携帯電話。受信ボックスを埋め尽くすメールの発信者は全て同一。内容は些(さ)細(さい)なことばかりで、最後の一文には必ず「大好きだよ」の文字。音声着信履歴は数分おき。調べている間にも着信があり、発信者は『佐々木響』だった。

「佐々木さんは、才能があって、夢に向かって努力していて……親父から逃げる勇気も無いボクとは、全然違う。憧(あこが)れだったんだ……好きだったんだよ！　だから……去年の秋に告白したけど、フラれた。それなのに……こんな……！」

　田中は泣いていた。俺は、わけがわからなくなった。

　田中はストーカーじゃなかったのか？　佐々木さんが噓を吐いていたのか？

　すると、黙って証拠を調べていたみぃくんが立ち上がって、

「ちょいっ！」

　掛け声とともに、田中のうなじに手刀を打ち込んだ。

　田中は「きゅっ！」という小動物みたいな声を上げて気絶する。

「お、お前はなにやってんですかぁぁぁぁ――――――――――――ッ!?」

「なにって、ちょっと昏(こん)倒(とう)させただけだよ。大丈夫、命に別状はないさ」

　悪びれもしねぇ。警察はストーカーよりもみぃくんを取り締まるべきだ。

「そんなことよりも、和己。一緒に寝室を調べてみないか。僕の予想が正しければ、面白い物が見つかるはずだ」

　みぃくんは、口の端(はし)だけをクイッと曲げる、独特な笑みを浮かべた。

　ここまで来たら一(いち)蓮(れん)托(たく)生(しよう)……なんて、潔く覚悟は決められないが、どうせみぃくんには逆らえない。それに、田中と佐々木さん、どちらが本当のことを言っているのか確かめたいという気持ちもあった。

　念のため指紋などの証拠を残さないように気をつけながら、みぃくんに続いて寝室に入る。寝室と言っても、１ＬＤＫなので他に部屋があるわけではない。

「ほら、これが『通鳩』のヒロイン、このりちゃんだよ」

　パソコンデスクの横に大きなポスターが貼ってあった。どことなく佐々木さんに似た女の子のイラストが笑顔を振りまいている。近くの棚には、同じキャラのフィギュアも飾られていた。それ以外、これといって個性の無い部屋だった。

「面白い物って、このポスターか？」

「いいや、これさ」みぃくんは押し入れからダンボール箱を引っ張り出した。

　箱を開けると、中に入っていたのは、華宿高校のジャージだった。

「ここを見ろよ。はっきり刺(し)繡(しゆう)されているだろう？『佐々木』と。これだけじゃあないぜ。ほら、体操服もある」

　みぃくんは中身を順繰りに取り出していく。華宿の制服、体操着、上(うわ)履(ば)き、スクール水着。学用品だけでなく、靴下、ヘアバンド、手袋、マフラー、ヘアブラシ、化粧品類。さらには、シャーペンやボールペンなどの文房具に、最後は……下着。

「全て、佐々木響の持ち物だろうな。無くなったと言っていただろう？」

　俺は自分が混乱しているのを自覚した。

「これ、佐々木さんが自分で送ったのか？　か、彼女のほうがストーカーなのか？」

「違う。佐々木響と田中夢追人は、どちらもストーカーなんだよ」

　そう言って、みぃくんは自分の携帯電話を取り出した。

「理美かい？　僕だ。君ら、佐々木さんの家にいるのか？　……そうか。で、彼女の部屋、なにか変わった点は無かったかい？　……ふふん。なるほどね。僕の想像通りというわけか。……わかった。ありがとう。君らはもう帰っていいよ」

　みぃくんは、まるで先生に花丸をもらった子供のような笑顔を浮かべていた。

「さて……行こうか、和己」

　どこへ。なにをしに。――立ち上がったみぃくんに、問う。

「答えるまでもない。生徒の悩みを解決しに行くのさ」







　中野駅の隣駅――高(こう)円(えん)寺(じ)駅からすぐの所に、佐々木さんの家はあった。

「あ……こ、こんばんは……」

　一戸建ての広々とした玄関で、佐々木さんがぎこちなく微笑(ほほえ)みながら出迎えてくれた。部室で見た時よりも表情が晴れやかに見える。

　みぃくんに連れられて佐々木さん宅に着いた時には、もう日が暮れていた。

「やあ、佐々木さん。相談の件で話があるんだが、いいかな？」

「ど、どうぞ……であります」

　ご両親は不在らしく、俺とみぃくんは佐々木さんの自室に通された。

「あ、あの……ちょ……ちょっと散らかってますけど……」

「お構いなく」みぃくんはそう言い、遠慮なく佐々木さんの部屋に上がりこんだ。

　俺もペコペコと頭を下げながら続き、部屋に一歩踏み入った瞬間。

　――田中夢追人。

　田中夢追人田中夢追人田中夢追人田中夢追人田中田中田中田中田中田中田中田中田中田中……田中夢追人。部屋の中、壁に、床に、天井に、あらゆる全てに、田中が。微笑む田中、真剣な表情の田中、欠伸(あくび)を嚙(か)み殺(ころ)している田中……。

　佐々木響の部屋は田中夢追人の写真で埋め尽くされていた。

　俺は絶(ぜつ)句(く)した。声を殺さなければ、悲鳴を上げてしまいそうだった。

「わた、わたし……お茶、淹(い)れてきます……」

　佐々木さんの声と、扉の閉まる音が遙か彼方に聞こえた。

「ふん。まるでマンガだよ。現実に、これほどわかりやすいストーカールームがあろうとはね。和己、君が呆れるのもわかるぜ」

「みぃくん……。お前、よく平気でいられるな……」

「予想どおりの光景だからね。アレを見たまえよ」

　みぃくんが机を指差した。そこには、田中の部屋で見たのと同じ、このりというキャラのフィギュアが置かれていた。この部屋で唯一それだけが、田中ではない。

「ストーカーの被害者と加害者が同じ趣味を持っていたとしても別におかしくはない。だがね、僕が集めた情報によると、佐々木がこのりを意識した喋り方をするようになったのは、去年の秋以降……つまり、田中の告白を断ったあとなんだよ。おそらく佐々木は、田中がこのりのファンだと知って、自分を変えたのだろうな」

「ストーカーの好みに自分を合わせたって言うのか？　いや、それ以前に、佐々木さんは田中をフッたって言ってたのに……」

「よくある話さ。告白された時には相手のことをよく知らず断ったものの、それがきっかけとなって相手を意識するようになったというのは」

「じゃあ、佐々木さんはストーキングされるようになったことで田中を知って、好きになって、それで田中のストーカーになったって？」

　そんな馬鹿な話があるか？　俺は頭が痛くなってきた。

「でも、待てよ。それならどうして佐々木さんは悩んでたんだ？　ストーキングされてるってことは、田中に好かれているってことで、それは両想いなんじゃ……」

　ストーカー同士なら気も合うんじゃないか、と一瞬思った。

「ストーカーの一番厄介な点はね、ストーカー本人に自分がストーカーであるという自覚が無いということなんだ。大抵は自分を正当化するための欺(ぎ)瞞(まん)にすぎないが、彼らは普通に恋愛をしているつもりなんだよ」

「自分のしていることがストーキングだって、気づいてないのか……？」

「そう。故(ゆえ)にね、ストーカーでも、ストーキングされるのは嫌なんだよ」

　だから、佐々木さんは悩んでいた。だから、涙ながらに被害を訴えた。

「最初、僕は、佐々木が通報せずにいるのは親が止めているからだろうと思っていた。たとえ被害者だと言っても、同級生にストーキングされていたとなれば、それは格好のスキャンダルになる。娘のソロデビューＣＤにケチをつけないためにも、無用な混乱は避(さ)けたいのだろうとね」

　しかし、真相は違った。

　佐々木さんは、ストーカーである田中を愛していた。

「好きな男を警察に突き出せるわけもない。それに、部屋がこの惨(さん)状(じよう)では、親も娘の犯罪行為に気づいているはず。もし、田中を告(こく)訴(そ)などしてしまえば――」

「佐々木さんも罪に問われる可能性が高い。だから……通報しなかったのか」

　みぃくんは満足げな笑みを浮かべて頷いた。

　これで、疑問は全て解消された、と言ってもいいと思う。

　佐々木さんと田中の心理は到底理解できないけれど。

「でも、どうする？　俺たち、佐々木さんの悩みを解決しに来たんだぞ？」

「まあ、任せておきたまえよ。僕に考えがある」

　みぃくんが不敵な笑みを浮かべたところで、佐々木さんが戻ってきた。両手で持ったお盆には、ティーポットが一つにカップが三つ。カップの一つは佐々木さん専用だとすぐにわかった。田中の写真がプリントされていたから。

「やあ、ありがとう。だが、僕らもあまり長居はできないんだ。もう時間も時間だしね。早いところ本題に入らせてもらおう」

　そう言って、みぃくんは鞄からＡ４用紙を一枚、取り出した。田中宅で書いた『誓(せい)約(やく)書(しよ)』だ。「もう二度とストーカー行為はしません」という誓約の文と、田中のサイン、それに実印が押してある。言うまでもないが、全てみぃくんが偽(ぎ)造(ぞう)したものだ。

「彼も、警察沙汰はまずいと思ったんだろうな。僕らの説得に応じてくれたよ」

「あ……ありがとう、ございます。本当に……ありがとう……！」

　誓約書を受け取った佐々木さんの頰に雫が伝った。

　それは、本物の涙に見えた。本物の、苦痛から解放された人の笑顔に見えた。

　これで、よかったのだろうか？

　偽造の誓約書には、当然なんの効力もない。田中は気絶させたまま自宅に放置してきただけだし、この程度でストーカー行為をやめるとは思えない。

　その疑問を口にすることはできず、俺たちは佐々木宅を辞することになった。

「……おお、しまった。大変なことを思い出してしまったよ、和己」

　佐々木さんに見送られて玄関を出ようとした時、みぃくんが実にわざとらしくそんなことを言い出した。

「田中のヤツを拘束したまま置いてきてしまったじゃないか。あの荒縄の拘束はちょっとやそっとじゃ解けないぜ。しかしまあ、仕置きと考えれば安いものか。明日の朝にでも解きに行ってやろう。佐々木さんは気にしなくていいからね」

　白々しい。なんだコイツ急に。

「それでは、また明日学校で会おう。さようなら」

　早口に佐々木さんに別れを告げてドアを閉めると、俺はみぃくんに腕を引かれ、佐々木宅から少し離れた位置にある電信柱の陰へと連れて行かれた。

「お、おい！　なんだよ、引っ張るなよ！」

「そう騒ぐなよ。オトコノコだろ？　僕に任せろと言ったじゃないか」

　みぃくんは、電信柱に身を隠すようにして、佐々木宅の玄関を凝視している。まるで監視しているみたい……ってか、完全に監視だこれ。

　そうして、電信柱の陰から佐々木宅の玄関を眺めること数分。

「……お。きたきた、きたぞっ」

　軽やかに弾むみぃくんの声。見ると、玄関から出てきた佐々木さんの姿が。

　しかし、どこか様子がおかしい。やけに上機嫌だ。暗い上に距離があるので表情まではわからないが、鼻歌が聞こえてくる。

「あれは多分、このりのキャラソンだな」

　佐々木さんは見られていることに気づかず、扉の施(せ)錠(じよう)を確認すると、俺たちがいるのと反対方向へと歩いていき、やがて夜の闇に紛れて姿が見えなくなった。

「やはり僕の睨(にら)んだとおりか。こうまで確実だと、ゲームとしての面白みに欠(か)くね」

「ゲーム？　佐々木さんがどこに行ったのか、お前は知ってるのか？」

「そりゃあね。決まっている。田中夢追人の家に向かったのさ」

　そしてみぃくんは饒(じよう)舌(ぜつ)に語りだす。

「佐々木は田中のことが好きだ。だから、田中にストーキングをやめてほしいと思い、それで悩んでいたんだ。つまり、佐々木には田中を許してやろうという気持ちがあるんだよ。許してやった上で、彼女の言うところの普通の恋愛をしたがっている」

　ストーキングという、異常に普通の恋愛を。

「佐々木は田中を許しに行ったんだ。許すというのは上位者の仕事だよ。彼女が拘束されている田中になにをするのか――躾(しつ)けるのか、それとも調教するのかは知らん。だが、少なくともこれで両者の間に上下関係が発生する。田中は佐々木に逆らえなくなり、必然、ストーキングもやめるだろう。そして、佐々木は望むとおりの普通の恋愛を楽しめる。どうだい？　これで万事解決さ」

　呆(あつ)気(け)にとられた。言葉も出なかった。とんでもない理屈だ。

「不満そうだね。確かに、全てが僕の考えているとおりに進まないこともありうる。だが、最悪でも警察沙汰にはならないよ。佐々木と田中、二人の親たちがさせないだろう。学校も協力するかもな。それとね――」

　言葉を切り、みぃくんは微笑んだ。

「勘違いしてはいけない。僕らの目的は、ストーカーを懲(こ)らしめて哀れな少女を救うことではない。佐々木響の悩みを解決することだ。すなわち、彼女を満足させることだよ。佐々木は『ありがとう』と言った。笑っていた。鼻歌も歌っていた。満足しているよ、彼女はね。僕らの部活動は、これにて終了だ」

「け、けど！」

「けど？　どうしても不満なら、別に構わんぜ？　彼女を止めに行くといい。ついでに警察にも通報するかい？　いいぜ、僕は邪魔しない。むしろ手伝おう。だがね、覚悟は必要だ。君が正しいことをしているつもりでも、悪意のない佐々木には、君こそが悪人に見えるだろう。恨(うら)まれるよ、きっと」

「そんなことは……」

「あるよ。あるんだよ。他人に触れるとはそういうことなんだ。君が欲してやまない他人との触れ合いで生じる温(ぬく)もりとは、摩(ま)擦(さつ)熱(ねつ)だ。すぎればその熱は両者の肌に火傷(やけど)を刻(きざ)むこともある。よく覚えておくといいよ、和己」

　なにを。なにを言いたい。なにを言っている。

　みぃくんは、俺にどうしろって言うんだ？

「なにも言ってやしないよ。君に説教するつもりもない。ただの私見さ。僕個人は、今回の悩み相談はこれで解決だと考えている。しかし、君が――他でもないちくわ部の仲間がそうじゃないと言い行動するなら、僕は最後まで付き合うぜ」

　みぃくんは笑い、俺は自分がなにを考えているのかがわからなくなった。

　俺は佐々木さんを止めたいのか？　佐々木さんに嫌われてまで？　憎まれてまで？

　そう覚悟してまで貫きたい信念みたいなものが、俺にあるのか。

「さあ、和己。君はどうしたい？　決めてくれ」

　笑顔で選択権を渡されて、俺は、俺は、俺は――







『コワンコが、午前二時くらいを、お知らせします』

　暗転した画面に流れる白い文字を目で追いながら、俺は、もう昨日になってしまった今日のことを思い返す。

　俺は――結局、なにもしなかった。

　ただ、ずっと考えていた。

　家に帰って母の手料理を胃に収め、風呂に入り、話題のドラマをチェックし、いつもの習慣でＰＣを立ち上げ、今日の分の友情値を記録し（みぃくんとの会話は、プラスにしていいのかマイナスにすべきか判断がつかず、数値には反(はん)映(えい)させなかった）、ニコ動のボカロカテゴリを確認して、ニコ生をロムってる間にも、ずっと考えていた。

　――みぃくんは何者なんだ？　どうしてあんな考え方ができる？

　佐々木さんと田中のことよりも、みぃくんの言葉が頭から離れない。

　なんとなく、みぃくんのことばかり考えている自分がシャクで、俺は『お気に入り』からＦＦＦに飛んだ。そして、佐々木さんのページを開く。日記が更新されていた。

　更新日時は日付が変わる前だ。そこには、

『私たち、付き合うことになりました♪　ちくわ部さんに感謝であります☆』

　そんな一文とともに、佐々木さんと田中のツーショット写真が貼られていた。

　佐々木さんは噓みたいに幸せそうで、田中は……よく見ると目が虚(うつ)ろだった。

　俺はマウスを放り出し、椅子を蹴(け)飛(と)ばしてベッドの上に倒れこむ。

　――「ふふん、これぞまさしく計画どおり、ってね」――

　みぃくんの笑顔が脳裏をよぎり、俺は壁に向かって枕を思いっきり投げつけた。

　無体な扱いにも抗議しない愛用のテンピュール枕が「なにをそんなにイラついているのかね？」とイギリス紳(しん)士(し)のように俺に語りかけているような気がしたが、勿論、そんなことは俺にだってわからなかった。
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　朝。ＪＲの新(しん)宿(じゆく)駅は人で溢(あふ)れていた。通勤ラッシュにぶつかったっぽい。

　明け方から小雨が降って湿度が増し、山手線車内も駅構内も不快指数１２０パーセントといった有様で、真夏だったら死ねる自信がある。

　この地獄のようなラッシュを避(さ)けるため、いつもは早い時間に登校しているのだが、昨夜なかなか寝つけなかったせいだろうな。今朝は珍しく寝坊してしまった。

　人混みに揉(も)まれてヨロヨロになりながら、華(か)宿(しゆく)高校に最も近い東南口に向かっていると、背後から声をかけられた。

「おーっす、カズミー☆　キャメロン・ディノス～」

　振り返れば揺れる金髪ポニーと胸。朝(あさ)日(ひ)さんだった。

「ああ、朝日さん。キャメ…………キャメロン!?」

　あまりにナチュラルな発声だったから違和感に気づくのが遅れた！

　なんだよキャメロンって……。俺もキャメロンさんが海外の女優さんだということくらい知っているが……あ！　ひょっとして新しい挨(あい)拶(さつ)？

　よし、ここはノッてみよう！

「え、えと……きゃ、キャメロン・ディノス～……？」

　すると、返ってきたのはキョトンとした表情。

　首を傾(かし)げた朝日さんは、すぐになにかを心得たような顔になり、

「なんでやね～ん☆」

　と、軽やかに俺の胸元を手の甲(こう)で叩(たた)いた。

　一瞬、頭の中が真っ白になった。

「ぷぷっ。カズミーってば、朝からナイスボケだね！」

「ちょ、え？　ぼ、ボケじゃないよ！　朝日さんのほうからキャメロン・ディノスって言うから、新しい挨拶かと思って、それで、俺……」

「挨拶？　……まったまたぁ～。あたしは普通に、おはよーって挨拶しただけだもん。……あれ、ひょっとして今のもボケだったの？　匠(たくみ)の技(わざ)の二重ボケ？」

　俺が唖(あ)然(ぜん)としていると、朝日さんは友達を見つけたらしく「あっ、沙(さ)耶(や)ちーだ！　カズミー、また部室でね！」と言い残し、風のように去ってしまった。

「なんだったんだ……いったい…………」







　狐(きつね)に抓(つま)まれたというか、狸(たぬき)に化(ば)かされたというか、そんな気分の俺に構わず午前の授業は恙(つつが)なく終了し、昼休み。部室へ向かうと、そこには朝日陽(よう)子(こ)という生物の生態に詳(くわ)しい専門家がいた。

「あの子、たまに頭がバグるの。気にしないで」

　そう湿度０パーセントの涼(すず)しげな声で語るのは、桜(さくら)川(がわ)さんだ。

「一度入力した単語が、頭から離れないことがある。長くて丸一日ほど。昨日、映画のＰＲでキャメロンが来日したでしょう？　そのニュースを見たんだと思う。昨夜送られてきたメールでも、おやすみがキャメロンになっていたから」

　流石(さすが)は親友。桜川さんは朝日さんのことを知り尽(つ)くしているようだ。

　部室には今、俺と桜川さんの二人しかいない。朝日さんは他の友達グループに加わって別の場所でお昼を食べているらしい。みぃくんは所在不明。

　この機会に交流を深めようと、俺は桜川さんの向かいに座り、弁当の蓋(ふた)を開けた。

「「……………………」」

　そしてこの無言である。

　桜川さんは無(む)駄(だ)に喋(しやべ)るタイプじゃないから、いつも会話をリードしてくれる二人がいなければ、こうなるのは必(ひつ)然(ぜん)というものだった。

　だが、ここで動かずしていつ動く。桜川さんと親密になるため、勇気を出すのだ。

「あ、あああの、さ、桜川さん」

「……なに？」

　仲良くなるにはまず会話。震(ふる)えはしたが声かけには成功。次は――

「そのピアス、よく似にゃっ……似合ってますね！」

　女性と仲良くなりたい場合は、ひたすらに褒(ほ)めて褒めて褒め殺すことが大事だと、前に読んだ男性誌に書いてあった。それを実(じつ)践(せん)してみる。

「さ、桜川さんは髪も凄(すご)く綺(き)麗(れい)だから、シルバーアクセが映えるよね。そのブレスレットも趣味いいし……び、美人でセンスもいいなんて、素(す)敵(てき)だなぁ……なんて」

「そう？　ありがとう」

　表情を一切変えぬ一言。こんなにも露(ろ)骨(こつ)な褒め言葉が効(き)かないだと？

　でも、外してはいないはず。もう少し話を続けてみよう。

「えー、あー……その、アクセとかって、どこで買ってるの？　やっぱブランド？　割と高そうに見えるけど……」

「いいえ。このピアスは四百七十三円。それに売り物でもないわ。自作だから」

「安っ！　ワンコイン!?　……えっ、ってか自作!?」

「材料を買って自分で作っているの。だから、必要経費は材料費だけ。見る？」

　桜川さんからピアスを受け取り、マジマジと観察してみた。

　どう見ても五百円で作れるとは思えない。普通に『サマンオサシルヴァ』とかのジュエリーショップに飾られていてもおかしくないほどの出来だ。

「すっげ……あ、ありがとう。でも、意外だな。桜川さんって、お嬢様だって聞いたから、身に着けてるのも全部ブランド物なのかと」

「それはただの噂(うわさ)。信じないで」

　桜川さんがピアスを着け直す時、黒髪が流れる水のように揺れた。

「自分で言うのもおかしいけれど、ごく平凡な家庭の生まれ。母は大手服飾メーカーに勤(つと)めてはいるけど高収入というわけではないし、父は専業主夫だもの」

「主夫？　お父さんが家事をしてるの？」

「ええ。家のことは全て。幼稚園児の妹の世話もね。特別に貧しくもなく、格別に裕福でもない、普通の家。私の小遣いもブランド品を買えるほどではない」

「へぇ。だから、自分でアクセを作ってるんだ」

「贅(ぜい)沢(たく)は嫌いじゃないから。ただ、必要以上に自腹を切りたくないだけ」

　そんな「キリッ」みたいな感じで言われても……。

「ところで、鴫(しぎ)原(はら)君。私のほうからも訊(き)きたいことがあるのだけれど」

「え、なに？」

「鴫原君は、受けと攻め、どちらが好き？」

　桜川さんは、世間話に相応(ふさわ)しくない物凄く真剣な顔で言った。

「は？　受けと……責め？　ごめん、質問の意図がよく……」

「難しく考えないで。直感的に答えてくれればいい」

　そう言われても困る。そもそも、受けと責めがどうして対義語みたく使われているんだ？　受けはよくわからんが、責めってのは叱(しか)られるってこと？

「んー……やっぱり、責められるよりは、責める側のほうがマシ……かなぁ」

「そう。鴫原君は攻めなのね。意外だわ」

　話、通じてるよな？　なんか大変な誤解を生んでいるような気がするのだが。

　ガチャッ――なんの前(まえ)触(ぶ)れもなく、部室の扉が開かれた。

「お？　なんだい、今日は二人だけか」

　現れたのはみぃくんだった。

　昨日のこともあって、俺は情けなくも少し緊張した。

「ふぅむ、理美の弁当は相変わらず質(しつ)素(そ)だね。和(かず)己(み)のは……なんてこったい！　もう唐(から)揚(あ)げを食べてしまったのか！　詮(せん)無(な)いな、今日は卵焼きで我(が)慢(まん)しよう」

　勝手なことを言いながら俺の弁当箱から卵焼きを掠(かす)め取るみぃくんの態度は、全く普段どおりだった。

「すげぇな……お前。上(う)手(ま)く言えないけど」

　思わず感心が口から出た。どこに感心したのかは自分でもわからないが。

「やめてくれよ。そのセリフ、まさか僕を殺すつもりじゃないだろうね。僕はどこぞのグラサン師匠みたいに、君になら殺されていいなんて思っちゃいないぜ」

「こっちは真(ま)面(じ)目(め)に言ってんだよ。ネタで返すな」

「ははは、ほんの茶(ちや)目(め)っ気(け)さ」なんて言いながら、みぃくんはいつもの席に着いた。

　それから、青い袋を机の上にドサッと置き、中身を取り出し始める。ヒョイヒョイと並べられていくのは、表紙にマンガのようなイラストが描かれた文庫本だった。

「なんだそれ。コミック文庫か？」

「ライトノベルだよ。……君ねぇ、いくら非オタだからって、現役の高校生ならラノベくらい嗜(たしな)んでおけよ」

　俺だってライトノベルくらいは知っている。ただ、馴(な)染(じ)みが薄いだけだ。

　並べられた文庫本は十冊以上。全部が全部、いわゆる美少女キャラのイラストが表紙になっていた。割と際(きわ)どい絵もある。スカートの裾(すそ)とか。

　桜川さんが、その内の一冊を手に取り、

「これ、雷撃文庫の新刊ね。早売り？」

「ああ、東口のアニメ伊(い)藤(とう)に寄ってね。おかげで遅刻だよ」

　少し興味が湧(わ)いたので、俺も手に取って眺めた。

　うわ、薄いなコレ。まさにライト。……とか思ったら、やたら分厚いのもある。

「ライトノベルねぇ。……桜川さんも、こういうの読むの？」

「それなりに。鴫原君は読まない？」

「うん。全然。こういうの読んでるとさ、その、オタクって思われそうだし」

「別に構わんじゃないか」椅子の背もたれを軋(きし)ませ、早(さつ)速(そく)ラノベを読みながら、みぃくんが言った。「オタクだと思われるとなにか不都合でも生じるのかい？」

「不都合っていうか、やっぱり白い目で見る人とかいるだろ？　根(こん)拠(きよ)の無い偏(へん)見(けん)だってのはわかってるけど、偏見だからこそ根強くて、偏見だからこそ払(ふつ)拭(しよく)しがたいもんなんじゃないかって思うんだよ」

　そもそも根拠が無いんだから、覆(くつがえ)すのも無理だ。

「だから、少しでも避(さ)けられたりする可能性があるのなら、やっぱり俺はオタクだと思われたくないって思う。それに、オタクじゃなくてもオタクと友達になることはできるけど、逆は難しいんじゃないか？」

「ふーん。ご立派な主義だね。……で、より多くの友達を得るために非オタでいることを選択した鴫原和己君に、友達はできたのかな？」

「…………………………」

「……すまん。僕が言いすぎた。涙を拭(ふ)いてくれ」

　な、泣いてなんかいるもんか！

「鴫原君って、本当に友達がいないのね」

　こころのきゅうしょにあたった！　かずみのこころはたおれた！

「理美、もう少し言葉を選んであげてくれ。和己の精神が瀕(ひん)死(し)だよ」

「ごめんなさい。でも、前向きに友達をつくろうと努力しているのでしょう？　腐(くさ)ったりグレたりしないのは偉いと思う」

「えっ、そ、そうかなっ？」

　たおれたこころがふっかつした！

「ええ。具体的にどんな努力をしているのか知りたい」

　桜川さんの瞳(ひとみ)が真(ま)っ直(す)ぐに俺を見る。

　あわ、あわわ！　ちゃ、ちゃんと答えなきゃ。折(せつ)角(かく)、桜川さんが俺に興味を抱(いだ)いてくださっているんだ、喜んでるだけじゃなく、しっかり答えないと。

「そ、そーだなぁ……。他人とのコミュニケーションは会話が大事だと思うから、話題に乗り遅れないよう、流行には常に敏(びん)感(かん)でいようと心がけたり……とか」

「要するに、和己はスイーツ（笑）なのだね」

「なんでだよ!?」

　ってか、みぃくんに言ったわけじゃないんですけど!?

「話題に乗り遅れるだの、流行に敏感だの、そんな定型句を恥(は)ずかしげもなく口にできる時点で君はスイーツ（笑）確定だ。己の嗜(し)好(こう)を持たず、メディアに振り回され流行に流されてフラフラしているくせに、自分らしさ（失笑）が大事とかほざく蒙(もう)昧(まい)ども。それがスイーツ（笑）なのだから」

「流行に流されるのが、そんなにいけないことかよ」

「いいや。いけなくはない。だが、つまらんだろ？　流行なんてのは、どっかの誰(だれ)かが儲(もう)けるために創り出す幻想だ。実際には存在しない。音楽を聴(き)くのも映画を観るのもラノベを読むのも、全部自分が楽しいからだ。他人のためにすることじゃないさ」

　う、なんか説得力のあること言い出したな。

「でも、友達をつくるには流行を知っとかないと……」

「別に、自分の好きなものを同じように好きな人を探して、友達になればいいじゃないか。無理して相手に合わせる友情なんて長続きしないよ。和己にだって、流行なんぞ関係なく好きなものの一つや二つはあるだろう？」

　みぃくんに言われて、俺は自分の好きななにかを頭の中で探してみた。

「好きなもの……？　そりゃ、ボカ――じゃない。えっと……」

　危ねぇ危ねぇ……真っ先に浮かんできたコレはマズい。じゃあ――

「高校生にもなって、とか言われそうだけど、Ｗ(ウイークリー)Ｊ(ジヤパン)は毎週読んでる」

　日本一売れてる少年マンガ誌ならオタクじゃないはず、と考えての告白に、

「私も読んでいるわ」

　意外にも、間髪入れずに食いついてきたのは桜川さん。

「今は三月から始まった『紅(ぐ)蓮(れん)のアポカリプス』が好き」

「マジで!?　俺もアレ超好き！　設定はオーソドックスだし、王道なバトル物って感じなんだけど、主人公のグレンと敵対関係にあるヒスイの立場を超えた友情がもうホント最高でさぁ！　やっぱり勝利や努力よりも友情が大事だよね！　……あ」

　そして我に返る馬鹿が一人。どうも俺です。

　なにを熱く語っちゃってんの!?　引かれた！　コレ絶対ドン引きされた！

「激しく同意する。友情の無い少年漫画なんて少年漫画じゃないと思う」

　え……ひ、引いてない？　それどころか、桜川さんは柔らかく微笑(ほほえ)んでいる？

　抑えきれない喜びが、徐(じよ)々(じよ)に湧き上がってくるのを感じた。

「さ、桜川さんもそう思う？　じゃあさ、先々週のアレ読んだ？　その場限りだけど、グレンとヒスイが共闘してディー・Ｏを倒す話！　あの展開マジちょー燃えた！」

「ええ、私もグレンとヒスイが見つめ合う場面で萌(も)えた」

「そうそう！　アイコンタクトの一瞬だけで息が合うんだもんな。親友ってすげぇ」

　おおぉ……好きなものを共有できるって、こんなに嬉(うれ)しいことだったのか！

　こんなに会話弾んじゃって、なんかもう友達みたいだよね。

「……盛り上がっているところ悪いが、君らの話、嚙(か)み合(あ)っているようで全く嚙み合っていないからね？」

「どこがだよ？　ガッチリ嚙み合ってるじゃん」

「和己の言う友情と理美の言う友情は少し違……まあ、いいや」

　そう言って、みぃくんは呆(あき)れたように溜(た)め息(いき)を吐(つ)いた。

「それじゃあ、和己もラノベを読んでみるといい。オススメを貸すから」

「おい、なにが〝それじゃあ〟だ。話題が空間転移したぞ」

「そこはボソンジャンプとか表現してもらいたかったな。別にラノベを読んだって損(そん)はないじゃないか。それとも、僕と同じ趣味を持つのは嫌なのかい？」

　嫌じゃない。……けど、そう即答するのは、なんとなく癪(しやく)だった。

　俺の返事を待たず、みぃくんは本棚の前に移動して、ラノベを物色する。桜川さんも続いて立ち上がり、一緒に選び始めた。

「ふーむ、とりあえず素人(しろうと)にもとっつきやすく、かつそれなりに知名度のある作品がいいか。となるとアニメ化作品中心かな。これと、それと、あれと……」

「待って。新人賞受賞作も外せないと思う」

　二人は短く意見を交わしながら、文庫本を無地の紙袋へと投入していく。

「……ところで理美。さりげなく自分の趣味の小説を入れようとするな」

「……なんのこと？」

　俺のいる場所からは、桜川さんが背後に隠した小説の表紙が見えた。少女漫画のようなタッチで男性が二人描かれている。あれもラノベなのだろうか。

　しかし、大丈夫なのか？　妙に長ったらしい文章みたいなタイトルばっかり聞こえてくるんだけど。……って、まずい。俺、もうラノベ読む気になってる。

「最後に、僕のオススメも入れてっと……よし、できあがりだ！」

　そうして『みぃくん＆桜川さん特選ライトノベル詰め合わせ』が完成した。

「まずはシリーズの第一巻だけを入れてある。返却期限は無いし、言えばいつでも続きを貸し出そう。じっくりたっぷりどっぷりちゃっかり楽しんでくれ」

　紙袋を差し出すみぃくんは満面の笑み。俺も、好きな少年マンガを人に貸すことがあったとしたら、こんな笑顔になるかもしれない。

「はいはい。ま、ゆっくり読ませてもらうよ」

　昼休みの終了を告げる予(よ)鈴(れい)が鳴った。







　そして瞬(またた)く間に放課後。

　ちくわ部に入部してからまだ三日だが、午後の授業の体感時間が短くなっているような気がする。それだけ、部室ですごす時間が濃(のう)密(みつ)なのかもしれない。

　部室に入ると朝日さんがいて、開口一番「やっほー、カズミー☆　Ｊ・ムズ・キャメロン！」と挨拶された。この数時間でキャメロンさんになにが？

　今日も悩み相談の強制連行があるのかと思っていたが、みぃくんは「まずは部の名を知らしめられるような悩みがいいと思ってね。検討中なんだ」とか言っていた。

　そんなわけで、本日のちくわ部の活動は、下校時間までのだべりとなった。まだ普通に喋るだけで緊張する俺は、基本的に相(あい)槌(づち)係(がかり)に回っていたのだけれど。

　桜川さんは、あまり話には加わらず、パソコンでイラストを描いていた。中性的な美男子の絵だ。ＦＦＦのアイコン用のイラストも上手かったし、アクセも自作、桜川さんは生まれつき手先が器用な人なのかな？

　こうして相手のことを知っていくのも友情値稼(かせ)ぎには必要なこと。現に、この三日間で値は目を疑(うたが)うほどに上昇している。やっぱ友達づくりには部活だよ。

　ただ、問題というか、計算違いなこともあった。

　部活が楽しすぎるんだ。

　大抵の友情的行為にはポイントが設定してあるんだけど、部員仲間たちとの交流が楽しすぎて、もっとポイント溜(た)まってもいいんじゃないの？　とか思ってしまう。

　それは今日の部活も同じで、気がついたら下校時間になっていた。

「……お。雨は止(や)んでいるようだな。折角だし、駅まで一緒に帰るか」

「さんせーい☆」

　一緒の下校は三十ポイント……でも、この楽しさは、その程度なのか？

　四人で新宿駅に向かう途中、よく歩道に置かれている謎の箱型の物体（多分、送電とか変電とかに関係している機械）に、チラシが貼られているのが目についた。

「ん、なんだろう。……迷い、猫？」

　紙の中央に、黒と灰色の中間みたいな毛色の猫の写真。その下には、おそらく写真の猫の特徴が書いてあるんだと思うが、雨水で滲(にじ)んでよく読めない。唯一読めたのが、

『見かけたら連絡ください。華宿高校　三年　斉藤未来翔』

　という最後の一文と、携帯電話の番号。

「みらい、しょー？　ねねっ、これなんて読むの？」と、朝日さん。

　華宿の生徒が貼ったらしいということが気にはなったが、この時点で俺たちの興味は『未来翔』の読み方に移り、新宿駅で別れるまで四人で考えてみたものの、これぞと思えるような答えは出せなかった。

　ただ、みぃくんがチラシを見て薄(うす)ら笑いを浮かべていたのが気になる。
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　昨日もっと気にしておくべきだった――と後悔したのが、昼休みのこと。

「さあ喜べ、僕の可愛(かわい)い部員たちよ！　新たな悩める生徒を連れてきたぞ！」

　みぃくんが触(しよつ)覚(かく)みたいな髪の毛を派手に揺らしつつ、高らかな宣言とともに、見知らぬ男子生徒を部室に引きずり込んだ時だ。

「はッなッせッ！　こら！　お、おぉ!?」

　それは、全身で「俺はグレています」と主張している男子だった。

　髪は脱色したのか真っ白けで、着(き)崩(くず)した制服のポケットからはタバコの箱が覗(のぞ)いている。ズボンから下げた鎖(くさり)は、犬でも繋(つな)いでおくための物かな。

「……あ、ぁ？　お？　ッだこら、見せモン、じゃねッぞ、コラッ、あ？」

　ちょっと珍しかったので眺(なが)めていたら難(なん)癖(くせ)をつけられた。しかし、不(ふ)健(けん)康(こう)に頰(ほお)がこけた顔は真っ赤である。多分、女子であるみぃくんに力で負け、強引に引っ張り回されたのが恥ずかしいのだろう。気持ちはわかる。でも、すぐに慣れるよ。

「ッあ？　お、いッ！　無視して、んじゃねーッぞコラ、お？」

「え？　なに？　すみません。よく聞き取れないんですけど……」

　不自然なところで息(いき)継(つ)ぎするような喋り方で聞き取りづらい。

「でッすけど、じゃねーッんッ、ですけどッ!?　聞いて、んのッか……ぐふっ!?」

「五月蝿(うるさ)い。黙れ。そして座れ」

　ひでぇ！　確かに五月蠅いけどそれはひでぇ！

　みぃくんから不意打ち気味のボディフックを喰らった男子生徒は、相談者用の椅子に着席させられた。腹を押さえて苦(く)悶(もん)の表情を浮かべている。

　そんなリアルに傷害事件な光景が展開されていると言うのに、朝日さんは「面白い人だね～☆」と笑い、桜川さんは男子を一(いち)瞥(べつ)しただけで昼食を摂取する作業に戻った。

「さて、まずは皆に彼を紹介しておこう。彼は三年生の斉藤カケル君だ。見てのとおり痛々しい不良ごっこが趣味という、巷(ちまた)で流行している残念系男子男子だね」

　みぃくんはそろそろどっかの人権団体に訴えられそうな気がする。

「和己も昨日見たろ。あの迷い猫のチラシを貼った張本人だよ」

「え？　アレを貼ったのは斉藤未来翔とかいう読み方のわからない名前の生徒だろ？」

「だから、未来翔と書いて、カケルと読むんだよ」

「……ごめん。ちょっと意味がわからない。日本語でおｋ」

「ッせーてんだッ！　てめ、人様ッの、ナマエ笑ッじゃねーッ！」

　真っ赤な顔で吠える斉藤氏。本当に未来翔でカケルって読むのか。

　彼がグレた理由が、少しだけわかったような気がした。

「話を元に戻すよ？　もう察してくれたと思うが、今回の部活動は、斉藤の探している猫を我々で見つけ出すことだ」

　おお、意外と常識的な活動だ。一昨日みたいに変なオチがつくこともないだろう。

「では、詳しいことは斉藤、君から話せ」

　下級生のみぃくんに命令された斉藤さんは、

「――……うっく、ひぐっ……うわああああああああっ!!」

　泣いた!?　なにこれ超展開!?

　いきなり洪(こう)水(ずい)みたいな涙を流す斉藤さん。泣きじゃくりながらも必死に事情を説明してくれたのだが、正直言ってグチャグチャの鼻声はほとんど聞き取れなかった。なので、何度か質問を繰り返して聞き出した情報を、以下にまとめる。

　斉藤さんが探している猫は、よく高校の敷地に入り込んでいた野良猫で、斉藤さんは毎日のように弁当を分け与えており、その猫とすごす時間だけが、斉藤さんにとって心癒(いや)される一時だった。しかし、ここ一ヶ月ほど姿を見せていない。こんなことは以前にはなかったという。学校をサボってまで探しているが、手がかりすらない。

　俺としては、たかが猫くらいで、と少し呆れながら聞いていたのだが、

「あ、あい、あいつ、デブで、動き鈍(にべ)ぇし……ぐじゅじゅっ！　車に轢(ひ)かれたりしてッ、ねぇかって……アイツはオレの、たった一人のダチなんだよぉ！」

　たった一人のダチ。

　その言葉を聞いた瞬間、俺は立ち上がり、斉藤さんの肩をガシッと摑(つか)んだ。

「わかる！　わかります！　その気持ち！」

「お、おめぇ……わかって、くれッのか……ありがてぇ……！」

　そうだ。斉藤さんは俺なんだ。猫との触れ合いで友達のいない寂(さび)しさを紛(まぎ)らわそうとする、俺の写し身なのだ。斉藤さんを救うことで、俺は俺を救えるだろう……！

「みぃくん！　なにやってんだ！　早く猫を探しに行こう！」

「和己、君がなにを考えているのかは大体わかるが、少し冷静になれ。ある程度見当をつけなきゃ動けんよ。ひよ、理(り)美(み)。一応、意思を確認しておくが、この悩みを受け付けて部活動とすることに異論は無いか？」

「全然いいよ～。猫ちゃん心配だし」

「構わない。でも、一つ確認。斉藤さんは、もう保健所には連絡したの？」

　桜川さんの冷静な指摘に、斉藤さんは狂乱した。

「ほ、け、ん、じょ？　……うぎゃああああ!!　アイツが！　保健所に、保健所に連れてかれて！　ころ、ころ、ころさ……いぎゃうああうああああ!!」

「五月蝿い。黙れ。そして出て行け」

　ガチャ、ゲシッ、バタン！

　自我を喪(そう)失(しつ)した斉藤さんは部室から蹴(け)り出された。

「ひでぇ！　またしてもひでぇ！　相談者を追い出してどうするよ!?」

「聞くべきことは聞いたのだから、もうアレに用はない。あの様子だと、殺処分されたという最悪の結末を恐れ、保健所にさえ連絡できなかったと見える。役立たずだ」

　扉の向こうから、凄い速さで遠ざかっていく斉藤さんの悲鳴が聞こえた。自分が無体に追い出されたことにも気づいていないのか……。可(か)哀(わい)想(そう)に、心が壊れたんだな。

「さて、こうなると仕事が一つ増えるな。和己、君のケータイ貸してくれ」

「ケータイ？」

「手遅れかもしれんが保健所には連絡する必要がある。君のアドレス帳には、ここら周辺の保健所の番号も登録されてるだろ？」

「な、なんで知ってる!?」

「……本当に登録されているのか。冗談のつもりだったのに」

　哀れむような目で見られた。やめて。泣きそうになるから。

　ケータイを渡すと、早速みぃくんは各保健所に電話をかけた。

　幸か不幸か、似た特徴の猫が保護された記録はないという。

「最近は保健所も融(ゆう)通(ずう)が利(き)くようになったんだね。写真をメールで送ると似た猫が保護された時に連絡してくれるらしいよ。とりあえず、これで殺処分エンドは回(かい)避(ひ)か」

「一般の人が見かけて保護しているという可能性は？」と、桜川さん。

「それも考えているよ。近在の動物病院に当たってみようと思う。いい大人の野良猫を拾い上げるような奇特な人物なら、飼う前にまず獣医に診(み)せているだろう」

　俺のアドレス帳も、流石に動物病院の番号は登録していない。だが、ネットで検索すればほとんどの動物病院の情報が得られるそうだ。

　新宿という場所柄か数は少なく、電話での問い合わせも時間はかからなかった。

「やはり、こちらも情報無しか」

「猫ちゃん、迷子になってるだけなのかにゃあ？」

「怪我や病気で動けなくなっているのか、それとも猫を甚(いた)振(ぶ)る趣味のあるクズ野郎にでも捕まってしまったのか……いや、あまり悪い方向にばかり考えるのもよくないね。情報が得られないなら、こちらから動いて探せばいいことだ」

　みぃくんの力強いセリフに、朝日さんと桜川さんが頷(うなず)く。

「なあ、みぃくん。どうして迷い猫の相談を受けることにしたんだ？」

　相談を受けた、と言うよりは、斉藤さんの悩みに強制介入した形だけども。

「和己は転入してきたばかりだから知らないだろうが、あの猫は学内で割と人気者なんだよ。ＦＦＦに【激カワユスな野良ぬこタソを愛(め)でるコミュ(*´Д`)ﾊｧﾊｧ】というコミュニティがあるほどにね」

　そのコミュ名はどうにかならんかったのか。

「野良猫が校内に現れるようになったのは一年半ほど前からで、斉藤以外からもエサを貰(もら)うなどして可愛がられている。だからさ、その野良猫を助けたとなれば、僕らちくわ部の名声も高まること受け合いだ」

「打算かよ。でも、じゃあなんで、あえて斉藤さんを相談者に？」

「コミュの参加者たちも猫の行方不明には気づいていて、心配もしているようだが、実際に行動を起こしたのが斉藤だけだったからだよ」

　みぃくんは平然と言った。不覚にも、少し感動してしまった。

「さて、それでは猫捜(そう)索(さく)の作戦を立てるとしようか。と言っても、学校周辺を虱(しらみ)潰(つぶ)しに探すくらいしかできないが」

「せめてアタリをつけられればいいのだけれど」

「コミュニティに目撃情報を書き込む掲示板があるから、それを参考にすればある程度絞(しぼ)れるだろう。しかし、ここ一ヶ月は書き込みが全くないからな……」

　ネットで調べたところ、野良猫の行動範囲は半径五百メートル程度らしいが、ここ新宿駅界(かい)隈(わい)は、日に十万単位の人間が行き交(か)い、細い路地はかなり入り組んでいる。しかも、ちくわ部員は四人だけ。絶望的と言っていい。

「誰かに協力を求められないもんかな。新宿の地理に詳しくて、すぐに人手を集められるくらい強い人脈持つ人。……って、いるわけないな。そんな都合のいい――」

「いるよ？」

　あっけらかんと言ったのは朝日さんだった。

「え？　いるの？」

「うん。新宿に詳しくて、たっくさん友達がいる人」

「ひよ、その人物は、今からでもすぐに協力を取り付けることができるか？」

「だいじょぶじゃないかな。困ったことがあったらいつでも言えーって言ってたし」

　な、なんというご都合主義展開。でも、ケータイのアドレス帳がカンストしているという朝日さんなら、そういう知り合いがいてもおかしくない……か？

　早速、朝日さんがその人物に電話すると、ほんの数秒のやり取りで協力してもらえることになり、今から落ち合うことになった。当然、午後の授業はサボることになるが、斉藤さんの「たった一人の友人」を助けるためだ。やむをえない。

　段取りが決まったところで、みぃくんが、顔の前で手を組み号令を発した。

「――それでは、ちくわ部を始めよう」

　なにそれカッコイイ。







　ちくわ部一行が向かったのは、新宿歌(か)舞(ぶ)伎(き)町(ちよう)だった。

　新宿に来たことがない人でも、テレビなどで『歌舞伎町一番街』と書かれたアーチ状の看板を見たことがあると思う。ずばり、その下が待ち合わせ場所である。

　……ええ。それを聞いた時点で嫌な予感はしていました。

「みんなにも紹介するね。龍(りゆう)さん、ミカっち、姫(ひめ)ちゃんだよ～」

　朝日さんは満面の笑みだ。待ち合わせ場所にいた三人とは本当に仲がいいらしい。

　でもね、俺は今すぐこの場から逃げ出したい。
















「……………………」

　龍さんと呼ばれた人物が、無言で会(え)釈(しやく)した。それだけで、俺は財(さい)布(ふ)を取り出して「これで勘(かん)弁(べん)してください！」と土下座したくなった。

　俺より頭一つ分――いや、それ以上に高い長身で、鍛(きた)え抜(ぬ)かれた筋肉はグレーのスーツでもその存在感を隠しきれていない。髪型は古風な角(かく)刈(が)り、極(きわ)めつけは右頰の十字傷と、襟(えり)元(もと)に覗く刺(いれ)青(ずみ)。

　ハイ☆　ヤクザさんキタコレ☆（俺は混乱しています）

　正直、『龍さん』よりも『龍が如(ごと)し』とでも呼んだほうが似合っている。

「ちぃーっす、どもー♪　神速の話術師こと、鳳(おおとり)帝(みかど)、十七歳です！　オイオイ！　ってな具合でヨロッ！」

　龍さんの隣、妙な光(こう)沢(たく)を放つスーツを着た男性に、ハイテンションで名刺を差し出された。見ると、ホストクラブ『Nightmare』ナンバー２と書いてある。

　しかし、朝日さんがミカっちと呼ぶホストさんは、はっきり言って、顔面の作りはあまり美しくない。トークで女性を楽しませるタイプと解(かい)釈(しやく)しよう。

　あと、どう見ても十七歳には見えないんだが、なにかのギャグかな。

「はじめましてぇ。……へー、君がカズミー？　ふふっ、結構カワイイね」

「えっ、は……はあ。あり、がとう……ございます？」

「ウフフ♪　照れちゃって♪　お姉さん、個人的なサービスしたくなっちゃうなぁ」

　胸の辺りを人差し指でくすぐられながら渡された名刺には、妃(きさき)姫(ひめ)子(こ)とあった。『秘め事』というキャバクラで働いているらしい。

　だからって、なんで真っ昼間から、濃い化粧＋ピンヒール＋超ミニスカというキャバ嬢シリーズ（多分Ｓ）を装備しちゃってるんだ？　男を狩るなら夜の繁華街フィールドがオススメですよ？　高級な酒(トラツプ)で眠らせて金を剝(は)ぎ取(と)るのを忘れずに。

　以上三名、歌舞伎町の夜を象(しよう)徴(ちよう)するような職業の方々が、ちくわ部の猫探しに協力してくれる助っ人だ。

「ふむ。確かに、新宿を探索するにはこれ以上ない面子(メンツ)だね。下手に街歩きの達人とか出てきたらどうしようかと思っていたが」

　なんで平然としてるんだよお前は！　……とツッコみたかったが、変に大声上げて御三方の機(き)嫌(げん)を損(そこ)ねたくなかったので自重した。みぃくんだけでなく、すでに朝日さんを通じた知り合いらしい桜川さんも普段どおりだ。

「それにしても、ひよ。彼らとはどんな経(けい)緯(い)で知り合ったんだい？」

「けーい？　んーとね。最初に龍さんと友達になって～、それで時々歌舞伎町で遊ぶようになって～、ミカっちと姫ちゃんとも仲良くなったんだよね」

　歌舞伎町で遊ぶ!?　……天然キャラには似つかわしくないセリフだ。

「龍さんとはね、新宿のししのあなで会ったんだぁ。あたしが色々教えてあげたの」

「……陽子。そういうこたぁ、堅(かた)気(ぎ)がいる場で言うもんじゃねぇ」

　重々しい声で朝日さんを窘(たしな)める龍さんだが、獅子の穴ってなんなんだ？

　カタギには聞かせられないって……まさか、筋(すじ)者(もの)の間だけで通じる隠(いん)語(ご)か？

「ふむ、なるほどね……。そういう繋(つな)がりか」

「みぃくん、お前わかんの？」

「わかるよ。と言うか、わからないのは君くらいだ。それとね、君が感じているほど、彼らは危険な人たちではないよ。彼らは迷子の野良猫を探すためだけに集まってくれたんだぜ？　それも、僕らのような高校生(ガキ)に呼びつけられてだ。君が恐れを抱くような人種であるはずがないだろう」

「む……まあ、それもそっか」

　よく考えたら、龍さんたちが手伝ってくれるのって、純粋な厚意だもんな。報(ほう)酬(しゆう)を払えるわけじゃないし、三人には得も利(り)益(えき)も全然無いんだから。

　朝日さんと接する態度をよく見ていれば、あの人たちが優しい人なのだとわかる。妹を可愛がる兄や姉みたいじゃないか。ま、龍さんと並んでいると、兄妹というよりは親子のほうがしっくりくるけど。

　今気づいたが、キャバ嬢の妃姫子さんは、見た目の割に子供っぽい。朝日さんと同じテンションで、『ドリーミィクラブ』がどうのとキャピキャピ騒いでいる。妃さんが前に勤(つと)めていたクラブの話かな？

　鳳帝さんは思ったとおりトークが上手い。自分から話すのも上手く、先月にあったイベントの話で、かなり盛り上がっている。よくわからないが、イベント中「ほ、ほーっ、ホアアーッ!!　ホアーッ!!」と叫んでいたらしい。

　対して龍さんはあまり喋らない人で、じっと黙って聞きに徹(てつ)している。けど、朝日さんを見る目は優しげだ。セントバーナードみたいな大型犬を連想させる。

「ひよ。盛り上がっているところスマンが、そろそろ猫探しの計画を立てたいのだが」

「……ほえ？　わっ、ゴメン！　つい話し込んじゃった、えへへ」

　そして、ちくわ部と歌舞伎町代表三名の作戦会議が始まった。制服姿の四人に、ヤクザさん、ホストさん、キャバ嬢さんという組み合わせははたから見てもかなり異様なのだろう。通行人はみんな遠巻きに避けていく。

「計画と言っても複雑なものではない。まず、僕と理美は――」

　会議で決まったことを簡単に説明しておこう。

　まず、みぃくんと桜川さんは学校に戻り、ちくわ部室に捜索本部を設置するという。みぃくんがＦＦＦを浚(さら)って猫の目撃情報の収集を行い、桜川さんが各捜索班から上がってくる情報を整理し指示を出す役目を担(にな)う。

　捜索範囲は、猫の縄(なわ)張(ば)りが線路を跨(また)いでいる可能性は低いと考え、新宿駅の東側のみに限定。駅の東南口を中心に、半径一キロメートルの半円状の範囲を捜索する。

　直接捜索に当たるのは、龍さんの舎(しや)弟(てい)……もとい、同(どう)僚(りよう)と、鳳さん妃さんの仕事仲間や友人知人。その数なんと百五十人だ。かつてこれほどまでに大規模な迷い猫の捜索が行われたことがあっただろうか。

「人員のうち、五十人は路地裏などで猫の捜索、残りは聞き込みに当てる。ＦＦＦのコミュで鮮明な写真が手に入ったから、これをプリントして配布してくれ。探している猫そのものでなくても、野良猫に関する情報は逐(ちく)一(いち)報告するよう徹(てつ)底(てい)させてほしい」

　迷いなく淀(よど)みなく指示を下す姿に、俺は改めて、みぃくんが何者なのかということを考えさせられていた。

　そういや、まだ本名さえ知らないんだよな。同級生とか言っていたが、クラスで見かけたことはないし、そもそも教室に空席は一つもない。

　ヤクザさん相手にも怯(ひる)まない堂に入った指揮官っぷりは、もしや高校生ですらないんじゃないかとさえ思わせるが……。

「ひよ、和己。君らには御(ぎよ)苑(えん)の捜索を頼みたい」

「えっ？　なに、御苑？」

　考えごとの最中にいきなり話しかけられて少し慌(あわ)てた。

「うん。コミュには新(しん)宿(じゆく)御(ぎよ)苑(えん)での目撃情報も多かったし、あそこの敷地は広大だ。猫の好む隠れ場所には事欠かない」

「そうなのか？　だったら御苑にも人員割いたほうがいいんじゃないの？」

「必要ないよ。ひよがいればね」

　どういう意味だ、と訊こうとしたが、みぃくんはさっさと締(し)めに入ってしまった。

「さて、作戦はこんなところだ。……それでは、これより『オペレーション・ストレイキャット』を開始する！　各員、奮(ふん)励(れい)努(ど)力(りよく)せよ！」

　かっけえ！　作戦名が無駄にかっけえ！







　龍さんらと別れ、ちくわ部の面々は学校へ戻ることになった。俺と朝日さんが向かうべきは新宿御苑だが、御苑と華宿高校は隣接しているので、途中までは同道だ。

「朝日さん、ちょっといい？」

　スキップするような歩調で前を行く朝日さんに声をかけた。

「あの、さっきの三人とは、普段どんなことをして遊んでるの？」

「龍さんたちと？　ん～、休みの日に集まってししのあな行ったりぃ……」

　また獅子の穴か。どんな恐ろしい意味のスラングなのだろう。

「あとは、放課後とか、たまに遊んでるかなぁ。ちょうどみんなのお仕事が始まる少し前だし、ゲームセンター行ったりして。それがどうしたの？」

「えっと……その、夜中に歌舞伎町に繰り出したりは、してないよね？」

「夜は無理だよぉ。帰り遅くなったら、お父さんが心配するもん」

　朗らかな返答に、俺は密(ひそ)かに胸を撫(な)で下(お)ろした。

　無防備に夜な夜な遊び回っているんじゃないだろうかと心配したが、朝日さんは〝夜遊び〟よりも〝夜(よ)更(ふ)かし〟のほうが似合うキャラだもんな。安心した。

「なんだい、甲(か)斐(い)甲(が)斐(い)しいまでの心配性だねぇ、和己」

「悪いかよ？　みぃくんは心配じゃないのか？　部長として、部員の素行が」

　そりゃ心配も心配りもしているさ、とみぃくんは即答した。

「だからこそ、僕は龍さんのバックボーンも調べたし、ひよが歌舞伎町に行く時、彼が自分の舎弟にさりげなく見守らせていることも知っているんだよ」

「じゃあ、最初から知ってたのか？　龍さんのこと」

「なに、部員の交友関係の把(は)握(あく)は、部長の務めさ」

　そんな話をしている間に学校に着いた。

　校門の前でみぃくんと桜川さんと別れ、そこから歩くこと、せいぜい三分。

　俺と朝日さんは新宿御苑の新宿門に到着した。雑談する暇も無かった。

　新宿御苑は、都会の真ん中にあるとは思えないほど広く緑の多い公園である。生(お)い茂(しげ)る木々の間を縫(ぬ)うように舗(ほ)装(そう)路(ろ)が敷(し)かれ、季節の花や鳥、昆虫などを観察できるほか、広々とした芝生地帯もある。たくさんの友達とピクニック気分でランチでも食べたらさぞや楽しいだろうと、俺は妄想した。

　入園料は一般で二百円。俺が自動券売機でチケットを買っているその横で、朝日さんが駅の自動改札に似たゲートを素通りしていった。

「カズミーなにしてるの～？　置いてっちゃうぞ～！」

　ヒラヒラと振られる彼女の手には、年間パス（高校生・千円）が。

　御苑の捜索に当たると決まった時から朝日さんは妙にテンションが高かった。

　その理由を桜川さんに訊いたのだが、なんでも朝日さんは異様に新宿御苑が好きなのだそうだ。と言うかすでに御苑マニアの域(いき)であるという。

　なんのこっちゃ、と思っていたが、係員らしきお爺(じい)さんに「おや、ひよこちゃん。また来てくれたのかい」と親しげに話しかけられている様子は、かなり頻(ひん)繁(ぱん)に足を運んでいる証拠に思えた。

　桜川さんは他にも、「ひよこはああ見えて野生児だから、鴫原君、頑張ってね」と言っていて、そこに込められた同情の意味を、俺はすぐに知ることとなった。

「子猫じゃないけど迷子の猫ちゃん～♪　あなたの名前はふふふんふ～ん♪」

　まずは外周から探していこうか、という俺の提案に「はーい！」と元気よく返事した朝日さんは、調子っぱずれに歌いながら散策路を一(いち)目(もく)散(さん)に駆け出した。

　駆け出した……駆け…………って超速い！

　スキップするような歩調なのに朝日さんはメチャクチャ足が速かった。

　時(とき)折(おり)足を止めては猫を探して茂(しげ)みに頭を突っ込んだりしているのに、全速力で止まらずに走る俺が全く追いつけない。

「どこですか～♪　ここかしら～♪　あれあれいにゃい～どこかにゃんっ♪」

「あ、朝日さん！　待って！　ペース……落として！　お願い！　……ぜえぜえ」

　なんなのあの子。見失わないようにするだけで精一杯だよ。

　そうして、御苑内の舗装路を走り続けていると、

「あっ！」と、朝日さんがなにかを発見したようで急停止。

「ど、どうしたの？　はあ……はあ……猫、いた？」

　俺の声に振り向いた朝日さんは、輝く笑顔で高い木の上方を指差した。

「見て！　ピーピー鳴く鳥！」

　そこにいたのは鮮やかな緑色をした一羽の鳥。

　多分メジロ……だと思うんだけど、それをピーピー鳴く鳥って……。好きなだけで知識は無いんだなぁ。

　しばらくメジロを観察して満足したのか、朝日さんは再び走り出した。疲(ひ)労(ろう)どころか息切れすらしてない。こっちは肺がもう一つ欲しいってくらいなのに。

　急ぐのはいいんだ。御苑の閉園時間は午後四時三十分。猶(ゆう)予(よ)はあまり無い。それまでに、探している猫自体か、せめて御苑内に猫が通ってきている証拠を見つけたい。

　酸素が欠(けつ)乏(ぼう)しつつある脳を動かしながら全力持久走を続けていると、前方、足を止めて大きな木を見上げている朝日さんが見えた。

「どうしたの……朝日さん……ぜえ……はあ……また、なんかの鳥がいた？」

「んーん。あのね、この木のテッペンまで上ったら、見晴らしがよくって猫ちゃんもすぐに見つかるんじゃないかなって思うの」

「この木に？　……無理じゃないかな。確かに高いけど、高すぎて登れないよ」

　近くの立て札に、ユリノキという木の名前が記されていた。見上げてみたところ、幹が太く、足場にするのに手頃な枝も少ない。

「だいじょぶ！　あたし、木に登ってセミとか捕るの得意だから！」

「いや、でも……って、セミ捕りなんかすんの？」

「するよー？　夏休みとかね、近所の公園で網なんか使わないでね、登っていって素手で、えいやっ！　って。最近はねぇ、色んなセミが捕れて楽しいんだ～」

　笑顔で言う朝日さんの言葉に、俺は前に見たニュースの特集を思い出した。

　近年、関西以南にしか生息していないはずのクマゼミが関東地方にまで北上してきているというケースを例に、地球温暖化により生態系に異変が起きている、と警(けい)鐘(しよう)を鳴(な)らすような内容の特集だったけど……。

　それを「色んなセミが捕れて楽しい」か。朝日さんらしいな。

「じゃあ、カズミーはここで待っててね！　すぐ登って見てくる！　なので！」

「なので？　……ちょ、ちょっと朝日さん!?」

　止める間もなく、朝日さんは木を登り始めた……って早っ！

　あっという間に中腹辺りまで登って行ってしまった。まさに野生児。

「き、気をつけて朝日さん！　足元注意！　……っげ!?」

「よっ、ほっ、えいっ！　だいじょぶだよぉカズミー！　……んー、でも、やっぱりもっと上に行かなきゃ見えないな～」

　見えてる！　はっきりと見えているよ！　朝日さんのパンツが！

　だ、ダメだ！　ここは紳(しん)士(し)として目を逸(そ)らすべきだ！　そうしよう！

　……そして数分後。

「よっと！　お待たせー。テッペンまで行ってきたけど、よく見えなかったよ」

　しばらくして降りてきた朝日さんと、俺は目を合わせられなかった。

　ごめんなさい朝日さん。よく見てしまいました。最後まで見てしまいました。俺は弱い人間です。紳士にはなれませんでした。変態紳士でした。

「どしたのカズミー？　顔赤いよ？」

「えっ、はっ、いえ、な、ななななななんでもないでふよ？」

「……あっ。もしかしてカズミー、あたしのパンツ……見た？」

　気　づ　か　れ　て　た　！

　どう考えても通報コースです。人生オワタ／(^o^)＼

「ふにゅ……ちょっと恥ずかしいけど、カズミーになら見られてもいいや」

「……はっ？」

　にへへ、と笑った朝日さんの頰は微(かす)かに赤く、すぐに走っていってしまった。

　遠くから「早く早くー！」と呼ばれるまで動けずにいたのは、通報されずに済んだという安(あん)堵(ど)感(かん)からか、それとも朝日さんのはにかむような笑顔に魅(み)入(い)られたからなのか、自分でもよくわからなかった。







　そんなちょっとした事件から三十分ほどが経(た)ち、俺の疲労が危険領(りよう)域(いき)に達しつつあったため、園内にいくつかある休憩所の一つで休憩することになった。

「んぐ……んぐ……んぐ……ぷはぁ！　くぅぅ～！　この一杯のために生きてる！」

「オッサンか。頼むからファンチで酔(よ)っ払(ぱら)わないでよ？」

　ちなみに、新宿御苑内では酒類は販売されていない。

　平日ということでか、休憩所の周囲に人の姿は疎(まば)らだ。一年を通して一番混雑するのは桜の季節らしい。五月の今ではすっかり散ってしまって、代わりに様々な品種のバラが咲き誇るバラ花壇が人気だ……と、パンフレットに書いてあった。

　ところで、おわかりいただけただろうか。俺と朝日さん、部活動の一(いつ)環(かん)とは言え、一緒に公園で遊ぶなんて完全に友達だよね。比較的自然に会話できているし……こりゃ、友情値が一気に跳ね上がるぜ。

　昨日までに六百ポイント近く溜まってるから、今日の分を足せば七百まで届くかも。レベルアップまであとちょっとじゃないか。ぬふふ。

「カズミーはね、もっとツッコミの練習をしたほうがいいと思うんだ！」

「……とっ、唐突にどうしたの？」

　おう、ちょっと脳内での計算に夢中になってたみたいだ。これはいけない。

　友情値はあくまでも仲の良さを数値化した〝指標〟にすぎないんだ。ポイントを稼ぐこと自体が目的になってしまわないよう、気をつけないとな。

「ツッコミの練習……？　って、なんのこと？」

「あたしね、お笑いとか結構好きなの。ＤＶＤとかも持っててねー」

　どうも自分のペースで話を進めがちな朝日さんに言わせると、俺のツッコミはまだまだ素人のレベルなのだそうだ。はあ、そーですか。

「ちくわ部で言うと、あたしってツッコミでしょ？　それで、みぃくんと理美ちゃんがボケね。だから、もう一人ツッコミできる人がほしかったの」

「え？　今のボケ？　ツッコんだほうがよかった？」

「え？　なんで？　普通に話してただけだよ？　ボケてないよ？」

　自分がツッコミ役であるという勘(かん)違(ちが)いそれ自体、朝日さんが天然のボケ役であることの証明だと思うんだけども。

「カズミーにはね、もっとツッコミ上手になってもらって、一緒にツッコミ役をやってもらいたいんだ。だから、ほら、今の内に練習だよ！」

　朝日さんはあくまでも真剣だ。今こそ凄くツッコみたい。

「それでは、ツッコミ授業をはじめます！　まず、あたしがボケてみるから、カズミーは普段どおりにツッコんでみてね」

「は、はあ……？」

「ここで面白い小話を一つ。二人の人が会話していました。――聞いたかい？　隣の家に囲(かこ)いができたってねぇ。――へぇ」

「……………………」

「駄目だよカズミー！　早くツッコまなきゃ！」

「ええええええ!?　今のボケてたの!?」

「ボケてたよぅ！　あそこは『ダジャレやないか！』とかツッコむんだよぅ！」

　いやいやいやいや！　普通に小話成立させられちゃったらツッコめないよ!?

　あの小話でボケるなら、例えば「へぇ」の部分を「あ、そう」とかにして「へぇじゃないんかい！」みたいにツッコませるのがセオリーでは!?

　それか最初に「隣の家に塀(へい)ができたってねぇ」って言って「ネタバレしちゃった!?」って感じにツッコませるとかさ！

「もう……。駄目だなぁ、カズミーはぁ」

　だらしない弟を見る姉みたいな目で見られた！

「うーん、これじゃあ練習してもあんまり意味ないかなぁ。カズミーにはもっと実戦経験を積んでもらったほうがいいかも。そーなるとぉ、あとは形かな」

「かたち？」

「ツッコミの基本的な形だよ。なんでやねーん！　って裏(うら)拳(けん)みたいに胸を叩くの。ツッコミ芸として極めてもいいし、まさに基本にして奥義だね！」

　そういう風に言うと、まるでツッコミがなにかの拳法みたいですね。

「じゃ、あたしにツッコんでみて。遠(えん)慮(りよ)はいらないから」

「へっ？　俺が、朝日さんに、ツッコミ？　その……胸を叩くの？」

「うんっ！」と答えて背を反らし胸を突き出す朝日さん。

　ぽりょりょんぽよんっ！

　この柔らかそうに揺れる球体を、叩く？

「ほらほら、早くぅ！」

　朝日さんは無邪気に急(せ)かしてくる。

　い、いいんだよね？　これはツッコミの練習だもんね？　いやらしい意味など全くない。むしろ、ここで躊躇(ためら)うことは朝日さんに対して失礼なんだ！

　俺は意を決して右手を上げた。そして、朝日さんの胸に狙いを定め――

　♪ピリリリリリリッ♪

「――なひょうっ!?」

「あれ？　カズミー、ケータイ鳴ってるよ？」

　俺は慌てて携帯電話を取り出した。桜川さんからの電話だった。

　一瞬、桜川さんには俺のしようとしたことが全てバレているのではないかと思った。

「すいませんでしたぁっ!!」

『……？　どうして謝るの？』

　怪(け)訝(げん)そうな声の桜川さんの用事は、猫の行方についての重要情報が入ったという連絡だった。そういや、俺たち猫を探しに来てたんだっけ……。

『みぃくんが最後に猫が目撃された場所を割り出した。それと、龍さんたちの聞き込みで野良猫の目撃例が多い場所も絞り込めたから』

　朝日さんは俺に体と顔を寄せて携帯電話の音声を聞いている。

『場所は新宿御苑。貴方(あなた)たちがいるところ』

　はうわ！　朝日さんの柔らかい部分が腕に当たっている！

『どうしたの？　今、変な声出さなかった？』

「い、いえいいえ!?　気のせいでわ!?」

『そう？　とにかく、貴方たちは捜索を続けて。あとで増(ぞう)援(えん)も送るから』

　短く告げると、桜川さんは電話を切った。

「そっか……猫ちゃん、御苑にいるんだね！　ガンバロ、カズミー!!」

「う、うん。でも、その前に少し離れてくれると嬉しいです……」

　名(な)残(ごり)惜(お)しくも朝日さんと体を離し、迷い猫の捜索を再開した。ほかのことに集中していないと、肌に残る朝日さんの温(ぬく)もりに意識を持っていかれそうだった。

　しかし、金髪の野生児を追いかけて園内を走り回り、体をクールダウンして集中しても、猫はなかなか見つからない。閉園時間は刻一刻と迫り、このままでは桜川さんの言っていた増援も、間に合うかどうか怪しいところだ。

　募(つの)る焦(あせ)りをリセットすべく、俺と朝日さんは、一旦、大(おお)木(き)戸(ど)門(もん)近くの休憩所で作戦会議を開くことにした。

　新宿御苑は広大である。特に西側の一帯は、舗装路が敷かれているとは言え樹木の多い森林。猫を見逃した可能性もある、と俺が意見すると、

「それはだいじょぶ。あたし、猫ちゃんがいたらニオイでわかるもん」

　そこはせめて気配と言ってほしかった。

　ツッコみたいのは山々だったが、信じることにする。野生児っぷりは本物だし。

　となると、猫がいそうな場所は、まだ探していない玉(たま)藻(もが)池(いけ)周辺ぐらいか。立ち入り禁止の菊栽培所に入り込んでいる可能性もあるか……？

「……なんか変」

　パンフの地図を見ながら思索する俺の横で、朝日さんが呟いた。

　その視線は休憩所の南方、玉藻池の近くの木に注がれている。

「……？　変って、なんにも見えないけど」

「カラスだよ。御苑に入ってからずっと、変だな～って思ってたんだけど……」

　かろうじてだが、枝に留まる黒い塊(かたまり)が見えた……ような気がした。

　言われなければカラスだとはわからない。俺の視力、裸(ら)眼(がん)で１・５なんだけど。

「あれ、凄く若いカラスだよ。ん～、いつもは大人ばっかりなのになぁ」

　この距離でそんなことまでわかるのか。

「はあ、若いカラスが。それ、猫と関係ありそうなの？」

「わかんない。でも……なんか気になる！」

　そう言って、朝日さんは弾(はじ)かれたように走り出した。

「朝日さん!?　え……えぇい！　ったく、なんだっての！」

　仕方なく俺も走って追い掛けるが、信じられないくらい速い。あんなに速く走れる人間を、俺は初めて見た。さっきまでの走り方は、俺がついてこられるように加減した走りだったのかよ。

　朝日さんは風を切ってというか、風を追い越すほどの速さで玉藻池に向かっている。

　そして速度を落とさぬまま散策路へと走りこんだ。玉藻池の周囲の散策路は舗装されていない。それでも朝日さんは全く速度を落とさない。

　池の東側から回り込み、南側の林へ向かっているみたいだ。

「カラス！」走りながら朝日さんが叫んだ。「アレ見て！　カラスが集まってる！」

　空を覆うように茂る枝(えだ)葉(は)の中、点々と黒い塊が見えた。カラスだ。

　視線を前に戻すと、遙か先に、自分の背の高さほどもある茂みに躊(ちゆう)躇(ちよ)なく突っ込んでいく朝日さんの、金色に光るポニーテールが見えた。続いて、俺も茂みへと飛び込む。顔面に蜘(く)蛛(も)の巣が引っかかり、枝に制服の袖(そで)が引き裂かれた。

「朝日さん！　待って！　どこに行くの！」

「カズミー！　こっちこっち！　こっちだよ！」

　声を頼りに茂みを掻(か)き分(わ)けて行くと、少し開けた場所に出た。枝葉に日光を遮られていて薄暗く、背の低い木々の隙(すき)間(ま)に、微かに玉藻池が見える。

　その手前、一(ひと)抱(かか)えもある大木の前で、朝日さんが座り込んでいた。

「あ、朝日さん……よかった。怪我とかしてない？」

「うんっ。それよりもホラ！」

　飛び跳ねるように立ち上がり、振り向いた彼女の腕に、

「みぃーみぃー……」

　か細い声で鳴く、愛らしい子猫が抱かれていた。

「この子だけじゃないよ。見て」

　朝日さんがどくと、そこには高い草に隠れるようにして、大木の根元に三匹の子猫がいた。コロコロとじゃれ合う子猫たちの傍(かたわ)らには親猫が――灰色と黒の中間みたいな曖(あい)昧(まい)な色の猫がいた。

　斉藤さんのたった一人の友達であり、太っていて動きが鈍(にぶ)いのが特徴の猫は、四匹の子猫を産んですっかり痩(や)せ細(ほそ)っていた。

「子猫がいたから、学校に来られなくなったのか……」

「赤ちゃんが心配で遠くまで行けなかったんだよ、ねー♪」

　朝日さんは抱いた子猫に話しかけるように言った。

　しっかし可愛い子猫たちだな。俺もモフってやろうと身を屈(かが)めたら、

「ふしゃ―――――っ!!」

　親猫に物凄い形(ぎよう)相(そう)で威(い)嚇(かく)された。シュッシュッと高速猫パンチを放ってくる。

　な、何(な)故(ぜ)だ！　朝日さんには黙って抱っこさせているのに！

　その時、遠くでカラスの声がした。なんか馬鹿にされたような気がする。

「ぬぐっ……。あ、あのカラスたち、まさか子猫を狙(ねら)ってるんじゃ……」

「んー？　珍しいだけじゃないかなぁ、子猫ちゃんカワイイし」

「珍しいって、カラスが物(もの)見(み)遊(ゆ)山(さん)でもするっての？」

「だって、猫ちゃんなんか食べなくても、エサたくさんあるでしょ？　親猫に反撃されて怪我しちゃうかもしれないし。そんな危ないことしないよ」

「都会のカラスはリスク計算するのか……」

　朝日さんは話しながら、腕の中の子猫を撫でていた。

「にゃーにゃー♪　子猫ちゃん～見つかって～よかったねぇ～♪」

　やがて、子猫は安心したように目を細め、そのまま眠ってしまった。

　ちょうどいい枕があったとでも言わんばかりに、朝日さんの胸に体を預けて。

　ああ、俺も猫になりたい……な、なんて思ってないんだからねっ！







　朝日さんにだけは懐(なつ)く猫たちを確保し、桜川さんに連絡を取った。

　それから、ちくわ部員、龍さんたち歌舞伎町三人組、それと斉藤さんも呼び、御苑の新宿門の前で集合することになった……のだが。

「お、お、お、おおおおっ!!　友よ……オレの友よぉ！　ひとりでガキ産むなんて、すげぇヤツだ！　心配いらねぇ！　一緒にオレが育ててやっからな！　よかった……生きてッくれて、ホンッ、とに……よかっ、ぐへばぁっ!?」

「五月蝿い。黙れ。そして帰れ」

　ひでぇ！　最後までひでぇ！　猫たちをまとめて掻き抱き泣き喚(わめ)いた斉藤さんは、みぃくんに蹴(け)っ飛(と)ばされ、そのままタクシーに乗せられて家に帰っていった。

「猫ちゃんたち、幸せになれるといいねぇ」

「心配いらんよ。斉藤の両親は、息子には秘密で猫カフェに通いつめるほどの猫好きだ。むしろ、これをきっかけに冷め切っていた親子仲が回復するかもしれん」

「お前、やっぱり全部調べた上で相談を受けたのか」

　みぃくんは「くくくっ」と意地悪そうに笑うだけで答えなかった。

「龍さんたちも手伝ってくれてありがとー！」

「……かまわねぇよ」

「まっ、なんつーの？　ドーシンに返んのも悪くなかったしな！」

「正直なとこ、あんまり役に立てた感じないしねぇ」

「そんなことないですよ、妃さん。今日はありがとうございました」

　などと、あくまでもさりげなく三人にお礼を言ってみたら、ギッと御三方の視線が俺に集中し、あ……俺、死んだな、と思った。

「そーいや、まだテメェと話してなかったなぁオイ。こっち見ろや。……ほーん、顔はそんなに悪かねぇな。……まあ!?　俺ほどではないけど!?　あはー！」

「そうねぇ、今はまだ可愛い系だけど、将来性ありそうだし……理美ちゃん。この子、成績とかはどうなの？」

「私は知らない。でも、いい人だとは思う」

「上の下と言ったところかな。悪くはない。どちらかと言うと理数系に強く、先週の数学の抜き打ちでは、クラスで三位の点数だった」

　ここは「なんで知ってんだ！」と、みぃくんにツッコむ場面だろうけど、無理です。なんか知らんけど、御三方にジロジロ観察されて動けない。誰か助けて。

「へー。なら、いいんじゃね？　キョーセイいらんっしょ。龍の兄貴はどうよ？」

　キョーセイってなんですか!?　どんな字当てんの!?

「……………………」

　龍さんが鋭い眼光で俺を射るように見た。ヤバイ。怖い。吐きそう。

「……陽子を」

　俺の頭を鷲(わし)摑(づか)みできそうなほどデカい両手で肩をガシッと摑まれ、

「陽子を頼む」

「はひゃひゃいぃ！　頼まれましたでございます！」

　全力で頭を下げた。命(いのち)乞(ご)いのつもりだった。

　すると、龍さんは、どこか寂しげに頷き、口の端(はし)を歪(ゆが)めた。おそらく、本人は微笑んだつもりなんだろうけど、幼児が見たら失(しつ)神(しん)しそうなくらい怖い顔になっていた。

　ところで、朝日さんを頼むって、どういう意味なんだろう？

　龍さんの顔が恐ろしくて聞き返せないまま、愛想笑いで誤(ご)魔(ま)化(か)す俺だった。







　歌舞伎町三人組とは新宿門の前で別れ、ちくわ部のみんなと学校に戻ると、午後の授業はとっくに終了していて、部室で鞄(かばん)を回収し、そのまま帰宅という運びになった。

「また明日ね～！」

「あ、うん。また明日！」

　駅での別れ際、ぶんぶぶんぶと手を振る朝日さんに、俺も小さく手を振り返す。

　また明日も会えるだろうという、無意識の確信があるからこその、別れの挨拶。

　いいなあ、こういうの……。

　帰宅すると、制服を汚した理由を母親に訊かれ、疲れていた俺は新宿御苑で鬼ごっこをしたという変な言い訳をしてしまい、母親に呆れられた。

　夕飯を食べ、そのあとは入浴だ。御苑中を走り回った疲労は深く、下手すると湯船に浸(つ)かったまま眠ってしまいそうだったので、シャワーで済ませた。

　だが、そのあと、部屋に戻ってすぐベッドに倒れこんだのはマズかった。

　早く眠って疲労を回復しろと迫る睡魔に襲われたのである。

　せめて昨日見忘れた週刊ボカランだけは見ておきたい……それにＦＦＦの日記も書かないと……けど……駄目だ…………眠い……………………Ｚｚｚ――




　日課である友情値の記録を怠(おこた)ったのは、この日が初めてだった。
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　華(か)宿(しゆく)高校の正門は、朝六時には開いている。

　防犯上問題がありそうな気もするが、俺にとっては都合がいい。早めに登校して通勤ラッシュを避(さ)けられるし、同級生たちが登校してくる前に教室の花(か)瓶(びん)の水を取り替えられるからだ。そんな場面を見られたら恥ずかしくて死んでしまうよ。

　というわけで、今日も俺が校門をくぐったのは朝七時前のことだった。

「～～～～～♪　～～～♪　～～～～～～～～♪」

　無人の昇降口に歌声を響かせながら、上(うわ)履(ば)きに履き替え教室へと向かう。

　俺は機嫌がよかった。

　昨日の疲れが筋肉痛として僅(わず)かに残ってはいるものの、睡(すい)魔(ま)に任(まか)せて早くに寝たのがよかったのか体調は良好、目覚めも爽(そう)快(かい)で、なにより今夜はニコ生で《私のアリスＰ》が新曲を発表する予定なのだ。テンション上げずにはいられない。

「～～☆　～～～～♪　～～～っ～～～っ～～～～～♪　……ん？」

　歌がサビに突入する直前、廊(ろう)下(か)の奥の人影に気づいた。

「おはよう！　随(ずい)分(ぶん)と早い登校だね！」

　大きな声で挨(あい)拶(さつ)してきたのは、みぃくんだった。

「またぞろ陰(かげ)に隠(かく)れての善行を積(つ)みに来たのかい？　マメだねぇ」

　駆け足で近づいてきての第一声がそれか。

「ほっとけ。そっちこそ、なんでこんな早くに？　なんか用事か？」

　恥ずかしかったので話を逸(そ)らすと、みぃくんは少し考えてから答えた。

「いや……うん。用事と言えば用事だが……」

　なんだろう。妙(みよう)に歯切れが悪いな。

「まあ、そんなことはどうでもいいじゃないか。それより、君はこれから教室に行くのだろう？　折(せつ)角(かく)だし、僕(ぼく)も同行しよう」

　そう言って、みぃくんは俺の腕に自分の腕を絡(から)めてきた。しかも体を密着させてくるものだから、肘(ひじ)の辺りに……その、みぃくんの胸が当たる。

「ちょ、なにしてっ！」

「はははっ！　可愛(かわい)いなぁ、和(かず)己(み)は」

　俺が声を上げると、みぃくんは笑いながら俺の腕を開放した。

　なんだよ、からかっただけか……。

　腕に残った柔(やわ)らかい感触にドキドキしながら、階段へ向かう。みぃくんも隣(となり)に並んでついてきた。何(な)故(ぜ)か楽しげだ。そんなに俺のリアクションが面白かったのか？

　華宿高校は、新(しん)宿(じゆく)駅まで徒歩五分という立地のせいか敷地面積が狭(せま)い。そのため校(こう)舎(しや)が縦(たて)に長く、一年生の教室はその最上階、七階にある。エレベーターもあるが、この時間はまだ動いていないため、階段で行くしかない。

「ところで和己。僕が貸したラノベは読み終わったかい？」

　階段を上り始めてすぐ、みぃくんが言った。

「借りたのは一昨日だぞ？　まだ三冊しか読んでないよ」

「二日で三冊なら十分早いじゃないか。それで、どの三冊を読んだんだい？」

　俺がタイトルを三つあげると、今度は感想を求められた。

「意外と面白かったよ。世界観とか設定が独特だし、主人公の年代が俺たちと同じくらいだろ？　だから共感を持てるところもあった」

　俺も流行チェックの一環で話題になった本やケータイ小説なんかはよく読む。それと父親の影響で読み始めたミステリーは、少年マンガに次(つ)いで好きなものだ。

　読み終わった三冊の中にはミステリー風の小説もあって、これがまた一般的なミステリーとは全然違う切り口で描かれていて、かなり面白かった。

「ふーん、僕にとっては君のその感想こそが意外だな。自分から貸しておいてなんだが、その三冊、僕は大して面白いとは感じていない。アニメ化もされた人気作ではあるがね。やはり、世(せ)評(ひよう)を指(し)針(しん)にしてラノベは読めないな……」

「は？　ちょい待て。みぃくんはラノベが好きなんじゃないのか？」

「ああ、好きだとも。僕は、こんなにもライトノベル(おまえ)を愛している。だから、時々、ライトノベル(おまえ)をメチャクチャにしてやりたくなるのだよ……！」

「そういうのはタイムクラッシュ爆心地とかでやれ」

「冗談だよ。僕が愛しているのはライトノベルじゃない。面白いライトノベルだ。と言うか、面白ければライトノベルじゃなくてもいい」

　理解できなくもない言い分だった。

　俺も「一番好きなジャンルは？」と訊(き)かれればミステリーと答えるが、じゃあ今まで読んだミステリーは全部面白かったかと言うと、そうでもない。

　逆に、ミステリー以外のジャンルの本でも面白いと感じることはある。

「僕がラノベを乱読しているのはさ、ラノベのメインターゲットが中高生だからだよ。僕だって高校生だから、面白いと思える作品と出会える可能性は、他ジャンルよりも多かろうと思っているんだが……。なかなかどうして、好みの作品との出会いは、まるで流れ星のように希(き)少(しよう)だ」

「それなら、事前にネットとかで調べてみれば？　俺は見たことないけど、書評サイトとか、あと『弐(に)ちゃんねる』にもラノベ板とかあるんじゃないの？」

「他人の意見なんぞ役に立つものか。密林のレビューを信じて何度痛い目を見たことか知れない。書評サイトも、運営している人間によって、やたら批判的だったり逆に甘かったりするだろ。君だって、大好きなボカロの動画についたタグに騙(だま)されたことくらいあるんじゃないのか？」

「そーそーこの前も【驚異的な中毒性】のタグがついてるからどんなもんかと思ったら、完全に《私のアリスＰ》のパクりで…………あ」

　慌(あわ)てて口を押さえても、出てしまった言の葉を拾(ひろ)うことは叶(かな)わない。

「くっくっく……やはり君、重度のボカロ中毒者だったか」

　隣でほくそ笑むみぃくんが、鎌(かま)を構えているように見えた。

「な、なななななんんんんんのののののこっこっこと、でででしょう？」

「誤(ご)魔(ま)化(か)すなよ。さっき『カブトムシにアイアンクローしたらタイムスリップした』を歌っていたじゃないか。大声で」

「聞いてたのか!?」

「《家の前でマンモスが寝込んでるＰ》の代表的な名曲だね。確か、今週のボカランで久しぶりに門番への返り咲きを果たしたんだったか。それが嬉(うれ)しくてつい口ずさむとは、可愛いすぎるぜ。僕を萌(も)え殺す気かい？」

　全部バレてる！

「ボカランチェックを欠かさず、あまつさえ学校でボカロ曲を口ずさんでしまうほどのボカロ好きだというのに、君は自分が非オタだと主張していたわけか」

「な、なんだよ、皮肉かよ！　別に、ニコ動くらい高校生なら見るだろ？」

「見るよ。見るだろうがね。しかし、お気に入りのボカロ曲を全てマイリス登録するためにプレミアム会員になった高校生は稀(まれ)なんじゃないか？」

「なんでそのことまで知ってんだ!?　……あっ！」

「ぷっ。ちょろすぎ」

　ぎゃああああああ!!　また引っかかったああああああ!?

「わ、悪いかよ！　普通だろ!?　お気に入りのＰごとにマイリスト作るくらい！　俺的神曲メドレー作って投稿するくらい！　つい市場のボカロソフト買っちゃうくらい!!」

「そ、そこまでしているのか……？」

　あれ？　今、俺、ドン引きされた？

「和己、鎌にかけたのは正直、悪かったよ。でもね、バレて困(こま)るような趣味でもないのに、どうして今まで隠していたんだい？」

　くそ、急に優しくなりやがる。コイツの本性はどこにあるんだ。

「俺が好きなのは歌なんだよ。才能溢(あふ)れるＰが作る曲と、ボカロの声が好きなんだ。でも、理解の無い人は、声よりもパッケージのアニメ風の絵に注目するだろ。だから、バレたらオタクだと思われるって……」

「なら、もう隠す理由は無いね。少なくとも、ちくわ部の中ではさ。僕もボカロ曲はよく聴くし、ひよりみコンビもそうさ。前に三人でボカロオンリーのカラオケをしたことがあるくらいにね」

　なにそれ羨(うらや)ましい。

「ふむ。君が自らをボカロ中毒者と認めるなら、喜んでお誘いするが」

「イエス！　俺はボカロ中毒者です！」

　俺は即座に認めた。一人カラオケも楽しいことは楽しいが、《ほぼ週Ｐ》の『私のカラオケ一曲目を聴けぇっ！』を必死で練習したあの時間を無(む)駄(だ)にしたくない。

　そうやって素直に生きるほうが楽だぜ、とみぃくんは笑った。

「ところで、今週のボカラン、気になる曲はあったかい？」

「え？　あー……個人的にはトップの『クロスオーバーの魔法』かな。五週連続三位以内キープまであと二週！　《私のアリスＰ》は俺も前から推(お)してて――」

　みぃくんと並んで階段を上っていく。話が弾(はず)むのに釣(つ)られるように、足が軽い。

　桜(さくら)川(がわ)さんとマンガの話で盛り上がった時のことを思い出す。好きなものについて誰(だれ)かと語り合えること、そばにいる誰かと同じ気持ちを抱(いだ)けること、それがこんなにも嬉しくて楽しいことだと、俺は知らなかった。

　ボカロをきっかけに、みぃくんとももっと仲良くなれるといいな……。

「へぇ、僕はたまにしかボカラン見ないからなぁ。チェックは有名Ｐが曲をうｐした週くらいかな。基本的に『歌ってみた動画』でしかボカロ曲聴かないんだよ」

「え？　『歌ってみた』でしか聴かない？　なんで」

「やはりボカロの合成音声には違和感があるだろう？　ボカロ楽曲というのは、人間が歌ってみることで初めて完成するのだと僕は思う」

　みぃくんの口から決して許せぬ暴言が飛び出し、喜びが霧(む)散(さん)した。

「は？　なにを言っちゃってんの？　完成とか未完成とか勝手に決めんじゃねーよ。お前馬鹿なの？　死ぬの？　人間の持つブレから解放されたボカロの声だからこそ曲が映えるんだよ。歌い手とそのファンは、ボカロやＰに対して常に敬意を持つべきだ！」

　怒りが高まりすぎて、自分でも驚くほど喧(けん)嘩(か)腰(ごし)のセリフが出た。

「はんっ！　いくら声がよくったって、人間様が調教してやらなければ、歌詞も聞き取れないような歌い方しかできないのではねぇ」

「調教じゃない！　調(ちよう)律(りつ)、もしくは調声って言え！」

「ボカロ厨(ちゆう)うぜぇ」

「なんだと!?　お前のほうこそ歌い手厨じゃないか！」

　売り言葉に買い言葉、互(たが)いを罵(ののし)るスラングに口論はヒートアップ。結局、教室に着くまで熱が冷めること無く、俺たちは言い合いを続けたのだった。

　教室で別れてからも、俺の怒りはなかなか収まらなかった。だって、みぃくんの主張は全く受け入れられるものじゃない。ボカロへの侮(ぶ)辱(じよく)だ。

　……だけど。

　不思議と、それがみぃくん自身への嫌悪には繋(つな)がらない。

　多分、みぃくんの「ボカロ曲が好き」という気持ちだけは、理解して受け入れることができたから……なんじゃないかな。

　ただ、その〝好き〟の形が俺とは違ったから、言い合いになった。

　そういうこと、なんだと思う。

　いや、それよりも……俺、かなり遠慮なく言いたいこと言ってたよな。今までなら、嫌われることを恐れて言えなかったようなことも、全部。

　それが「みぃくんになら嫌われてもいい」じゃなく、「みぃくんなら、この程度で俺を嫌うはずない」という無(む)根(こん)拠(きよ)の信用に起(き)因(いん)する行動だと、授業が始まったあとに気づいて、恥ずかしさで赤くなった顔を、俺は教科書で必死に隠したのだった。







　昼休みになっても恥ずかしさは抜けず、かと言って教室に残るのも嫌だったので、どんな顔をすればいいんだ、と悩みながら部室に向かった。

　ノブを摑(つか)んだまま数秒躊躇(ためら)い、思い切って扉を開ける。

「やっほー、カズミー☆　Ｇビット・キャメロン！」

「……なにやってんだ、お前」

　髪をシュシュでポニーテールにまとめたみぃくんに出迎えられた。

「ひよの真(ま)似(ね)だよ。結構似てるだろう？」

　みぃくんは朝の口論の余(よ)韻(いん)など微(み)塵(じん)も引きずっていないようだった。

「ポニーテールと言えば、やはりうなじの露(ろ)出(しゆつ)こそが重要だ。ほら、どうだい？　和己も思わずむしゃぶりつきたくならないか？」

　笑みを浮かべながら髪を持ち上げ、処女雪のように白いうなじを見せつけてくる。

「俺が、なる、って答えたらどうすんだよ？」

「通報する」

「完全にハニートラップですよねそれ！」

　全く平常どおりのみぃくんに呆(あき)れていると、ひよりみコンビがやって来た。

「おっひるごはん～♪　……ってわあ!?　あたしがもう一人いるよ理美ちゃん！」

「ひよこの２Ｐカラー？　それにしては胸が小さすぎるけれど」

「……よろしい、ならば戦争だ」

「みぃくん、声のトーンが全然シャレになってないぞ。つーか目が怖い」

　そして、楽しい昼食が始まる。

　入部してから今日で五日。俺は早くも便所飯の作(さ)法(ほう)を忘れつつあった。

　その代わりに、部員たちとの楽しい思い出を覚えていけることが、とても嬉しい。







　さて、放課後。ＨＲ(ホームルーム)が終わると、俺は急いで部室に向かった。

　なんで急ぐのかと言うと、最近、妙にクラスメイトの注目を浴(あ)びているような気がしているからだ。ちくわ部に入ったせいだろうな、やっぱり。

　ひよりみコンビは学内の有名人だし、最初の相談者である佐(さ)々(さ)木(き)さんがクラスや吹(すい)奏(そう)楽(がく)部(ぶ)で宣(せん)伝(でん)してくれているらしく、少しずつその存在が知られてきたのだと思う。

　そうそう、その佐々木さんなんだけど、彼氏ができて明るい性格になったと校内での人気がさらに高まったそうだ。裏の事情を知る俺としては複雑なのだけどね。

　部室に着くと、女子三人がパソコンを囲んでなにやら盛り上がっていた。

「見て見てカズミー！　斉(さい)藤(とう)くんが子猫の写真送ってくれたんだよぉ～！」

　はしゃぐ朝日さんの肩越しに画面を覗(のぞ)き込(こ)む。

　そこには、無(む)邪(じや)気(き)にじゃれ合う四匹の子猫の画像が表示されていた。

「うわ、なんじゃこら……か、かわいぃ……」

　思わず気の抜けた声が出た。下(へ)手(た)すると鼻の下も伸(の)びてるかもしれない。

「ふっ……そういう君のほうが可愛いよ、和己」

「いや、そういうのいいから」

「ね～！　可愛いよね～！　ほら、こっちも！　お母さんのおっぱい吸ってるとこ！」

　おっぱいと言われ、つい朝(あさ)日(ひ)さんの胸元に目が……向いてないヨ？　ホントダヨ？

　斉藤さんから送られてきた写真は五十枚もあった。

　添付されていたメールには、ちくわ部への感謝と、猫を飼うのをきっかけに仲(なか)違(たが)いしていた両親と復(ふく)縁(えん)できた旨(むね)が書かれていた。どんだけ猫好き一家なんだよ。

　まあ、この写真を見ていればメロメロにされてしまうのもわかる。普段は感情を表に出すことの少ない桜川さんまで、頰(ほお)を朱(しゆ)に染めて画面に見入っているのだから。

　なんだか、今日はこのまま子猫写真の観賞で部活が終わりそうだな――と、そう思った時、扉のほうでコンコンという音がした。

「ん？　なんだ今の音？　なんか落ちたか？」

「なに言ってんだい。ノックだろ。……どうぞ、入ってくれ！」

　一人の女子生徒が部室に入ってきて、俺を含めたちくわ部員は揃(そろ)って――

「ちぃーっすぅ。……アンタら部員？　ここって悩み相談とかしてんしょ？」

　一言で言うなら『ぽかーん』とした。

「……仰(おつしや)るとおりだよ。ようこそ、我がちくわ部へ」

　一足早く通常モードに復帰したみぃくんが女子を促(うなが)し、桜川さんにお茶を出すようにと指示を出した。それを聞いて、ようやく俺も思考が回り始めた。

「ってかさぁ、四階とかマジありえないんですけど。アタシちょ～疲(つか)れたし、早く飲みもん出してくんなぁい？　あ、ただの水とか出したらブッコロスから」

　ぎゃ……ギャルだ。

　座るや否(いな)やネイルをチェックし始めた女子は、絵に描いたようなギャルだった。やたら巻きまくりの茶(ちや)髪(ぱつ)に、重(かさ)ね貼(ば)りしたツケマ、ファッションだけでなく仕(し)草(ぐさ)や声までもが渋(しぶ)谷(や)辺りに生息しているギャル種そのものである。

　俺は現役高校生なわけだが、ここまで典型的なギャルは見たことがない。昨日の典型的不良こと斉藤さんといい、どこか胡(う)散(さん)臭(くさ)いぐらいに典型的だ。

「あに見てんだよ？　先(せん)輩(ぱい)に対してレーギなってなくね？　こっちは二年だっつの」

「え。す、すみません。先輩だって気づかなかったもので」

　俺の謝り方が気に障(さわ)ったのか、ギャル先輩は不機嫌そうな顔をしたが、桜川さんが紅茶と一緒に武(ぶ)士(し)家(や)のシュークリームを出すと瞬(またた)く間に機嫌を直した。

「あたし、竹(たけ)下(した)来(らい)夢(む)ってんだけど。……あ、言っとくけど、竹下先輩とか呼ばなくていいから。特にそこのオスは呼ぶんなら来夢様ね。きゃはははっ☆」

　お、オスだとう？　くそっ……心の中では呼(こ)称(しよう)をギャル先輩で固定してやる。

「こー見えても部長やってるワケ。そこのオス、どこの部か当ててみ」

　指差し指(し)名(めい)で訊かれたが、わかるわけがない。ってか、なんで俺に訊く？

　俺が答えに窮(きゆう)していると、

「えぇ～わっかんないとかマジヤバくねぇ？　ヒントとかあげようかぁ～？」

　う…………うっぜえええええええええええ!!

　なにコイツ、ウザい！　俺にばっか絡んでくるとこも、見下しきった笑顔も、なにもかもがウザいウザすぎる！

「マジわかんないとか、ちょーダサいんですけどぉ。ぷぷぷっ。まあ？　アタシも暇(ひま)じゃないしぃ？　教えてやんのもヤブサカじゃないってーかー？」

　腹立たしい笑顔を浮かべながら、ギャル先輩は小物がジャラジャラついた鞄(かばん)から一冊の冊子を取り出した。

「これ、アタシんとこの部誌だから。『コスプレ同好会』って部やってんの」

「ほほう？　続けて」

　みぃくんが急に身を乗り出し、桜川さんも相談者をガン無視して読んでいた文庫本から視線を上げた。

　一瞬、二人の目が輝いたように見えたのは気のせいか？

「今度『まかレン』のオンリーに出んだけど、レイヤー呼ぶって従姉(いとこ)と約束しちゃってさぁ？　だからアンタたち、コスプレして出てくんない？」

「わかった。詳しい日時を教えてくれ」

　みぃくんは笑顔で頷(うなず)き、ギャル先輩から部誌を受け取った。

「ちょぉっ!?　ま、待て待て待て待て待って!!」

「なんだ和己、騒(そう)々(ぞう)しいな」

「みぃくんは一体なにがわかったの!?　俺は全然全くなに一つわからなかったよ!?　単語の意味自体がすでに不明だし！　説明求む！　せ、つ、め、い！」

「はあぁ？　ちょーめんでぇんですけど。つーかテメ頭悪くね？」

　俺を小馬鹿にしきった表情を浮かべながら、ギャル先輩が面倒くさそうに一から説明してくれた。あざーす（#^ω^）ﾋﾟｷﾋﾟｷ

　まず、ギャル先輩が部長を務(つと)める『コスプレ同好会』について。

　その名のとおりコスプレ――コスチュームプレイを楽しむ部である。略称はコス同。主な活動は、アニメやマンガのキャラのコスチューム（コスと略す）を作ったり、それを着てコスプレイベントに参加したりすること。

　それで、次は来週の日曜日に行われる同人誌即売会に参加する予定らしい。

「和己、流石(さすが)に同人誌即売会はわかるよな？」

「アマチュアのマンガ家が集まって、自分の作品を売るんだろ？」

「大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)に言えばね。詳しいことはググってもらうとして、同人誌即売会にはいくつか種類があるんだ。その一形態がオンリーイベント。今回の場合は『まかレン』というアニメを取り扱った同人誌やグッズのみが頒(はん)布(ぷ)されるということだね」

『まかレン』というのは『それは魔術と科学のレクタングル』の略だ。ネットでも話題になっているから、タイトルだけは俺も知っている。

　同人誌を売るイベントでコスプレするということに違和感を覚えたが、みぃくんによると珍しくはないとのこと。ただ、コスプレ不可の同人誌即売会もあるという。

「オンリーイベントでは、コスプレも同じ作品に関連するものでなくてはならない。つまり、今回は『まかレン』のコス限定になる」

　以上の説明で、オンリーイベントとやらのことはわかった。

　だが、ちくわ部に相談に来たということは、ただ参加するだけじゃないんだろう。

「アタシのブッスい従姉がさ、そのイベントの主催者やってんの」

　ギャル先輩の従姉は同人誌を作るサークルのリーダーで、今度のイベントは、彼女のサークルを中心とし、複数の大手サークルが合同で開催するものなのだそうだ。

　イベントにコス同が参加すると決まった時点では、なにも問題はなかった。

「あのブス女、打ち合わせン時に突(つ)っかかってきたんだよ！　ちょームカ！　あんなこと言われりゃ黙って引き下がれるわけねーじゃん！　そうでしょ!?」

　感情的になったギャル先輩の言い分を要約すると、従姉と大喧嘩してしまい、その時に売り言葉に買い言葉で、イベントに五人のレイヤー（コスプレイヤーのこと）を呼ぶと口約束してしまったのだそうで。

　ギャル先輩と従姉は基本的には仲良しらしいが、とある一点に限り対立しており、それはもうVIPPERとニコ厨くらい相(あい)容(い)れがたい対立なのだとか。

「だって『まかレン』は光(こう)太(た)×簓(ささら)が究極とか言うんだよ？　簓×光太の襲い攻めからの健(けな)気(げ)攻めが至高だってのに、なんもわかってねーんだよ！　だいたい昔っからあの女はさあ……！　天(てん)井(じよう)と床なら天井が攻め、とか言い出した頃から頭おっかしーんだっつーの！　床が攻めに決まってんしょ!?　ねえ!?」

「はい？　あの、意味が……コータカケルササラ？　なんかの呪文？」

　少なくとも、コスプレとはあんまり関係なさそうな対立だな。

　意味不明なギャル先輩のセリフに反応したのは意外にも桜川さんだった。

「彼――鴫(しぎ)原(はら)君は、攻めだそうよ」

「はっ？　ありえなくね？　どー見ても受け顔じゃん」

　ウケガオってなに？　アサガオの仲間？

　よくわからんが、なにか途(と)方(ほう)も無く失礼なことを言われているような気がした。

「ふむ。僕としては、攻めの和己もそれはそれでアリだと思うがね。……話を戻すが、おおよその事情はわかったよ。しかし、僕の知る限り、コスプレ同好会の部員数は十二名、呼ぶと約束したのはレイヤー五人だろう？　何故、僕らに相談を？」

　みぃくんの指(し)摘(てき)に、ギャル先輩は驚くべき答えを返した。

「無理。ウチの同好会、マトモにコスプレできんのアタシだけだし」

　コスプレ同好会という名称は、自分が部長になってから無理やり変えさせたものなのだと、ギャル先輩は語った。もとは漫画同好会という名称だったらしい。

　マンガも描けるギャル先輩は、昨年に漫画同好会に入部したものの、やはり一番好きなのはコスプレだった。そこで、二年に上がってすぐ、三年生の部長を強引に引退させて部長の座を奪(うば)うことで、コスプレ部に作り替えてしまったのである。

　そのため、今のコスプレ同好会は名ばかりなのだとか。なんつー理由だ。

「漫画同好会ってさ、五年くらい前に漫研から独立したのよ。女子のための漫研を作ろうっつって。だから部員は女子だけ。居心地はいいし、コスにも抵抗なく付き合ってくれんだけど、従姉を見返すには、超すげーレイヤーが必要なワケ」

　あれ？　ギャル先輩、なんか普通の喋(しやべ)り方になってない？

「だから、アンタたちに頼みに来たのよ。朝日陽(よう)子(こ)と桜川理(り)美(み)に」

　ああ、なるほど。ひよりみコンビは、校内限定だが、話題の美少女コンビだ。きっとアニメキャラのコスを着ても映(は)えるに違いない。いい目のつけどころだ。

「そうか、そういうことだったか。……しかし、竹下先輩。レイヤーは五人揃っているのに越したことはないのだろう？」

「当たり前。アンタたち四人とアタシ、合わせてちょうど五人。これなら従姉を見返せる。どう？　頼まれてくれる？」

「お忘れなく。説明してもらう前に承知していたよ。ひよと理美も構わんね？」

「いいよ～。あたしも『まかレン』好きだし。コスプレかぁ。なにがいいかな。やっぱり布(ふ)津(つ)来(らい)ねえさん？　理美ちゃんは咲(さく)耶(や)ちゃんやってよ。絶対似合うから！」

「そうね。……竹下さん。コスの調達はどうなっているの？　市販？　オーダー？　それとも自作？」

「自作。でも、正直言って間に合うかわからないのよね。作り始めた時期が遅かったし、レイヤーも決まってなかったから。それに、来週から中間考査でしょ？　これからアンタたちに合わせるとなると、かなりディテール落とさなきゃ無理かも」

「それなら私に作らせて。経験がある。それに、ひよこたちに手伝ってもらえれば五着でもギリギリ間に合うと思う」

「マジで!?　すっごい助かる！　私が着るレンのコスは自分で仕上げるから、あとの四人分頼める？」

「まかせて。必ずイベント当日に間に合わせる」

「おお～！　燃えてる！　理美ちゃんが燃えてるよ！」

　女子らが一(ひと)頻(しき)り盛り上がり、ついには立ち上がったみぃくんが宣言した。

「よしっ！　それではこれより、ちくわ部とコスプレ同好会の合同部活を始める！　目指すは来週日曜日『まかレン』オンリーイベントだ！」

「「「おぉ～～～!!」」」

　トントン拍(びよう)子(し)に話が進んでいく。……俺を置き去りにして。

「あのぉ～……。ちょ、ちょっと待ってもらえますか？」

　手を上げて控(ひか)えめに発言すると、女子らの視線が俺に集まって少し怯(ひる)んだ。

「ま、まさかとは思うけど、そのコスプレってのは、俺もやらなきゃダメなの？」

「当たり前だ。話を聞いていなかったのかい？　レイヤーは五人必要なんだぜ？　竹下先輩と僕らちくわ部の四人。君が抜けたら足りなくなるだろ」

「そ、そんな！　だだだって、おお俺コスプレなんかしたことないぞ!?　だっ、大体その『まかレン』とかいうアニメだって観たことないし！」

「それはこれから観て勉強をしてもらう。キャラを理解していないコスは邪道だから」

　瞳(ひとみ)に炎を秘めた桜川さんが、テーブルに身を乗り出して迫ってきた。

「ちっ近い！　顔近い！　ってか、なんで桜川さんはそんなに燃えてるの!?」

　抵抗した。俺は精一杯抵抗した。

　コスプレなんてできない、俺じゃ衣装やキャラが死ぬ、と。

　しかし、桜川さんは変なスイッチが入ってしまったようで話が通じず、ギャル先輩には素敵な笑顔で「逃げたら、殺しちゃうぞ☆」と脅(おど)され、しまいには朝日さんの噓(うそ)泣きに泣き落とされた。泣きたいのはこっちだ。

　最後にみぃくんが言った。

「ま、女装じゃないだけマシだろう？」

「ことによっては女装させられてたの俺!?」

　よかった……『まかレン』に男キャラがいてくれて本当によかった……！







　踊り場の広い窓から茜(あかね)色(いろ)が差し込んでいる。眺(ちよう)望(ぼう)は夕暮れに染まる新宿の摩(ま)天(てん)楼(ろう)。

　階段を上っていた俺は、その景色に足を止め、しばし見入った。

　ちくわ部の女子たちは今頃コスプレ同好会の部室だろう。打ち合わせのついでに型紙や資料を受け取りに行ったのだ。

　コスプレ衣装にもアニメにも詳しくない俺が同行しても役には立たないし、知らない女子が十二人もいる部屋に足を踏み入れたりしたら緊張で心臓が止まるかもしれないので、辞(じ)退(たい)させてもらった。

「そうね。鴫原君には、衣装作りの手伝いよりも、アニメを観てキャラへの理解を深めてもらったほうがいい。部室のＤＶＤを持ち帰って観ておいて」

　という桜川さんの命で、俺の鞄には『まかレン』全二十五話分のＤＶＤが詰め込まれている。製品版ではなく、みぃくんが部室で個人的に録画したものだ。

　本校舎の階段を上りきり、七階へ到着。今、俺が向かっている先は教室である。

　部室でＤＶＤを入れるために鞄を開いた際、忘れ物に気がついたのだ。

　世界史のノート。多分、急いで教室を飛び出したせいだな。

「朝寝坊して～♪　遅刻しそうだけどＰＣ立ち上げ～♪　本スレを見る～♪　思い切って～デカリボン～♪　それなんてハク？　って訊ーかーれたーくてー……」

　大好きなボカロ神曲の神替え歌を口ずさみながら教室の扉を開ける。

　その瞬間、俺は自分が溶(と)けてしまいそうだと思った。

「……？　あ、鴫原くん」

　息が詰まｑあｗせｄｒｆｔｇｙふじこ！

「とっ!?　と、ととととと朱(と)鷺(き)園(ぞの)さん!?」

　体操服を着た朱鷺園優(ゆう)子(こ)さんが、夕日の差し込む教室に佇(たたず)んでいた。

「ぷっ、なになに？　お化けにあったみたいな顔しちゃって」

　笑った……微笑(ほほえ)んだ……だと……？　俺に、朱鷺園さんが、微笑を……！

「とっ朱鷺園さんこそ、どうして教室に？」

　惑乱しながらも普通に声を出せたことに自分でもビックリだ。

　ちくわ部の活動を通して知らない間にコミュ力がレベルアップしていたのか。

「あ、その、忘れ物しちゃって。しかも、来週から試験なのに教科書を……ね。バレー部の友達と試験のこと話してて思い出したんだ。部活があって助かったって思ったのなんて、初めてかも」

　照れ臭そうに頰を染めて笑う、朱鷺園さん。彼女に見(み)惚(と)れる、俺。

「鴫原くんは、どうして？」

「え、あ、いや。俺も、部活で残ってて、それで忘れ物に気づいて……ははは」

　君と同じ理由さ、俺たち気が合うみたいだね……というセリフは封印した。
















「部活？　それって、ひよりみコンビと同じ部の？」

「あ、朱鷺園さんも二人のこと知ってるんだ」

　別におかしなことじゃない。あの二人は学内限定で有名人だし。社交的な朱鷺園さんなら、二人と友達であっても不思議でないくらいだ。

　ひよりみコンビの話題なら違和感なく朱鷺園さんと話せるかも……と企(たくら)んだ俺だったわけだが、朱鷺園さんの表情は曇(くも)った。

「鴫原くんは、桜川さんたちと特別仲良かったりするの？」

「特別ってほどかはわからないけど……うん、仲は良好、だと思う。って言っても、まだ面倒を見てもらってるって感じかな。俺、新人だし」

　友情値はそこそこ溜(た)まっていて、もうちょっとで友情レベル一になる。出会って数日ということを考えれば驚異的と言っていい。

　それを根(こん)拠(きよ)に答えたのだが、朱鷺園さんはさらに俯(うつむ)いて、

「そっか……」と呟(つぶや)いたきり、押し黙ってしまった。

　ようこそ沈黙。おいでませ気まずさ。

　陽気なギャグで盛り上げることさえ躊躇わせる空気。

　ジッとそれに耐えること数分。いや、十数分だったかもしれない。

　どうすればこの空気を払(ふつ)拭(しよく)し会話を再開できるか、俺が必死で考えていると、

「あの、鴫原君！」

　朱鷺園さんがキッと顔を上げた。

　真剣な目で見つめられ、心臓の鼓(こ)動(どう)が跳ね上がった。

「はいっ？　な、なんでしょう？」

「あ、あのね……わたっ……わたしはっ――」

「ユウ～？　早く戻んないと先輩に怒られるよ～？」

　教室の外から女性の声が聞こえた。朱鷺園さんのバレー部の友達かな？

「あわっ……えと…………」

　朱鷺園さんは逡(しゆん)巡(じゆん)するように、俺と教室の扉との間で視線を往復させ、

「ごめん！　わたし、行くね！」

　叫ぶように言い、机から教科書の束(たば)を引き抜いて、教室から飛び出して行った。

　残された俺は戸(と)惑(まど)うしかない。

　……ところで、朱鷺園さんが持っていった教科書の束なんだが。

　なんか、錯(さつ)覚(かく)でなければ主要教科ほぼ全ての教科書が揃っていたように見えた。

「まさか、あれ全部が忘れ物……？」

　人当たりがよく、クラス委員も務める朱鷺園さんが、意外にも学業の成績は控えめに言っても悪い、ということは俺も知っていた。

　その原因は、重度のドジっ子だったから、か。

　欠点とも言えるけど、恋の病に罹(り)患(かん)中(ちゆう)の俺は、それすら可愛いと思えてしまった。




　５月12日　土曜日




　華宿高校は週休二日制だ。なので、本日土曜日はお休み。

　遊ぶ相手もいない俺の休日と言えば、テレビや雑誌で最新の流行をチェックし、作業用ＢＧＭを聴きながら勉強し、各ニュースサイトと弐ちゃんまとめサイトを見回り、ニコ動でマイリス巡回し、たまにゲームをやり……まあ、大体そんな感じだ。

　買い物なら下校時に済ませればよく、密林という頼りになる相棒もいるから、休日に出かけることなど滅多にない。

　昨夜もそのつもりで、休みの内にチェックしておきたい動画を整理していたのだが、コワンコが午前零時くらいを知らせた頃、桜川さんからメールが来た。

『明日、コスの材料を買いに行くから手伝って。待ち合わせは、午前十一時に、新宿アルタ前の広場で』

　部活仲間との買い出しという魅力的なイベントを回避する選択肢など俺には無かった。

　そして今、俺は新宿駅東口はアルタ前の広場にいる。

　生まれて初めてだ、両親以外の誰かと待ち合わせするなんて。それ以前に、非血縁者と一緒に買い物ということ自体、初めて。初めてづくし。

　吐きそうなほどの緊張を堪(こら)えながら時計を見ると、午前十時四十分を指していた。広場に着いたのは十分くらい前だけど、流石に少し早かったか。

　休日とあって人の多い新宿。雑(ざつ)踏(とう)を行く人々を眺めながら、待つこと十五分。

「おぉーい！　カッズミィー!!」

　駅のほうから陽気な声がした。俺だけじゃなく、広場にいた人々も一斉に声のしたほうへ顔を向けた。そして多分、目を奪われた。

　太陽みたいな笑顔を浮かべて走ってきた少女は、右手の親指で自分を指し、

「あたしやでっ☆」

「お、おはよう、朝日さん。ホントにお笑い好きなんだね、ははは…………」

「うんっ！　原(はら)西(にし)さんのギャグを全部マスターするのが今の目標なの！」

　それはやめとけ。色んな意味で。

「おはよう、鴫原君。今日はありがとう」

「あ、桜川さん。おはよう。どうせ暇だったし、呼んでくれて嬉しかったよ」

　桜川さんは休日でも涼(すず)やかだ。五月とは思えない強い日差しも平(ひれ)伏(ふ)すだろう。

　その代わりなのか知らないが、俺に向かって周囲の人々（特に男）の視線が突き刺さるのを感じて冷や汗が出てきた。

　はたから見たら『冴えない男（俺）が二人の美少女を侍(はべ)らせているの図』に見えているのかもしれない。そりゃ気に喰わないよな。俺も逆の立場だったらすぐにケータイを取り出し『呪い殺す　方法』というワードで検索をかけていただろう。

「二人とも……その、私服のセンスいいね。か、可愛いと思うよ」

「ありがとー。あのね、この服も理美ちゃんの服も、あたしが選んだんだぁ」

　スカートを摘(つま)み上(あ)げ、ニヘラと笑う朝日さん。

　朝日さんが見立てたという二人の私服は、おしゃれ偏差値ぶっちぎりだった。『女性はまず褒(ほ)める』との雑誌からの教えを実(じつ)践(せん)しようとした俺が、どこから褒めればいいのか迷うほどに。

「えーっと……よく似合ってるね、そのマキシ丈ワンピ。ゆるふわコーデで、いつもの制服とギャップを出してるんでしょ？　でも、デニムジャケットと合わせて朝日さんの活動的な印象も殺してなくて凄いね。……あ、そのワンピ、よく見るとレースなんだ。定番のガーリースタイルを上手くアレンジしてるなぁ」

「へ？　ガリ？　……むふふ、生(しよう)姜(が)は着れんやろぉ～。おもろいやないかぁ～。腕あげたなぁ～。チッチキチー」

　――!?

「ガリと違うから！　ボケてもいないから！　あと、その『チ』のシールいつの間に貼ったの!?　ってか、こだま師匠のモノマネうまっ！　若(じやつ)干(かん)引いたよ!?」

　まさかベテラン漫才師の鉄板ギャグで返されるなんて！　雑誌から学んだ俺の褒め殺し戦法が通用しないだと!?　この天然、ファッションセンスまで天然か！

　くっ、き、気を取り直して……。

「さ、桜川さんはボーイッシュスタイルなんだね。スキニーデニムでスレンダーな体型が強調されてて、その黒レザージャケットも白い星のマークがセンスいいし、制服姿よりもずっと大人びて見えるよ。髪を上げてるのも服に合わせたのかな？」

「いいえ。コスの素材を選ぶ時に邪魔だから結ってるだけ」

　ザ・合理的！

「それと、このジャケットはレザーじゃない。フェイクですらない。あと、星のマークは私が自分でつけたものだから。イメージはブラック★レインシーカー」

　ザ・倹(けん)約(やく)的(てき)！　ついでにオタク的！

　女性ファッション誌の知識は、この二人には全く通じないというのか……。

　かく言う俺の服装は、男性ファッション誌のコピーである。しかも、手持ちの服の中から似た雰(ふん)囲(い)気(き)のを選んだだけで、コピーとしても中(ちゆう)途(と)半(はん)端(ぱ)。美少女二人と釣り合わないにもほどがあるってもんだ。

「……もう十一時回ったみたいね。行きましょう」

　これまた趣味のいい腕時計（きっと朝日さんが選んだやつだ。やっすい雑貨屋とかで）で時刻を確認した桜川さんを先頭に、アルタのほうに向かう。

「コスプレ衣装の材料を買うって言ってたけど、どこに行くの？」

「タカダヤだよ。すっっっっっっごいたっっっっくさんの生地とか売ってるの」

　桜川さんの補足説明によると、タカダヤというのは大型の手芸用品店らしい。その本店がアルタのすぐ近くにあるのだそうだ。

「本店は生地館と服(ふく)飾(しよく)館とがあって、服を作るために必要な物はほとんど揃えられる」

　手芸用品店に行くなんて初めてだから、イマイチ想像できないが。

　アルタ横の道に入り、数分も歩かぬ内にタカダヤに到着。

　細い路地を挟むようにして、生地館と服飾館が向かい合って建っている。

　桜川さんが先導し、まず生地館に入った。

「うわ、すげぇ……！　なに、これ全部生地なの？」

　館内は様々な色・柄(がら)の生地で埋まっていた。生地で作られた原色の海とでも言うべきか。多すぎて建物の外に溢れているくらいだ。

「ここの建物は上の階も全部が生地だらけ？」

「そう。地下一階から五階まで、全て生地」

　全六フロアが生地で埋め尽くされてんのか……タカダヤ、パネェわ。

　それにしても、服に使われる生地ってこんなに沢(たく)山(さん)の種類があるんだな。デニム、サテン、ウール、リネンなんかが、素材ごとに分けて陳(ちん)列(れつ)されている。アムンゼンとかタニポンとか、そんな聞いたこともない生地まで。

　この大量の生地の中から、コスに合う生地だけを探すなんて、できるんだろうか。

「ひよこと鴫原君は少し待ってて。見当をつけてくるから」

　桜川さんは鞄から大学ノートを取り出し、鼻息荒く生地の海へと消えていった。

「がんばってねぇ～」

「いや、いいの？　桜川さん一人に任せちゃって」

「あたしたちが一緒でも意味ないよ。見分けつかないし。それに、生地選びってコス作るのに一番大事なとこだから、集中したいんじゃないかな？」

「桜川さんって、前にもコスプレ衣装を作ったことあるの？」

「もっちのロン☆　イベントに出たこととかはないけど、休みの日に二人で着せ替えごっことかして写真撮ったり」

　なんて乙女(おとめ)なごっこ遊び。

「でも、それよりは舞台衣装のほうが多かったかなぁ。理美ちゃん、中学校で演劇部に入ってたから。小道具とかもよく作ってたみたい」

「ああ。じゃあ、アクセ作りもその延長上なのかな」

「ちゃうねん☆　服とかアクセ作るのが好きやったから、演劇部に入ったんやでー」

　中途半端な関西弁にツッコむのは負けな気がするから放置するとして。

　桜川さんは完全な趣味として楽しんでるってことか。

　母親が服飾関係の仕事をしているそうだし、その影響もあるのかな。

「ところでさ、俺、コスプレとかよく知らないんだけど、みんな自分で衣装作るの？」

「んー？　自作じゃなくても、市販とかオーダーとかもあるよ？」

　コスプレ衣装を手に入れる方法は主に三つ。自分で作るか、メーカーが市販している既(き)製(せい)品(ひん)を買うか、こういうキャラの衣装を作ってくれとオーダーメイドするか。

　一番お手軽なのは既製品を買うこと。オーダーメイドも、ネットでの注文を受け付けている会社もあり、ハードルは下がったという。ただし、金はかかる。

「自作は技術や経験も要るから最近減ってきてるみたい。でも、市販とかオーダーだと自分のイメージが完(かん)璧(ぺき)に再現されてないこともあるし、自作なら凄(すご)く細かいところまでこだわって作ることもできる。それに、自分だけの衣装なら愛着も湧(わ)くでしょ？　なにより、自作なら腕次第で安くあげることもできる……って、理美ちゃんが言ってた」

　最後はやっぱそれかい。

　朝日さんのコスプレ講義を拝(はい)聴(ちよう)していると、桜川さんが戻ってきた。

「生地は決まった。レジへ持って行くから手伝って」

　指示のもと、数本の生地の筒(つつ)をロケットランチャーのように担(かつ)いでレジへと向かう。

「お。これってシルク？　……うわっ、メチャクチャ高ぇ！」

　流石と言うかなんと言うか、他の生地とは値段の桁が違った。

「シルクでないと布津来紫苑の衣装が再現できない」

「予算は大丈夫？」

「問題ない。部費で落ちるから」

　倹約家だと思いきや、他人の金だと遠(えん)慮(りよ)ねぇのな！

　そんな感じで大量の生地を購入。総額は怖くて確認できなかった。

　生地を満載した紙袋は俺が持つことになった。最初からそのつもりでしたけど。

　大量購入する人は珍しくないらしく、店員さんに宅配もできますよと言われたが、イベントまで時間が無いので持ち帰らなくてはいけない。

　続いて向かいの服飾館へ。

「うわ、すげぇ……！　なに、これ全部ボタンなの？」

　六階のボタン売り場で、俺は懲りもせずまた驚いた。

「これはまた……ウィッグだらけの三階もビビったけど……」

「二人とも、このノートを見て」

　桜川さんが開いた大学ノートには、『まかレン』のキャラクターの全身図、衣装のみを描き出した図、装飾などの細部を拡大した図、さらにアクセサリーや所持している小物類など、諸(もろ)々(もろ)のイラストがビッシリ描かれていた。

　勿(もち)論(ろん)、全て桜川さんの手描きだ。設定資料集という本が発売されているらしいから、それを参考にしたんだろう。

「ここに描かれているのと同じか、似ているボタンを探して。特に美(み)袋(なぎ)咲耶の衣装についてるボタンは絶対に欲しい。目立つから」

　ノートのコピーを渡され、無数のボタンとのにらめっこが始まった。

「この中から探すのは大変そうだな……。桜川さん、もしだけど、同じようなボタンがなかったらどうするの？」

「他の店で探す。そのあとはネットで探す。それでもないなら自分で作る。諦(あきら)めさえしなければ道は開ける」

　断言する桜川さんの横顔は惚(ほ)れてしまいそうなほどカッコよかった。

　その後、三人で手分けしての捜索の末、運よく似たボタンを見つけられた。

「次は三階Ｂフロアに行って咲耶の制服の装飾。その次は髪飾りを探す」

　そう、求める材料は生地とボタンだけではない。

　昨日の夜の内に『まかレン』を最初の二話分だけ観たのだが、このアニメ、キャラの衣装がやたらと派手なのである。学園モノだから主人公は高校生なんだけど、その制服にも袖(そで)口(ぐち)やら襟(えり)元(もと)やらに緻(ち)密(みつ)な装飾が施(ほどこ)されていて、敵キャラとなるともう「どこの貴族だよ！」とツッコまずにはいられない豪華さだった。

　あれを桜川さんは完璧に再現するつもりでいる。異様なまでの情熱とこだわりで。

　つまり、俺たちのタカダヤ探検はまだ始まったばかりだ！　ということです。

　……そして、一時間ほどが経過した。

「んん～っ！　大(たい)漁(りよう)大漁！　理美ちゃん、いくらぐらい使ったの？」

　訊いちゃらめぇ！　俺が両手に抱えている荷物を見て察して！

「これで材料は大体集まったのかな？」

「いいえ。まだ足りない。このあと、ミロードとヤザワヤにも行く」

　桜川さんの体力にはホント脱(だつ)帽(ぼう)だ。朝日さんも全く疲れていないようだけど、桜川さんはむしろ顔色が良くなっている気がする。ｗｋｔｋ(ワクテカ)してんのか？

「ミロード？　あそこ手芸用品の店なんかあったっけ？　普通の服も買うの？」

　新宿駅には、有名なルミネを始めとし、いくつかの駅ビルがある。その内の一つが、南口改札から直結している新宿ミロードだ。主に若い女性をターゲットにしたショップが多い。……はずだ。入ったことがないから知らん。

「クランパレードというアクセ素材店を回りたい。杖に使う材料が必要」

「そっか。じゃあ、その前にどっかで昼飯にしない？」

「さんせ～！　あたしもお腹ぺこぺこペチコート！　なんちて☆」

　スルーの方向で。

「昼食ならＫＯ(ケーオー)プラザホテルで食べたい」と、理美さん。

「ホテル？　しかもＫＯプラザって、あそこ凄(すさ)まじく高いよ？　一番安い店でもランチが二千円くらいしたと思うけど」

「大丈夫。部費で落ちるから」

　他人の金だとマジで容(よう)赦(しや)ねぇな！

　つーか、部費っていくらぐらいあるの？　無(む)尽(じん)蔵(ぞう)なの？　怖いから訊かないけど。

「桜川さん……。もし、自腹だったらどこに行くの？」

「サイゼでペペロンチーノ一択。ドリンクバーはいらない。水を飲むから」

　しめて二百九十九円なり☆

　粘(ねば)り強い交渉の結果、昼食はミロードのレストランフロアで食べることになった。

　一円でも高い店で食べたいという桜川さんを宥(なだ)めすかし、比較的リーズナブルなカフェレストランを選択。個性的なパフェを提供している店で、ランチメニューは値段の割にボリュームがあり、ひよりみコンビも満足してくれたようだった。

「ほはぁ～！　お腹いっぱ～い！　竜(りゆう)宮(ぐう)城(じよう)も美(お)味(い)しかったし！」

　※竜宮城とはパフェのことです。

　その後、クランパレードという店に寄り、さらに新宿駅周辺を歩き回ってタカダヤに無かったものを中心に材料を買い込み、これでようやく帰宅かと思いきや、

「簓の杖『絶(ぜつ)禍(か)天(てん)叡(えい)』をリアルに再現するには手芸用品だけでは足りない。プラ板、角材、ＰＥＴチップ、ＬＥＤ電球、他にもいくつか必要。あと、それを加工する工具も」

　……理美さんのこの情熱がどこから来るのか、誰か突き止めてくれ。

　全ての買い物が済んだ頃には、午後五時を回っていた。

　約六時間超の買い出しは、昼食を挟んでいるとはいえ、俺の体力の大半を削り取っていた。正直、新(しん)宿(じゆく)御(ぎよ)苑(えん)を走り回った時より疲れた。

　対して、ひよりみコンビは全く疲れを見せていない。それどころか、帰りに家の近所にできたゲーセンに寄っていこう、とか話している。スタミナ急速回復のスキルを発動しているとしか思えない。

「鴫原君、その材料、月曜日まで鴫原君の家で保管してもらえない？」

「え？　まあ、別に構わないけど」

「今日は学校閉まってるし、カズミーん家が一番学校に近いもんね」

「みぃくんも、そうするといいと言っていたから」

　ふぅん。まあ、荷物は大量だし、ダッシュもできないくらいスタミナゲージが減少しているものの、山手線で二駅程度ならなんとかいける……はず。

「あれ？　そういや、なんでみぃくんは来なかったんだ？」

　みぃくんなら誘われてなくても勝手に乱入してきそうだが。牙(が)竜(りゆう)種(しゆ)みたいな女だ。

「誘いはしたのだけれど、どうしても外せない用事があると断られた」

　出て来なければ来ないで、なにか企(くわだ)てているんじゃないかと不安になるな……。

「ねぇ、カズミーってどこに住んでるの？」

「高(たか)田(だの)馬(ば)場(ば)だよ。駅のすぐ近く。二人は？」

「私たちは赤(あか)羽(ばね)」

「そっか、じゃあ埼京線か」

　新宿駅で二人と別れ、俺は山手線に乗り込み、帰途についた。

　車内で今日一日を振り返ってみて思う。

　美少女二人と新宿で買い物か……俺、そろそろ爆発するかもしれないな。
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　ピンポーン！

　チャイムが鳴らされたのは、「今日は一日ぶっ通しでゲー実鑑賞だ！」とパソコンの電源スイッチを押した直後のことだった。

「なんだ？　密林になんか頼んでたっけ？」

　今日に限っては両親も家にいない。仕事ではなく、デートに出かけたのだ。年(とし)甲(が)斐(い)もなくラブラブカップルを気取る両親は、忙しい仕事の合間を縫(ぬ)っては休日デートを楽しんでいる。

　それはさておき来客だ。どうせ宅配便くらいしか来ないけどね。

　ガチャリ――俺は扉を開け、

「おはよう和己！　さあ、今日も元気に部活動といこうか！」

　ガツンッ――そして閉めた。

「……って、足!?」

　変な音がしたと思ったら、足を挟んでドアを止めやがった！

「ふっふふふふ……その反応は想定済みさ。鍵(かぎ)などかけさせるものか！」

「く、来るな！　俺のプライベートにまで踏み込んでくるなぁ！」

　俺の決死の抵抗は、みぃくんの圧倒的な暴力の前では無力だった……。

「そんなに嫌がることないじゃないか。休日に美少女たちの訪問を受けるなど、まさにリア充(じゆう)。諸(もろ)手(て)を挙(あ)げて喜んで然(しか)るべきイベントだぜ？」

　勝手に勝手なことをのたまうのはみぃくん。その後ろには、

「へぇ～、カズミーの家って綺(き)麗(れい)だねぇ～」

「新築のようね。分譲？　それとも賃貸？」

　ひよりみコンビがいた。何故か、三人とも制服姿だ。それぞれの感想を述(の)べながら容赦なく靴(くつ)を脱いで上がりこむ彼女らに、もう拒(こば)む気力が失(う)せた。

「あのなぁ……お前ら、なにしに来たんだよ？」

「無論、部活動さ。イベントまでもう間もない。コスプレ衣装の製作に費(つい)やせる時間は一日たりとて無駄にできないからね」

「明日からは学校で作業するつもりなのだけれど、今日の内にできることはやってしまおうと思って。鴫原君に昨日買った材料を預けてあるし。……迷惑？」

「迷惑じゃあないけど、せめて事前に連絡がほしかったよ」

　休日に部活仲間を自宅に招(まね)くなんて、迷惑なわけがない。友情値も大上昇だ。

　しかし、例外が一人いる。

「みぃくん。最初からこれが目的で衣装の材料を俺に預けろって言ったんだろ」

「はて？　なんのことやら？」

　なんかもう、コイツの奇行に慣れつつある自分が嫌だ。

　みぃくんにだけは「ゆっくりしていかないでね！！！」と言いたいところだったが、追い返すのも気が引けたので、とりあえずリビングへと通した。

　桜川さんは大きな鞄を持っている。衣装作りに使う道具だろう。

「随分と広いリビングね。間取りは４ＬＤＫ？　高田馬場から徒歩十分という好条件を鑑(かんが)みれば、その価値は……三千万……四千万……馬鹿な、まだ上がるだと……！」

「桜川さん……勝手に人ン家を査(さ)定(てい)しないでください」

　こうして他人に家の中を見られるのって、少し恥ずかしいな。俺の場合は初体験だから余計に恥ずかしいし、緊張もする。

「冷蔵庫によく冷えた麦茶が常備されているから好きに飲むといい。それとロックミシンが両親の寝室のクローゼットにしまわれている。型は古いが、あまり使っていないから新品同然だぞ。そして――」

「おいぃぃ!?　おまっ、なんで俺ン家の内部事情に精(せい)通(つう)してんの!?　透視能力者!?　て言うか、好きに飲むといい、じゃねぇよ！　それは俺のセリフだよ！」

　緊張感が雲(う)散(さん)霧(む)消(しよう)した俺の抗議を無視し、みぃくんは「くくくっ……」と薄気味悪く笑い、ズビッとリビングにある扉の一つを指差した。

「そして――その扉の奥こそが鴫原和己の私室だ！」

「だからなんで知ってんだぁぁああああ!?」

「いざっ！　総員突撃だ！」

「なにゆえに!?」

　みぃくんの号令に「お～っ!!」と朝日さんが応じ、俺の部屋のドアへと殺(さつ)到(とう)する！

「さ、桜川さん！　二人を止めてくれ！　理性が残っているのは君しかいない！」

「無理。私も鴫原君の部屋に興味あるから」

　脳(のう)裏(り)に四(し)面(めん)楚(そ)歌(か)という物騒な四字熟語がよぎったのは、これが人生初である。

　この場に俺の味方はなく、あえなく扉は開かれてしまった。

「ふむ！　なんとも普通の部屋だな！　可もなく不可もない！　喩(たと)えようもない！」

「アルパカさんクッションはっけーん！　しかもゲーセン限定のだぁ！」

「パソコンの壁紙、これ『紅(ぐ)蓮(れん)のアポカリプス』ね。私も使ってる」

　鴫原和己という男の王国を蹂(じゆう)躙(りん)した女たちは、好き好きに感想を述べた。

　俺はその様子を見守ることしかできない。だって勝てないし。

「なあ……も、もういいだろう？　リビングに戻ってさ、部活動しようぜ？」

「総員整列！」

　いきなりみぃくんが再び号令をかけた。な、なにが始まるの？

「これより対象者・鴫原和己の占(せん)有(ゆう)地(ち)たるこの一室を徹底的に捜(そう)索(さく)する！　いいか！　探し出すべきブツは勿論…………お宝(エロ)だッ!!」

「「ラジャー!!」」

「やめてええええええええええええ!?」

　美少女にエロ本漁(あさ)られて悦(よろこ)ぶような性癖は持ち合わせてないから!!

「ベッドの下、本棚の裏側、引き出し奥のスペース、そして『ドキュメンタリー』とか書かれたＤＶＤは必ずチェックしろ！　『暗黒トラブル』の一冊たりとて見逃すな！　ただし、パソコンのハードディスクだけは見るなよ！　本気でドン引きするようなブツが保存されている可能性がある！　接触厳禁だ！」

　ビシッと敬礼した朝日さん桜川さんが即座に捜索作業に入った。

　その手際のよさたるや、訓練されたＣＳＩ捜査官のようである。

「やめてくれっ！　俺がなにをしたって言うんだ！　これは人権侵害だぞ!?」

「おいおい、僕らは同じ部活の仲間になったんだぜ？　仲間内で隠しごとをしてはいけないと少年マンガにだって書いてあるだろ。当然、性癖も隠してはならない！」

「女子を相手にお気に入りのエロ本を見せ合えって言うのか!?」

　そんな変態的な部活動は嫌すぎるっ！

「隊長！」そう呼びかけたのは朝日さんだった。

「辞書の空(から)ケースの中に……こんなモノが！」

　ばっ、馬鹿な！　母親相手なら絶対に見つからない隠し場所だったのに！

「これは!?」

　ブツを受け取ったみぃくんの手が震(ふる)える。

「……和己。君は、自分は非オタだと言ったね？　友達を得る可能性を狭(せば)めないよう、オタク文化には触れないようにしてきたと。それに、世間的には、恋愛ゲームはオタクがやるものと思われている、とも」

「それは……！」

「ならば何故、君の部屋に、このような、ラブをプラスするゲームがあるのだ！」

　はーい♪　俺の人生終了のお知らせー♪

「しかも、これは３Ｄのカノジョと触れ合えるという『ＮＥＷ』じゃないか！」

「みぃくん。こっちには『無印』と『＋』もあったわ」

「ご苦労。和己よ、これでもまだ自分は非オタだと言うのかね？」

　女子らに詰め寄られ、何故か床に正座する俺。

「ち、違うんだ。これは……俺のコミュ力を高めるために買ったんだ！」

「「「……は？」」」

　三人の呆れた声がハモった。

「知ってはいたよ、買う前から、恋愛のゲームだって。でも、友達パートとかあるって聞いたし、会話とかスキンシップとかもできるって……。だから、コミュ力高める訓(くん)練(れん)になるかって思って、それで……」

「それで……買っちゃったの？」と、朝日さん。

「うん。で、やり始めたら、結構楽しくってさ。そりゃ設定上はカノジョだけど、脳内で親友ってことにしてたら、ハマっちゃって……あ、あははは」

「君ねぇ……。言い訳ならもっと上(う)手(ま)くしてくれよ。親友に脳内変換だって？　そんなの無理だろう。デートはまだしも、君は友人とキスを楽しむって言うのかい？」

「は？　親友だったらキスくらいするだろ？」

「「「……………………」」」

　そして訪れた沈黙を、如(い)何(か)に表現したものか……。俺を見下ろす三者の表情は、信じられないものを見たという風でもあり、哀れな生き物を見るようでもあり……。

「え、するだろ!?　朝日さんと桜川さんだってしたことあるよね!?」

「ふざけて、ほっぺにチュ、くらいならあるけど……うにゅにゅ」

「これは、想定を遙(はる)かに超えて重症」

「うむ……和己。すまんが、少し待っていてくれ」

　三人は連れ立って部屋から出て行った。

　それから、リビングでなにやら議論しているような声が聞こえてきた。

「もう駄目かも……」とか「カウンセリングに……」とか「その判断は早(そう)計(けい)だ……」とか「僕らが信じてやらないでどうする……」などといった言葉が断片的に聞こえるだけで、議論の内容はわからない。

　ただ、部屋に戻ってきた三人はにこやかで、急に態度が優しくなった。

　そろそろ昼だからと、昼食を用意してくれるという。

　なんなんだろう。みぃくんまで優しいのはちょっと不(ぶ)気(き)味(み)だが。

　まあ、あのゲームが見つかったおかげで、ベッドのマットレスの裏に隠した朱鷺園さんの写真に気づかれずに済んだんだ。それでよしとしよう。







「時に和己。君は料理は得意なのかい？」

「いや全然。目玉焼きくらいなら作れるけど」

「そうか。それは素晴らしい。近頃の主人公ときたらどいつもこいつも無駄に家事スキルが高くてね、やたら凝(こ)った料理を作ったりするんだよ。それ以上を求められるヒロインの立場を考えろと言うんだ。おかげで最近じゃあ、ケミカルクッキングや前衛芸術料理などのネタに走るヒロインが増える一方だよ」

「言ってる意味がわからんからリアクションに困るんだが」

　女子らが作ってくれた昼食は、それぞれ一品ずつで、朝日さんがメイン、みぃくんが副菜、桜川さんがデザートを担当していた。

　ちなみに、食材は我が家のあまり物を使ったのではなく、彼女たちが用意していた物だ。最初から自分たちで昼食を作る予定だったらしい。ありがたい。

「「「「いーたーだーきーます！」」」」

　小学校の給食の時間のように声を揃えて挨拶し、手作りの品々を味わう。

　いつ以来だろうかと思い耽(ふけ)りたくなる両親以外との食事は、料理が絶品だったこともあって、とてもとても楽しかった。

「「「「ごちそーさまでした！」」」」

　四人揃って手を合わせ、後片づけは俺も手伝った。

「さてと。そろそろ部活動を始めるか！」

「「「おーっ！」」」

　みぃくんの号令で動き出し、桜川さんの指示で作業する。

　と言っても、知識も経験も皆(かい)無(む)で、型紙と聞いて『東京ベリーゲラ』の歌詞を思い出すような俺が役に立てるわけもない。材料を選別したり、ゴミをまとめたりといった、基本的な雑用だけだ。

　桜川さんは手(て)馴(な)れているし、みぃくんも手(て)際(ぎわ)がいい。「手芸とかやってんのか」と訊いたら、「女の子の嗜(たしな)みだよ」と言われて少し感心した。

　驚いたのは朝日さんの器用さだ。「ふふーん♪」と鼻歌を歌いながら、アクセ素材を組み合わせて複雑な装飾部分を作っていく。中学の頃から桜川さんの手伝いをして慣れているのだろうが、それでも凄い。

「ねーねー、カズミー？」

　作業を始めてからしばらく経(た)ち、それぞれが自分の仕事に慣れてきたところで、朝日さんが雑談の口火を切った。

「ん？　なに？」

「もうたくさん溜まったよね、ゆーじょーち」

　無邪気な問いに「おおう」と呻(うめ)いたのは、みぃくんだった。

「なんの躊躇いもなくそれを訊くか……。流石はひよ、そこにシビれる以下省略」

「どれくらい溜まったのか、記録を見せてもらうことはできないの？」

　最も集中して作業していた桜川さんも、手を止めて雑談に参加してきた。

「そ、それは無理。ほら、意識されると正しい友情値が測(はか)れなくなるから……」

　本音を言うと、ただ恥ずかしいだけだった。

「そっかー。でも、あだ名オッケーなくらいには溜まってるよね？　ね？」

「いや、そのぉ……まだちょっと……っていうか、全然足りない……っていうか」

　ひよりみコンビとは昨日一緒に買い物もしたので、友情値は既(すで)に千を超え、友情レベルは一になっている。それでも十にはまだ遠い。

「ええぇぇ～～？　まだなのぉ～？」

「普段の挨拶だけでもポイントを得られることは聞いたけれど、もっと一度に多くのポイントがつく行為は無いの？」

「え？　あ、ああ……そうだなぁ、千ポイント以上のがいくつか……」

　パソコンに保存してある『友情値計算表』を思い浮かべながら、俺は例としていくつかの高得点項目を挙げてみた。

「例えば……敵同士だけど戦いの果てに互いの信念を認め合うとか……卑(ひ)怯(きよう)な敵の策(さく)略(りやく)で我を失って暴走しているのを身を挺(てい)して正気に戻すとか……強大な力を使った反動で死にかけているのを助けるために人間と思うなとまで言われた弟に自分と家族の命を賭(か)けた〝お願い〟をするとか……」

「ちょっ！　ちょっと待て和己！　そ、そんなどこかの少年マンガみたいな出来事が現実に起こると君は本気で思っているのか!?」

　俺の言葉を止めたみぃくんは珍しく狼(ろう)狽(ばい)していた。朝日さんと桜川さんも何故か顔を引(ひ)き攣(つ)らせていた。

「んなわけないだろ。あくまで例えば、だよ」

「そ、そうか……。それを聞いて安心し――」

「でも、そんなフィクションでしかありえないことを一緒に体験しなきゃ、本当に本物の〝親友〟と呼べる関係にはなれないと思うんだよな……」

　かくも厳しい親友への道。だが、故(ゆえ)にこそ、俺は親友に焦がれ続けているのだ。

「……キスの件といい、君の親友になるには山より高いハードルを越えねばならないようだね……」

「ひよこ、あだ名で呼び合えるには、まだまだ時間がかかりそうね」

「うん……そだね……」

　女子たちは疲れたような顔をしながらも、なにか決意を固めるかのように深く頷き合い、コス製作に戻るのであった。

　もっとも、しばらくしたら別の話題でトークが再開してしまうのだけれども。

　そうして雑談の花を四人で愛(め)でている内に、時間は瞬く間にすぎ、

「……あっ。夕焼けチャイムが鳴ってる」

　朝日さんの声を合図に、今日は解散ということになった。

　実際と体感の時間が流れる速度の差が、今日の楽しさの証拠だと思う。

　別れがたさもあって、俺は三人を高田馬場駅まで送ることにした。

「小物は私が家に持ち帰って作業を続ける。他は、明日部室まで持ってきて」

「流石に半日で終わる作業ではないからね。だがまあ、このペースならイベントには間に合うだろう」

「じゃーね、カズミー。明日学校でね！」

「ああ！　また明日！」

　今日は本当に、死亡フラグじゃないかと思えるほど、楽しい一日だった。

　また明日も、こんな楽しい日になるだろうか？

　そして、また明日も、誰かに「また明日」と言えるだろうか？

　駅の改札で三人の後ろ姿を見送りながら、俺は心の中で「また明日」と繰り返す。




　５月14日　月曜日




　今日から中間考査が始まった。

　華宿では考査の日程に余裕を持たせてあり、中間考査も一週間かけて行われる。

　つまり、今日からの一週間、午後は丸ごと部活動に費やすことができるのだ。

　他の部の多くが試験休みという中、ちくわ部だけは通常営業である。

　みぃくんは知らんが、ひよりみコンビは容姿だけでなく成績のよさでも名を馳(は)せている。勉強に時間をかける必要が無いんだろう。仕事しろ天。

　まあ、俺としても、いつか友達に宿題を写させてあげたり勉強を教えるというイベントが起きた時のため、普段から予習復習を心がけているから、特に問題は無い。同情するなら友達になってくれ。

　放課後、ちくわ部室はコスプレ衣装製作工場に変(へん)貌(ぼう)していた。

　生地、裁縫道具、無数のボタン、ケースに入ったスワロフスキー、その他諸々でテーブルが埋まっている。大きなロックミシンはみぃくんが家庭科室からパクってきたものだ。告(こく)訴(そ)された時のための夜逃げの準備はできている。

　テーブルの近くに移動された大型テレビでは、額(ひたい)から血を流しながらも右手を振り上げて敵に向かっていく少年が映し出されている。『まかレン』第四話のクライマックスシーンだ。俺の勉強と、みんなのモチベーションアップのため、作業中は『まかレン』のＤＶＤを常に流すことになったのである。

「和己」ふと、生地を合わせて待(ま)ち針(ばり)を刺していたみぃくんが顔を上げた。

「君、事情通によると女性のファッションに詳しいらしいね？」

「事情通ってなんだ。朝日さんたちに訊いたんだろ」

　それがどうした？　と訊くと、みぃくんは生地の下から一冊の雑誌を取り出した。

「こういう本で勉強しているのかい？」

　今月号の『キューティーン』だった。

「さっき、君がトイレに行っている隙(すき)に鞄を漁ったら出てきたんだ」

「……そうか。できれば次からはちゃんと許可を取ってもらえるかな」

　もう、みぃくんのすることにいちいち驚くのはやめよう。疲れるだけだ。

「善処するよ。……それで、君はなにが悲しくて女子高生向けのファッション誌なんて買っているんだい？　またスイーツ（笑）らしく流行のチェックでもしてるのか？」

「それもあるけど、女子と話を合わすためが一番かな。友達なら女子でも別に構わないから。それに、女性と仲良くなるにはまず第一になんでもいいから褒めることだって、男性誌に書いてあったしさ」

「それはナンパのテクニックじゃないかな。まったく君ってやつは……」

　みぃくんは頭を押さえて俯いた。頭痛だろうか。バッファリンいるか？

「鴫原君。『キューティーン』以外にも講読している雑誌はあるの？」

　桜川さんが作業の手を休めずに言った。やっぱりファッションに興味あるんだな。

「そうだなぁ、『エイティーン』とか『ポップギャル10』は購読してるけど。他にも母親が買ってくる大人向けのファッション誌をいくつか……」

「『ポップギャル10』というのは？　聞いたことがない」

「知らないの？　ファッション誌とか詳しそうなのに」

「雑誌は自費で買わない。ＷＪもひよこに借りて読む。お金が勿体ないから」

　桜川さんはブレない人だなぁ。

「えっと、『ポップギャル10』ってのは女子高生向け、それもギャルって呼ばれるタイプの女子に向けた雑誌なんだよ。盛りメイクのコツとか紹介してる」

「そう。あまり私とは縁がなさそうな雑誌ね」

「この間の竹下さんなら多分読んでそうだけど……」

　コンコン――会話に割り込むようなタイミングで部室の扉がノックされた。

「ちーっすぅ。竹下だけどぉー」

「お、噂(うわさ)をすれば…………え？」

　遠慮なく入室してきた竹下さんを見て、またしても部員全員が凍りついた。

「どう？　やってるー？」

「貴様！　何者だ！」最初に復活したみぃくんが叫んだ。

「はい？　何者って……竹下だけどって言ったじゃん。なんなの？」

　信じられなかった。戸惑いを浮かべる顔には、三日前に見たギャルの面(おも)影(かげ)は欠片(かけら)も無かったからだ。浅(あさ)黒(ぐろ)かった肌は純白に、ボワッと膨(ふく)らんでいた髪は無(む)造(ぞう)作(さ)に下ろされ、ネイルは外されていて、瞼(まぶた)は重そうだったツケマから解放されている。

　薄く化粧はしているみたいだが、ギャル特有の盛りは完全に削り取られていた。

「しゃーないっしょー。試験中だし、あのメイクすんげぇ時間かかんだもん。その時間で勉強しとかないと、わたしの成績マジでヤバいんだって」

　照れているような、怒っているような、表現に困る微妙な表情を見せる竹下さんは、普通に美人だった。チラリと見える八(や)重(え)歯(ば)がチャームポイント。

　竹下さんは衣装製作の進み具合を見に来たそうだ。

「イベントまでに完成させてもらわないと、わたしが恥かくのよ。べっ、別に遅れてたら手伝ってあげようなんて思ってないんだから！　勘(かん)違(ちが)いしないでよねっ！」

「「「ツンデレ乙(おつ)」」」

「ツンデレ言うなぁ!!」

　そんなやりとりのあと、女子らは満足げに頷きあった。なにかの儀式か？

　竹下さんは、作業の進み具合と、これからの工程とその予定を確認して「へぇ、やるじゃん。これなら間に合いそうね」と笑顔で言い、本当に成績がヤバいらしく、すぐに部室から出て行こうとしたのだが、いきなり俺に話しかけてきた。

「ねえ、アンタ兄弟いる？」

「いませんけど？」

「じゃあ、年(と)齢(し)がそんなに離れてない叔(お)父(じ)か、よく面倒を見てやってる気弱だけど芯(しん)は強い後(こう)輩(はい)とかいない？」

「いませんよ。なんですかその細かすぎる指定」

　俺の答えがよほど不満だったのか、竹下さんは舌打ちを残して去って行った。

　なんだってんだい。

「和己……君、竹下にロックオンされてるぞ」

「ロックオン？　……ロックオン職人なら大歓迎だけど？」

　みぃくんは、寿司屋で大トロを頼んだのに中トロを出された客みたいな顔をした。

「それより、竹下さん、なんか変じゃなかったか？　化粧とかだけじゃなく、喋り方も全然ギャルっぽくなかったし」

「あれはペルソナ」と、答えたのは桜川さん。

「ぺる……なに？」

「仮面のこと。表層人格。全領域汎用人型決戦外人格」

「すいません。余計にわかりません」

「つまり、普段はギャルの自分を演じているということ。竹下さんなりの自分を守る手段だと思う。鴫原君が自分のボカロ好きを隠しているのに近い」

「なるほど。周りに嫌われたりハブられたりしないようにしていると……って、どうして俺がボカロ中毒者だと知っている!?」

「昨日、ＰＣを見た。デスクトップに『ボカロイラスト』というフォルダがあった」

　完全なる油断！　ちゃんと偽(ぎ)装(そう)しておくべきだった！

「おやおや。美少女としてのボカロには興味がないんじゃなかったのかい？」

「むふふ、カズミー。やっちまったなぁっ☆」

　グウの音も出ないとは、まさにこのこと。

「話を戻すわ。竹下さんは、化粧や着ている服、身に着けるアクセサリーで自分の人格まで変えられる人だと思う。今日はギャルの格好じゃなかったから、人格も素」

「そんなマンガのキャラみたいな人がいるの？」

「いる。レイヤーの中には。少なからず」

　世の中は広く、人は多い。服を着替えると人格も変わるって、少し面白そうだな。

　竹下さんの話はそこで終わり、俺たちは衣装製作の作業に戻った。

　しかし、数分としない内に、また別の話題で話し始めてしまう。

　でも、それでいいんだと、俺は思った。

　だって、楽しいからね。




　５月15日　火曜日




　中間考査二日目。

「なあ。『まかレン』って中二病なの？」

　そんな疑問が俺の口から飛び出したのは、放課後のこと。

　部室にて、今日も今日とて衣装製作に取りかかってすぐだった。

「どしたの、カズミー？　ヤフーからグーに」

　意味がわからないよ朝日さん。藪(やぶ)から棒(ぼう)にと言いたかったのか？

「いや、昨日『まかレン』についてネットで調べたんだよ。ＤＶＤは見てるけど、コスプレするわけだしちゃんと勉強しておこうと思って」

「そういう真(ま)面(じ)目(め)さは大事。キャラへの理解はコスプレには必(ひつ)須(す)」

「ありがと。それでさ、どれ見ても『まかレン』は中二病って書いてあったんだよ。あれって、使い方間違ってないか？　中二病って『中学二年生がするような痛々しい行動や妄想をしてしまう病』のことだろ？」

　それをアニメ作品に対して使うというのがよくわからない。

「かなり前から中二病という言葉の定義は曖(あい)昧(まい)になっているんだ。特にアニメなどの作品に対して使う場合は『中二病患者がする妄想に近(きん)似(じ)した世界観・ストーリーの作品』という意味で使われることが多いんだよ。ラ・ヨダソウ・スティアーナ」

　みぃくん、お前、カノッサ機関の人間だったのか。エル・プサイ・コングルゥ。

「それってつまり、中学生でも考えられそうな話ってこと？」

「間違ってはいない。そういう意味で使われることも多い」

「定義も曖昧なら、使い方も明確には決まっていないんだ。ただ嫌いな作品を攻撃するためだけの侮(ぶ)蔑(べつ)語として使われることもある。技や武器などに作品固有の名称がつけられているだけでも中二病認定する者もいるしね」

「その中でも、固有名称にルビが振られている場合は、ほぼ確実に認定される」

　桜川さんが衣装の袖口のところに刺(し)繡(しゆう)を施しながら言った。

「でもでも、『まかレン』の《幻覚(ドリーム)潰し(キヤツチヤー)》はカッコイイよね！　《嗜(し)虐(ぎやく)の廷(てい)》で《エグザミスト》とか《火(か)飾(しよく)の天》で《フレアマリッジ》とか！」

　俺もその辺のはムネアツだけど……そっか、朝日さんと同レベルかぁ。

「しかし、ルビつき＝中二病というのは、言葉の意味から少し離れた公式だと僕は思う。やはり中二病妄想に重要なのは、成長してから思い出した時にどれだけ恥ずかしくなれるかという点だろう。死にたくなるような痛々しさが肝(かん)心(じん)なんだ」

「痛々しさねぇ。俺は、そういう妄想した覚えないな」

「君の場合は友情値とかいう設定を作っている時点で……ゲフンゲフン！」

　みぃくんが何事か呟き、突然咳(せ)き込(こ)んだ。呟きはよく聞き取れなかった。

「いや、なんでもない。……中二病妄想で多いのは、今の自分は平凡な中学生だが実は特別な力や才能を持っているのだ、というパターンだね。例えば僕は、電車に乗っている時に、近くの席に座った老人が急病で倒れたらどうしよう、とか妄想したよ」

「どうすんだよ？」

「応急処置をするんだ。現実には知識もないのに、妄想上では見事な手際でね。それで、見てるだけの乗客を叱(しか)って、車(しや)掌(しよう)に知らせてくれ！　早く！　とか叫んだり」

「ああ……。似たような妄想なら俺もしたことある。デカい交差点で信号待ちしてた時に、目の前で大きな事故が起きたらどうしよう、って」

「自分も巻き込まれるが軽傷で済むんだろう？　で、人命救助に奔(ほん)走(そう)すると」

「遅れてきた警察官とかが上の指示を待とうとか言ってまごついてるのを見て、命がかかってるんだぞ!?　とか叫んだりしてな」

「私は、いつか書くつもりで小説の設定をノートいっぱいに書いていた。キャラの身長とかのプロフィールに必殺技のリストとか。やけにアルティメットとかラグナロクとかの単語が多くて、しかも、技を出す時のセリフつき。見返すと死にたくなるけど、何故か捨てられなくて、押し入れの奥に封印してある」

　なんか、いつの間にか『痛々しい思い出告白大会』になってるな。

「えー？　そんなのあるの？　理美ちゃん、あたし見てみたいなぁ～」

「嫌。アレを見られるくらいなら弐ちゃんのＶＩＰ板に生徒証晒(さら)すほうがマシ」

「朝日さんはなにかある？　痛々しい記憶」

「あたし？　ん～……？」朝日さんは三分ほど考え込み、

「うん、無い！」

「だろうな」「だろうね」「ひよこは無いでしょう」

　納得のセリフ三種が重なり、朝日さんは不満そうに頰を膨らませていた。

　しかし、どうして恥ずかしいと思っていることを、人に話してしまうんだろう。

　誰かに打ち明けて一緒に笑うことで、痛々しさを減らそうとしているのかな。

「中学じゃなくて小学生の頃のほうが痛々しかったかも、俺は。どうしてか独りでいるほうがカッコイイなんて思ってて」

「おっ。語りに入るのかい？　よろしい、語りたまえ」

「うるせぇ、茶々を入れるな。……えっと、四年生の時だったかな？　多分、東京にある小学校だと思う。転入して一週間くらい経った頃かな、その日も俺は独りで家に帰るとこだった。図書室で時間潰(つぶ)してたから、外はもう夕方で」

　夕日に染まる校庭の端(はし)、ブランコに腰かけた少女に目が留(と)まった。

「泣いてたんだよ、その子。よく見たら同じクラスの女子だったんだ。名前は……もう覚えてないけど、凄く可愛い子だったな」

　でも、その子はクラスで浮いていた。

「いじめってほど積極的なもんじゃなかったと思う。あんまり明るい性格の子じゃなかったから、小学生には接し方がわからなかったとかじゃないかな」

　俺がブランコに近づくと、その子はハッと顔を上げた。

　涙で潤(うる)んだ瞳に見つめられ、胸の鼓動が高鳴ったのを、俺は今でも覚えている。

「どうも男子にイタズラされたみたいなんだよ。そんなに酷(ひど)いことじゃなかったみたいだけど。小学生男子って気になる女の子に変なちょっかい出したりするだろ？」

　そのせいか、その子は男子全般が苦手なようだった。ただ、転入したばかりの俺だけは警戒対象外だったみたいで、つっかえつっかえ泣いてた理由を話してくれた。

「今思い返しても、ホント自分を殴りたいって思うけど……俺、その時、チャンスじゃないかって思ったんだ。その子には友達がいない。俺にも友達がいない。今なら、孤独な者同士、友達になれるんじゃないかって」

「じゃあ、カズミーはその女の子に『友達になってください』って言ったの？」

「言ってない。『俺の友達にしてやるよ』って言ったんだ」

　下手に出るのが嫌だったのか、単に恥ずかしかったのか、今でもよくわからないが、とにかく俺の口から出たのは命令形のセリフだった。

「女の子はなんて？」

「即答。ヤダって」

　今思えば「デスヨネー」としか言えない返事だった。女の子は真剣に傷ついていたのに、俺はそこにつけ込もうとしたんだから。最低だ、俺って。

「駄目だよぉ。告白はもっと好感度上げてからじゃなきゃあ」

「俺もそう思う。彼女にイタズラする男子をぶっ飛ばした直後に言うべきだったって。でも、一ヶ月後にはまた転校しちゃったんだけどね……」

　文通相手くらいにならなってくれただろうか。

「和己。それで、君はそのあとどうしたんだ？」

「え？　そのあと？」

　珍しく真面目な顔したみぃくんに訊かれて頭を捻(ひね)ってみるが、不思議なことに拒絶されたあとの記憶がない。よっぽどショックだったのか？

「覚えてないけど、家に帰ったんじゃないかな。独り寂(さび)しく」

　俺の答えが不満だったのか、みぃくんは眉を顰(しか)めて数回瞬(まばた)きしたあと、

「……そうか。覚えてないならいい」

　小さく呟いて、すぐ視線を手元の針と糸に落とした。

　おっと、そうだった。お喋りもいいが、手もしっかり動かさないと。

　こうして痛々しい思い出告白大会は終了し、俺たちは衣装製作の作業に戻った。




　５月16日　水曜日




「みぃくんは、なんで部活なんか作ったんだ？」

「それはまた……宇宙の真理に挑むかのような根本的な質問だね」

　放課後。コス製作所＠部室で、ひよりみコンビを待っている間、俺とみぃくんは素材を整理しながら雑談していた。

「ふむ。改(あらた)めて問われると答えがたいものだな。動機の言語化か……あまり好きじゃないしな。しかし案外、いや、やはりと言うべきか……」

「お前はどっかの旅団の団長かよ」

「僕はちくわ部の部長さ。本当に言葉にするのが難しい理由なんだよ。……まあ、わかりやすく言えば、一度しかない高校生活をより面白くするため、かな」

「なんだ。結構マトモじゃん」

「そうかい？　曖昧だ、とかツッコまれることを期待していたんだが？」

「確かに曖昧だけど、みんなそんなもんじゃないか？　部活って」

　特に華宿高校の弱小部は、大抵がそんな理由で作られたんじゃないだろうか。

「あ、でも、それならひよりみコンビがちくわ部に入ったのはなんで？　あの二人だったら他の部からも引く手数(あま)多(た)だったんじゃないの？」

「早い者勝ちだよ。入学式の段階で相当に目立っていたからね、創部の申請をする前に勧誘しておいたのさ。他の部は未(いま)だに二人の引き抜きを狙っているようだが、まず無駄な努力と言っていいだろう」

「随分と余裕だな。まさかお前、またなんか妙な工作を……？」

「失敬な。僕は部長として部員の人となりを深く理解しているというだけさ。ひよも理美も、居場所の属性に影響されない程度に自分を確立できているんだよ。だから、属する組織にもこだわらないんだろうさ」

　みぃくんが、なにがあっても普段どおりでいられるのと同じように……か。

　納得できたような気がしたところで、噂をすればとひよりみコンビが来て、そのままコス製作の作業へと入った。

　今日で中間考査も三日目。来(きた)るイベント当日は四日後に迫っている。




　５月17日　木曜日




　この日の部活は、桜川さんの大号令発(はつ)布(ぷ)から始まった。

「最後の衣装合わせをする。これ以上進めると、もう修正が利(き)かないから」

　というわけで、衣装合わせを行うことになった。仮(かり)縫(ぬ)いの段階で一度合わせていたのだが、最終確認も兼ねてということらしい。

　で。衣装合わせをするためには服を脱がなければならない。特に朝日さんが着る布津来紫苑の衣装は体にピッタリしたデザインなので、脱衣は必須条件だ。

　俺が廊下に追い出されて一人ラノベを読んでいるのはそういう理由です。

　しかし、男子禁制となった部室から、キャピキャピしたガールズトークが漏(も)れ聞(き)こえてきて、本の内容が全く頭に入ってこないのはどうしたらいい？

「ん～……ちょっとだけ胸がキツいかも」

「前に測った時はちょうどよかったはず。また大きくなったのね」

「なん……だと……？　ひよ、君の胸はそれでまだ成長段階だというのか……」

　とか、

「……？　みぃくん、こんなところにホクロがあるのね」

「お？　本当だ。自分でも滅多に見ない部分だから気づかなかったよ」

　とか、もうホントにやめてください、お願いします。見えない分、想像力が働くんです。こんなところってどんなところ？

　しかも、警戒心が薄いだけか俺を信用してくれているのか知らないが、俺を追い出したあと、閉めた扉に鍵をかける気配が無かった。

　つまり、今俺がその気になったら、ラブコメ的ハプニングを装い、美少女三人の生着替えシーンを、ほんの一瞬だが拝(おが)めてしまう……ってことだ。

　俺の忍耐力を試(ため)すような苦行の時間は、体感で言うと数時間続き（実際のところは三十分程度だった）、もう入っていいよ、というみぃくんの声でようやく部室に戻ることができた。長い長い溜め息が出た。

　ところが、中で俺を迎えたのは、みぃくんの呆れ顔。

「情けないなぁ……。和己、君はそれでもオトコノコかい？　折(せつ)角(かく)、鍵をかけないでおいたのに、読者サービスも兼(か)ねたラッキースケベイベントを起こさないなんて。そんなんじゃあ、ラノベの主人公にはなれないぜ？」

　一呼吸の間を置いて、俺は叫んだ。

「わ　ざ　と　か　よ　!!」

　魂のこもった全力ツッコミは、部室棟全域に響き渡るのであった――。




　５月18日　金曜日




　中間考査最終日。イベントまで、あと二日。

　コスプレ衣装製作は最後の追い込みに入っていた。

　試験勉強から解放された竹下さんも手伝いに来てくれて、五人で作業する。

「桜川って言ったっけ？　アンタ大丈夫なん？　目の下にクマできてるし、めっちゃ疲れてるように見えるんだけど……」

「大丈夫。今日中に仕上げて明日は休む。当日に倒れたりはしない」

　作業量が最も多く、疲労が蓄(ちく)積(せき)しているはずの桜川さんは、それでも手抜きなど絶対に許さなかった。

　伝統工芸を受(う)け継(つ)いだ職人のように、一切の妥(だ)協(きよう)なく、鬼気迫る表情で衣装作りに挑む桜川さんに応(こた)えるべく、俺も、みぃくんも、朝日さんも、真剣に作業を進め――

　そして、歓喜の時は訪れた。

「……よし。これで、全ての工程が終了した。お疲れ様」

「やぁったぁぁ～～～!!」

　桜川さんの安(あん)堵(ど)の笑顔と、朝日さんの歓声とが、その時を告げる。

　こうして、ちくわ部用の四着のコスプレ衣装が完成し、俺たちは互いに感謝と慰(い)労(ろう)の言葉をかけ合ったのだった。

　これで、あとは明後日のイベント当日に、竹下さんの従姉を見返してやるだけ――って！　そうじゃん！　まだイベントがあるんじゃん！

　コスプレしなきゃいけないんじゃん!!

　歓喜が一瞬にして萎(しぼ)み、不安やら恐怖やらに支配されそうになる。

　……でも、今はまだ、知らん振りをしよう。

　精一杯、ちくわ部の仲間たちと喜びを共有しようと、そう思った。

「さて、衣装は完成したわけだが、理美。この衣装はどうする？　僕が保管して、当日に車で会場まで送ってもいいが？」

「いえ。一度、家に持って帰って最終確認をしたいから」

「そうか。では、当日の朝に車を出すよ。それで会場まで送らせる」

　最後に、竹下さんも交(まじ)えて、イベント会場の場所や当日の日程などを確認した。

　それが終わると、下校時間を待たず早めに解散となった。

　みんなで新宿駅まで一緒に行き、俺は衣装を運ぶ荷物持ちとして同行するため、ひよりみコンビとともに埼京線に乗り込んだ。

「二人の家は赤羽だったっけ。俺は降りたことない駅だ」

「そなの？　少し前にエキナカがすっごいゴーカになったんだよ。エキュートスって言って、デパ地下みたいに色んなお店があるんだぁ～」

　会話する横で、桜川さんは朝日さんの肩に頭を預けて眠っていた。よっぽど疲れているんだろうな。

　桜川さんが、これほどまで衣装製作に力を入れる、その理由。

　それはきっと、楽しいからだ。

　どんなことだって、どこかに楽しさを見つけないと、やり通せるもんじゃない。

　たとえに、半年くらい前の話をしよう。

　俺は、勢いで買っちゃったボカロソフトで、歌を作ってみたことがある。

　作曲のために必死でＤＴＭの勉強をし、ネットで調律のコツを調べ、たった一曲を創り上げるのに半年もかかった。途中で何度となく挫(ざ)折(せつ)しそうになりながらも、最後までやり遂(と)げられたのは、やっぱり楽しかったからだと思う。

　まあ、曲をニコ動で公開した結果は散々だったけどね……ははっ（泣）。

　ともかく、自(うぬ)惚(ぼ)れかもしれないけど、今回のコスプレ衣装作りを通して桜川さんと共感できたような、そんな気がした。

「理美ちゃん理美ちゃん。ほら、もう駅ついちゃうよ」

「ん……。そんなに揺さぶらなくても、起きているから」

　赤羽駅で下車し、東口から出て、歩くことしばらく。

「お、見えてきたよ～。あれが理美ちゃん家！」

　朝日さんが指差したのは、十階建てくらいのマンションだった。

　朝日さんは、今日は桜川さんの家に泊まるらしい。

　お泊まりか……。そんなの神話の中の出来事だと思っていたから、友情値を設定していなかったよ。すげぇな親友。

「じゃーね、カズミー。送ってくれてありがとっ☆」

「次は会場で会いましょう」

　マンションの入り口で二人と別れ、俺は家に帰った。

　そうだ。今夜中に、もう一度『まかレン』のＤＶＤを見直しておこう。

　桜川さん渾(こん)身(しん)の衣装を、俺が台無しにするわけにはいかないから。




　５月19日　土曜日




『それは魔術と科学のレクタングル』

　今年の三月まで放映されていた全二十五話のオリジナルテレビアニメ。

　深夜枠でありながら最高視聴率が５・２パーセントという大人気アニメで、今秋には劇場版の公開も決定しており、放映終了後の現在も人気は全く衰(おとろ)えていない。

　公に魔術師を養成している巨大な学園都市を舞台に、そこで暮らす主人公ら魔術サイドと、魔術を滅(ほろ)ぼさんと活動する科学サイドの激しいバトルが中心の、学園バトルファンタジーである。

　魅力的なキャラクター、先の読めないストーリー展開、そして圧倒的クオリティの映像美などが高い評価を獲得し、男女問わず幅広い層の支持を集めている。

「ほかの深夜アニメと比べて女性人気が高く、登場人物も美形の男性キャラが多いように感じるが、全キャラの男女比は六対四で女性キャラのほうが多いんだ。それだけ、美男子キャラの印象が強い作品ということだね」

「ふむふむ、なるほど。……で、お前はどうして朝っぱらから俺の家にいるんだ？」

　現在の時刻は、まだ朝の連続テレビ小説が放送されている時間だ。

　だというのに、俺は今、ついさっき朝食を食べ終えたばかりのリビングで、みぃくんによる『まかレン』の講習会を受けている。

「そりゃ、和己が明日のイベントで恥を掻(か)かないよう、指導しに来てあげたんじゃないか。ほら、感(かん)涙(るい)してもいいよ？」

「誰がするか！　せめて事前に連絡しろと言っただろ！」

「ああ、うっかりしていた。めんごめんご」

「絶対わざとだ！」

　なんでコイツは、こう人の意表を突くことが好きなのか……。

　テーブルを挟んで俺の向かいに座るみぃくんは『超解！　まかレンの全て！』というガイドブックを片手に持っていた。

「君が小心者ゆえにマメな性格であり、予習を怠(おこた)っていないことくらいは承知しているさ。だが！　だからこそ！　この僕こと、みぃくん先生の特別レッスンを受講することでさらなるステップアップを目指すべきなのだよ！」

「おい、その女教師風の吊り目メガネはどこから取り出した」

　この女、ノリノリである。

　そんなわけで、俺の土曜日はイベントの予習に費やされることとなった。

　まあ、指導してもらえるというのは、正直ありがたいんだけど。

　一応、簡単に説明しておくと、明日のイベントで俺たちがコスプレするのは、『まかレン』のメインキャラ五人である。

　まず俺が、主人公の神(かみ)谷(や)光太。ヒロインのレクタングルことレンは、竹下さん。ひよりみコンビは作中で双(そう)璧(へき)を成すサブヒロイン二人、美袋咲耶と布津来紫苑をそれぞれに担当。そして、みぃくんは神谷簓というキャラのコスプレをする。

「そういや、訊こうと思ってたんだけど、みぃくんはコスプレに抵抗とか無いの？」

「別に無いが？」

「え、だって、神谷簓って男じゃん」

　パッと見は和風の美少女である簓は、最初、科学サイドが送り込んだ強力な刺(し)客(かく)として登場したのだが、レクタングルを狙って光太を追い詰めていく過程で、なんと実は光太の〝弟〟であったという超展開でファンを驚かせた（俺も麦茶を吹いた）。

「男でも外見は僕に似合いの美少女だし、僕としては神谷光太……君と絡めるのならどんな役でも構わないさ」

「絡む？　そんなシーンあったか？」

「あったろう。光太の《幻覚潰し(ドリームキヤツチヤー)》で洗脳が解けたあと、同居するようになってからのシーンで一緒に入浴していたじゃないか」

「あれが絡みか？　兄弟なんだから一緒に風呂に入るくらい普通だろ」

「君はあのシーンをそう見たのか。はて、理美だったらなんと言うかな……？」

　なんでそこで桜川さんが出てくるの？

「理美と言えば、僕としては、彼女の役こそ哀れだと思うがね」

「哀れ？　美袋咲耶って凄い人気なんだろう？　アニメでもヒロインのレンより目立ってたし、限定フィギュアが予約開始から数分で完売したとかって話も聞いたけど」

「だが、貧乳だ」

「………………」

　真顔で言い切るみぃくんに、俺は思わず目を逸らした。

「ほら、これを見てごらんよ。この貧乳は秀(ひで)吉(よし)並みだぜ？」

　みぃくんがガイドブックの折り込みポスターを広げると、そこには水着姿の美袋咲耶が描かれていた。確かに、胸部の膨らみに恵まれているとは言えない。

　薄いというか、平たいというか、摩(ま)擦(さつ)係(けい)数(すう)が低いというか、そそり立つ絶壁というか、むしろこの貧しさが桜川さんには相応(ふさわ)し……いや、俺はなにも言ってないぞ？

「まさに理美のために誂(あつら)えられたような胸だな！」

「言うなよ！　人が折角黙ってたのに！　しかも笑顔で！」

「そして、このリバーシブルポスターが示すのは、格差社会の現実。君も見たまえ。持つ者と持たざる者の隔(かく)絶(ぜつ)を……」

　ポスターの裏には、水着姿の布津来紫苑が描かれていた。金(きん)髪(ぱつ)碧(へき)眼(がん)の朝日さんによく似たキャラだ。体の一部のボリュームまで、よく似ている。

　イラストの紫苑は、砂浜に寝そべる体勢で、胸の大きさをこれでもかと強調していた。しかも、「背中に日焼け止めを塗ってもらう」というシチュエーションなのか、ただでさえ面積の小さそうなビキニのトップスを外した状態。

　だ、大丈夫なのかコレ。成人向け指定したほうがよくね？　ゴクリ……。

「……ガン見だな。さしもの僕も少し引くよ和己……いやさ、おっぱい聖人」

「お、おっぱい聖人!?」

　なにその新語！　殉(じゆん)教(きよう)するレベルのおっぱい教信者だと言いたいのか!?

「誤魔化さなくてもいい。僕は巨乳信仰に理解があるつもりだ」

「あるのは理解じゃなくて誤解だろ！　しかも意図的な！」

「おお、上手いことを言うね。山田くーん！　和さんに一枚やって！」

　ダメだコイツ。顔が全然納得してない。

「さて、綺麗にオチがついたところで、今日の『まかレン』授業は終わりだ。このガイドブックは君にあげるから、じっくり読み込んで勉強しておくといい」

「おお、ありがとう。……じゃあ、もう帰るんだろ？　また明日な」

「なにを言う。まだ君への演技指導が残っているじゃないか」

　うぅ……やっぱりやるのか……。

「さ、わかったら早く立つ！　まずは基本的な表情から練習していくぞ！　ＤＶＤを参考にして、通常時の気の抜けた顔からだ！」

「へぇ～い……」

「おっ、なかなか上手いじゃないか。脱力感が光太に近いな」

　これは素だよ。素で脱力してんだよ。

　みぃくんによる熱心な演技指導は、昼を跨(また)いで夕方まで続いた。

　真剣な表情を作り光太の必殺技《幻覚(ドリーム)潰し(キヤツチヤー)》を放つポーズを繰り返す。

　右手を振り上げ「そっちがその気なら、まずはその戯(たわ)けた幻覚をぶっ潰す!!」とか叫んでいる自分を客観視すると死にたくなるが、明日はこれを人前でやるんだよなぁ。

　一瞬、夜逃げという選択肢が頭に浮かぶが、振り切る。

　逃げるもんかよ。ちくわ部の一員として、俺は桜川さんの努力に報(むく)いたいんだ。

　明日のイベント会場で、二次元と三次元の壁という幻覚を、俺は、ぶっ潰す！
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　そして、イベント当日。空は降水確率０パーセントの快晴だ。

　開始時刻は午前十一時だが、竹下さんは主催者である従姉と一緒に、早めに会場入りするらしいので、ちくわ部もそれに合わせることになった。多分、こういうイベント初体験の俺を慣れさせようという配(はい)慮(りよ)なのだと思う。ありがたい。

　待ち合わせ場所は会場近くの駅だ。高田馬場駅から地下鉄を乗り継いで到着した時には、すでに女子三名の姿があった。

　桜川さんは昨日ゆっくり休めたようで疲れの色はない。朝日さんは興奮しているのか常ならぬハイテンションだ。みぃくんはいつもどおり（と言うか、いつもどおりじゃないみぃくんを俺は見たことがない）。

　向かうのは、催事用の会場を貸しているビル。

　竹下さんから貰ったイベントのカタログに、周辺地図と、会場内の見取り図が書かれている。なんでも、このカタログは入場券代わりにも使うらしい。同人誌即売会では常識的なことだという。不思議なしきたりだ。

　ビルに到着すると、入り口の前で竹下さんが待っていた。

「おはようございます。今日はよろしくお願いいたします」

　いきなり丁(てい)寧(ねい)に頭を下げられてビビッた。なに、またキャラ変更？

　ところが、戸惑っているのは俺だけで、ちくわ部女子三人は、すぐ同じように礼儀正しく頭を下げた。慌てて俺も追(つい)従(じゆう)。

「……っやあぁ～！　晴れてよかったねぇ～！　あ、衣装はもう届いてるから」

　頭を上げた竹下さんは素のキャラに戻っていた。むしろ、普段よりもテンション高めである。先ほどの挨拶の間などなかったかのように普通だ。俺の知らない儀式かなにかだったと思っておこう。

　今日のイベントは、ビルの二階から四階まで、計三フロアのホールで開かれる。

　竹下さんに案内され、俺たちは四階まで上がった。すると――

「フッ……ハハハハハハッ！　よく逃げずに来たわね！　来夢！」

「っ！　出やがったわね！　聖夜(ノエル)！」

　四階のホールで俺たちを待ち受けていたのは、『まかレン』の至(し)宝(ほう)エリンというキャラのコスプレをした小柄な女性だった。紹介されなくても、竹下さんの従姉だとわかる。吊り気味の目元がよく似ていて、姉妹でも通りそうだ。

　あとで聞いたが、聖夜と書いてノエルと読む名前らしい。

　夢(ま)追(こ)人(と)や未(か)来(け)翔(る)に会ったあとだと普通の名前に思えてしまうのが怖い。

「そっちの子たちが今日のイベントを盛り上げるレイヤーというわけね？　……あら、でも四人しかいないようだけど？」

「わたしを入れて五人。文句はねーでしょ？」

「はっ！　涙ぐましい賢(さか)しさね。程度が知れるよ、小物がッ！」

　エリンのセリフを再現し、羽(は)織(お)っていたマントを翻(ひるがえ)らせる聖夜さん。

　エリンの衣装ってマントの下は露出度高いんだよな……。目のやり場に困る。

「聖夜、見てのとおり、わたしは約束を果たしたんだからね、ちゃっちゃと訂正してもらおうじゃん。……『まかレン』のベスカプは、簓×光太の健気攻めだって!!」

　竹下さんが勝ち誇ったように言……ん？　今なんて言った？

「フンッ。笑わせないで頂戴。そんな気色悪い逆カプ認められるものですか。真理とは光太×簓(コーササ)を言うのよ？　これは天と地が逆理に支配されたとて覆(くつがえ)らない！」

「なっ……なんだとコラ!?　わたしがレイヤーを五人集められたら、簓×光太(ササコー)を馬鹿にしたのを謝るって言ったじゃない！」

「ごめんなさぁい？　記憶にないわぁ～。アハハハハハハハハハハハッ!!」

　エリン……もとい、聖夜さんの哄(こう)笑(しよう)がホールに響き渡った。

「アナタって、ホント扱いやすくて助かっちゃう。ちょっと焚(た)きつけただけで、勝負勝負って夢中になっちゃって。どうしたら、レイヤー集めでリバカプ認定するなんて約束信じられるのかしら、全然関係ないじゃない。うふふふっ」

　うわー、マジでエリンっぽいことを言うなぁ。会話の意味は不明だけど、どうも、竹下さんは聖夜さんにノせられたって言うか、一杯食わされたってことか。

「ありがと、お馬鹿さん。おかげで今日のイベントは盛り上がりそうだわ」

　勝ちを確信した微笑で、聖夜さんは背を反って竹下さんを見下ろす。

「この……このっ……！」

　俯く竹下さんの肩が、震える。握り締められた拳(こぶし)が、震える。そして――弾(はじ)ける。

「この……生徒会の犬がぁぁぁぁ――――――――――――!!」

　絶叫、そして跳躍。近くの机の上にあった薄い本を手に取り、竹下さんは一直線、弾丸のような速度で聖夜さんに迫る。

「生徒会の、犬？　……ありがとう、最高の尊称をくれてっ!!」

　歪(いびつ)な笑みを浮かべた聖夜さんは猛進する竹下さんを迎え撃つ。その手に携(たずさ)えているのは、丸められたポスター。

　振り下ろされた薄い本を、ポスターが受け止め、そのまま鍔(つば)迫(ぜ)り合(あ)いになった。

　血に飢えた獣のような形(ぎよう)相(そう)の竹下さんに対し、余裕を笑みに滲(にじ)ませる聖夜さんは、しかし体格では劣(おと)っている。その小柄さを活かし、ふっと力を抜くと竹下さんに押されるまま背を反らし、注意が疎(おろそ)かになっている足元を払うような蹴(け)りを放った。

「ちぃっ！」バランスを崩しかけた竹下さんが、舌を打ちながら後ろへ下がる。

　だが、聖夜さんはその隙を見逃さない。

「十二律の六！　食い散らす者！　スピィエータ、リリース！」

　マントの内側から四本のボールペンを取り出し、短縮詠唱術式を解放。ボールペンが青白い炎を纏(まと)った（ように見えた）。それをダーツのように投げ放つ。

　その間、動作にかかった時間は、僅か百分の一秒（公式設定）。

「舐(な)めるなっ！　十三万の英霊の悲願大願が籠められし我が霊剣《大喝采》！　万(ばん)物(ぶつ)の理(ことわり)を服(ふく)し、霊血を以(もつ)て悪を清(きよ)むその一(いつ)閃(せん)……魔術すらをも断つと知れいっ!!」

　裂(れつ)帛(ぱく)の気迫とともに竹下さんが薄い本を振るうと、飛翔するボールペンから青白い炎が吹き払われ（たように見え）、目標を失い、そのまま竹下さんの後方の壁に当たって落ちた。

　――ってか……あの二人なにしてんの!?

　まさか、元風紀委員・鍵(かぎ)坂(ざか)黄(よ)泉(み)と、統合生徒会所属の至宝エリンが激突した、『まかレン』第二十話の完全再現ですか!?

「どうしようみぃくん！　あの二人だけ世界観が違う!!」

「慌てるな、和己。そんなに錯(さく)乱(らん)しているのは君だけだぞ？」

　縋(すが)りついたみぃくんに冷静に諭(さと)され周囲を見ると、確かに桜川さんは平然と先に送ってあったコスの確認をしているし、朝日さんは気ままに「舞い散らす～♪　花よ咲き乱れ～♪」と『まかレン』の挿入歌を口ずさんでいる。

　会場の設営をしているスタッフさんたちも、駆け回る二人や乱れ飛ぶボールペンに動揺もせず、黙(もく)々(もく)と働いていた。

「どうやら、あの二人がああいう状態になるのは珍しいことではないようだね。ちゃんと会場設営の邪魔にならないように考えて戦っているだろう？」

「神魔討滅の一戟(げき)!!　受けよぉぉ――――――!!」

「十二律の終(つい)！　膿み腐らす者！　リーリンクー、フルリリース!!」

　叫びながら激突する二人の目には本気の色しか見えないんだが……。

「オタギレならぬ腐女子ギレか……。長野原のちゃんみお然り、腐女子は激(げつ)昂(こう)した時のみ、その腐(ふ)ペックを数十倍にまで高めると聞くが、まさかあれほどとはな……」

　戦(せん)慄(りつ)の表情で言うみぃくん。冷や汗垂らしてるとこ初めて見た。

「理美、よもや君も覚(かく)醒(せい)するとああなってしまうのかい？」

「わからない。未体験だから。覚醒も、腐(ふ)女(じよ)神(しん)の降(こう)臨(りん)も」

　みぃくんと桜川さんの会話は異世界語ばっかりで理解不能でした。

「和己。君は今のうちに着替えてくるといい。初めてだと時間がかかるからな」

「え？　いや、マズいだろ、あの二人を放っておくのは」

「あれはただじゃれ合っているだけさ。自分の〝好き〟をぶつけ合っているんだよ。時間になったらちゃんと自分の仕事をするだろうさ」

　少し……いや、かなり心配だったのだが、俺もこのあとのことを考えると他人の心配をしている場合じゃないので、男性用更衣室へと向かった。

　まだ時間が早いからか更衣室は無人。なるべく急いで衣装を着用する。

　コスプレと言っても、光太の衣装は一般的な高校の制服と大差ないので、簡単に着られた。髪のセットやメイクは、あとで朝日さんにしてもらう手はずになっている。

「これ、だいじょぶなのか……？　似合ってんのか……？」

　大きな鏡で全身を確認する。不安と緊張と気恥ずかしさ、そして僅かな高(こう)揚(よう)と、少しばかりの……自信。

　この衣装を着ている間は、俺は神谷光太になる。一つの物語の、主人公に。

　鏡の前で昨日仕込まれたポーズを決め、俺は更衣室をあとにした。

　四階のホールに戻ると、会場設営は大方完了していた。

　入り口から見て右半分には細長いテーブルがズラリと並び、左半分は開けている。そこでコスプレの撮影会が行われると、カタログに書いてあった。

「ふぅ～ん……まあまあかしらね。あくまで、ま、あ、ま、あ！　ですけど！」

「ど、どうも。あの、もう少し離れてもらえません？」

　至近距離の全方向から俺のコスプレを観察してくる聖夜さん。みぃくんの言っていたとおり、超常バトルをやめて、ちゃんと仕事をしていた。

　竹下さんとちくわ部女子らは更衣室に向かったという。行き違いか。

　待ちながら、忙しく動き回るスタッフさんを眺(なが)める。向こうで重そうな段ボール箱を片手に説明を受けているのは、多分サークル参加者さんだろう。

　俺もなにか手伝ったほうがいいだろうか、と考え始めた頃、

「お待たせ。鴫原君」

　戻ってきた女子たちの姿を見て、俺は言葉を失った。

「どうどう？　似合ってる？　喰らえ、リ・シャイニング!!　なんちて☆」

　笑顔で布津来紫苑の必殺技のポーズを決める朝日さん。

　白衣をモチーフにした白いマントに、胸を強調した露出度の高いインナー、メイクを変えているからか普段よりずっと大人びて見えた。

「男性の目から見て、どう？　おかしく見えるところはない？」

　桜川さんは緻密な装飾品で彩られた美袋咲耶の衣装を見下ろし、まだ完成度のチェックを怠らない。黒髪の隙間から覗くピアスが、美しい煌(きら)めきを放っている。

「兄さん。ボク、綺麗かな？　……ふふっ、どうだい？　グッとくるだろう？」

　みぃくんの衣装は、光太のお下がりで貰(もら)った学園制服という設定なので、わざと丈を余らせている。手の指の第二関節までが隠れてしまうブカブカのブレザーを羽織った姿は、幼げで庇(ひ)護(ご)欲(よく)をそそられる。

「あ、その……さ、三人とも、凄いな。よく似合ってるよ」

　我に返り、慌てて褒め言葉を口にする俺の横で、聖夜さんが呆(あつ)気(け)に取られていた。

　周りのスタッフさんたちも作業の手を止めて、三人に見入っている。

　コスプレとか関係無しに、着飾った三人は可(か)憐(れん)だった。

　ところで、残る竹下さんは――

「こーた、こーた！　会いに来たよ、大好きだよ、こーた、こーたぁ！　うふふ、うふふふふっ。待っててね、邪魔な女全部殺して、こーたと二人だけの世界作るからねっ。こーたこーたこーたこーたこーたこーたうふふふふふふふふふふふふふふふふ」

　なにこれ超怖い!!

　焦点の合わない瞳で「こーたこーたこーた」とブツブツ繰り返す〝黒レン〟は、珍奇な黒い巫(み)女(こ)装(しよう)束(ぞく)も相まって、不気味以外の何物でもなかった。

　これが、不人気のあまり暗黒面(ダークサイド)に堕ちたヒロインの姿か……。〝裏レン〟とか〝ヤンデレン〟とも呼ばれるこの状態は、当然だが公式設定ではない。ネットの二次創作ＳＳなどでしか出てこないキャラを、よくここまで再現できたもんだよ竹下さんは。

「カズミーの光太コスもばっちぐーだね！　待ってて、今メイクしたげるから」

　最近メイクに凝ってるんだー、と語る朝日さんの手(て)馴(な)れた所(しよ)作(さ)で、顔になにかを塗(ぬ)られたりパフパフされたりして、非常にこそばゆい思いをした。

　そうして準備に追われ、気づけば午前十一時。開場を告げる放送が響き渡り――

　割れんばかりの拍手とともに、『まかレン』オンリーイベントがスタートした。







「目線くださーい！」「ポーズお願いしまーす！」「笑って笑ってー！」

　それは、地獄であった。

　コスプレブースでぼーっと突っ立っていた俺は、開場と同時にカメラを構えた女性らに取り囲まれ、フラッシュの坩(る)堝(つぼ)へと落とされたのである。

　地獄でなければ、ただの羞(しゆう)恥(ち)プレイだ。俺にとっては。

　カメラを向ける前に「写真撮らせてもらっていいですか？」と必ず許可を求めてくるなど妙に礼儀正しいのはいいんだけど、やたらとテンション高かったり、使ってる言葉は意味不明だったり、時々奇声を上げる人までいて、まさに地獄の獄(ごく)卒(そつ)に攻め立てられているような気分になり、俺は終始ガクブルしていた。

　対照的に、ちくわ部女子らは堂々たる立ち居振る舞いだった。

　十数人の息の荒い男オタに囲まれる恐怖は想像を絶するが、彼女らはその中でも凜(りん)とした態度を崩さず、隙あらばパンチラや接写を狙って動く不届き者にも上手いこと対処していた。俺よりもよっぽど男らしい。

　ポーズを決めつつチラチラ横目で観察していると、みぃくんが人波を縫ってコチラに向かってくるのが見えた。

　そして、熱気に理性を奪われでもしたのか、いきなり、

「兄さん……！　ボクは……もう……ただの兄弟じゃ、イヤなんだ……！」

　などと言いながら、しな垂(だ)れかかってきたのだ。

　その瞬間、爆発する女性たちの黄色い歓声。

　俺は驚いてみぃくんを離そうとしたが、ガッチリとホールドされ、身動き取れない。それどころか、唇同士が触れ合わんばかりの距離に顔を近づけてきた。

　周囲がドッと沸き、バシャバシャというシャッター音の洪(こう)水(ずい)に飲み込まれる。

　アンタら……（設定上は）男同士の絡みを撮影して、なにが面白いの……？

　俺は、桜川さんの努力に報いるためなんだ、と自分に言い聞かせ、地獄に耐えた。

　衣装越しに伝わってくるみぃくんの体温に、ドギマギしながら。







　永遠にも思える一(ひと)時(とき)ののち。

　俺を地獄から救う蜘(く)蛛(も)の糸を垂らしてくれたのは、聖夜さんだった。

「入りも落ち着いてきたし、そろそろ自由行動にしましょうか。会場を見てきてもいいけど、衣装は着たままでね。撮影を頼まれたらなるべく応じること！」

　聖夜さんは予想以上にコスプレブースが人気だったことにご満(まん)悦(えつ)なようだった。

　一般参加のレイヤーさんたちと衣装について話し込んでいる桜川さん、朝日さん、竹下さんを残し、みぃくんに解説してもらいながら会場を回ってみることにした。

　俺は同人誌を買いに来る人のことを『客』と呼んでいたが、それは間違いで『一般参加者』と呼ぶらしい。同人誌即売会とは、本を売る側と買う側、両方で一緒に作るもので、上下関係も強弱関係もないのだと、みぃくんは饒(じよう)舌(ぜつ)に語った。

　二人でカタログのサークル配置図を眺めて、とりあえず『男性向け』と区切られているブースへ行ってみることに。

　開場直後に比べると減った人々の間を抜けながら、二階の『男性向け』ブースへと到着。すると、そこにいた男性たちは、俺とみぃくんの顔を見比べるように見たあと、聞こえよがしに「チッ！」と舌打ちした。

　うろたえながら、テーブルに積まれていた薄っぺらい同人誌を手に取る。表紙にはアマチュアとは思えない見事な咲耶のイラストが描かれていた。

　ちなみに、同人誌即売会は、基本的に立ち読み自由なのだそうだ。

　初めて読む同人誌にワクワクしながら、俺はページを開き――

「――ぬあっ!?」

　即座に閉じた。

　こ、これ……エロマンガじゃねぇかぁっ!!

　なんかもう、美袋咲耶さんがドロドロのグチャグチャになってたんですけど……。

「どうかしたのかい？　顔が赤いし、脂(あぶら)汗(あせ)が大量に流れ出しているが」

「だ、だだだって、だ……こ、これ、こここれ……え、えろ……えろま……」

「えろ？　それがどう……まさか君、同人誌で言う『男性向け』が『男性向けエロマンガ』って意味だと知らなかったのか？」

「知らねーよ！　先に言えよ!?」

　俺だって健全な男子だもの、エロにはそれなりに耐性があるよ。でも、こんな騙し討ちみたいなのは無理だって。しかも、桜川さんに似たキャラの、こんな……。

　と言うか、男性向け全部がエロってことは、このあたりのテーブルに積まれている本は全部エロマンガってことかよ？　即売会ってのは、こんな大量のエロ本を当たり前のように売り買いする場なのか……怖ぇ。

　カルチャーショックを受け、その場を離れる俺（と、平気な顔で男性向け同人誌を何冊か買っていたみぃくん）。

　次に向かうのは『女性向け』のブースだ。

　流石に『女性向けエロマンガ』なんて物が売られていたりはしないだろう。

　売り手も買い手も女性だらけの空間に足を踏み入れると、さっきとは真逆に、黄色い歓声で迎えられた。俺としては、こっちのほうが落ち着かない。

　まずは、すぐ近くの、光太と簓のイラストが描かれたポップを置いているテーブルに近づく。すると、売り子をしていた女性の顔がボッと火が点(つ)いたように赤くなった。

　そして、不意打ち気味に、

「あのっ！　神谷さん！　これウチのサークルの新刊です！　差し上げます！」

　と、一冊の同人誌を差し出された。俺は神谷さんではないんですけどね。

「あ、ありがとうございます」と、お礼を言って受け取る。

　期待に満ちた眼(まな)差(ざ)しに訴えられるまま、俺はページを開き――

　魂が……抜けかけた。

　またしても適当に開いたページには、俺がコスプレしている神谷光太が、みぃくんがコスプレしている神谷簓に、その、なんだ……つ、貫かれている絵が描かれていた。

　女性を傷つけまいと、悲鳴を必死に堪えた俺を誰か褒めてくれ。

「あ、あのですねっ！　ウチは神谷さん受け専で描いてるんです！　こっちの本と、あとこれも！　でもでも、神谷さんだけが好きってわけじゃなくって、やっぱり簓クンが攻めだと生き生きするんですねっ！　あっ、でも私は神谷さん一筋ですから！」

「あ……あー……えっと。この本は、その……つまり、光太が……」

「はいっ！　神谷さんの兄バカ受け、簓クンの健気攻めですっ！」

　そぉーゆぅーことかぁぁ――――――――――っ!!

　桜川さんや竹下さんが言っていた『受け攻め』の意味がようやくわかった。

　つまり、男同士が絡んだ時の、受け入れる側と、攻め入る側のことなんだ。

　知りたくなかったこんな事実――。

　つーか、ちょっと待って。俺、前に竹下さんに『受け顔』とか言われなかった？　それって俺の顔が男を受け入れそうな顔ってこと？　嫌だよ俺そんな顔。

　本気で整形しようか考えていると、すぐ後ろから声をかけられた。

「あのー、カメラいいですか？」

　振り向くと、小型のデジカメを持った女性がいた。瓶底丸メガネにおさげ髪の、恐ろしく地味な格好をした女性だ。目が合うと、彼女は首を傾(かし)げた。

「あれ？　キミ、カズミーくん？」

「……へ？」

「ひぃめちゃぁぁ～ん!!」

　ホールの入り口から朝日さんの声がした。コチラへ駆けてくる姿も見える。

「待ってたよぉ、姫(ひめ)ちゃん！」

「ごめんごめん。昨日オールでさぁ、さっきまで店で寝てたのよ。ってか、アンタその衣装凄いね！　刀の鞘(さや)とか本物みたいじゃん！」

「へへーん！　ちくわ部のみんなと一緒に作ったんだよぉ！」

　地味な女性とキャッキャッとじゃれ合う朝日さん……えっ!?

　姫ちゃん……って、妃(きさき)姫(ひめ)子(こ)さん!?　キャバ嬢の!?　この地味な女の人が!?

「おーおーカッキーじゃんか！　そのカッコでアイナマちゃんの真似してくれよ！」

「あっ、ミカっち！　それに龍(りゆう)さんも！　みんな一緒に来たの？」

「……ああ。似合ってるぜ、陽子」

　コッチの驚(きよう)愕(がく)をよそに、鳳(おおとり)帝(みかど)さんと龍さんまでもが出現した。

　同人誌即売会に集う夜の歌(か)舞(ぶ)伎(き)町(ちよう)の住人という絵は、かなり異様だ。

　ってかさ……これ、言ってもいいのかな……。

　あの人たち、私服が超ダセェッ!!

　妃さんが案外童顔なのは驚いたけど服装は完全に地味なオタク女子。

　鳳さんは、もっと個性をハジけさせろとガイアに囁(ささや)かれでもしたかのような有様。

　龍さんに至っては、お父さんである。休日のお父さんである。白いポロシャツにチノパン、勿論シャツはパンツイン。鍛(きた)えられた体格には全然似合ってなくて、前に見たグレーのスーツ姿より、逆の意味で威圧感を放っている。

　本人たちなりに頑張って一般人に合わせているんだろうか……。

「……んお！　カズじゃねーか！　おめぇもこっち来いや！」

　げっ！　鳳さんに見つかった！

　逃げるわけにもいかず、愛想笑いを浮かべながら、話の輪に加わる。

「あ、あの～……皆さんは、どうしてここに？」

「ひよがコスプレするってーからよ。見物に行くかっつってさ。ついでに紫苑×咲耶の百合同人ねぇか探しに来たんよ」

「ミカっち、アイナマちゃんとミノリン好きだもんねー」

　あいなま？　みのりん？　俺が疑問符を浮かべている間に、話題が変わる。

「姫ちゃんは『ドリーミィクラブ零』の移植版どこまで進んだの？」

「ぜ～んぜん。折角Dita(デイータ)買ったってのに、仕事が忙しくって。ドリクラで働いてる子はいいよねぇ、オッサンにケツ触られることもないんだろうしさ」

「じゃあ、また転職しちゃう？」

「ん～、それもねぇ。なんだかんだ言って、そこそこ楽しいのよ。ママにも、アンタにはキャバ嬢の才能がある～とか見込まれちゃって。キャバ嬢の才能ってなによ？」

　どうしよう。会話の意味が全く理解できない。

「……和己」

「ぅはぁいっ!?」

　いきなり龍さんに名前を呼ばれ、驚きに飛び跳ねそうになった。

「こんなとこに来るってこたぁ……お前さん、堅気じゃねぇんだな」

　いやいやいやいや！　掛け値なしにカタギさんですよボクは！　って言うか、どうして同人誌即売会に来てるとカタギじゃないの!?

　龍さんは納得したように頷いていたので、俺は直接否定することもできず、またも愛想笑いで場をしのいだ。なにか致(ち)命(めい)的(てき)な勘違いを生み続けているような……。







　その後、俺とみぃくんは、朝日さん＋歌舞伎町三人組と別れ、会場巡りを続けた。

　閉会まで三十分、というアナウンスが流れた頃には、俺は薄い本が大量に詰まった紙袋を両手に提(さ)げていた。……みぃくんの戦利品を持たされてたんだよ。

　ただ、折角なので、俺も一冊だけ『一般向け』の同人誌を買った。学園都市での日常を、ラブコメのタッチで描いたマンガである。作者はプロとしても活躍しているマンガ家さんで、最後の一冊だからとサインをしてくれた。

　何故だろう、別にファンというわけでもないのに、しばらくジーンとしていた。

　こうした作り手と買い手の直接的なやり取りが即売会の魅力……なのかな。

　そして、午後四時。

　会場に『まかレン』後期のエンディングテーマが流れ、即売会は終了した。







「あぁ～～～～～～つっかれたぁぁぁ……………………」

　即売会(祭り)が終わってからしばらくして、俺はビルの外に出て風に当たっていた。

　ちくわ部女子らは、まだ中で竹下さんや龍さんたちと話し込んでいる。

　竹下さんと聖夜さんは、イベント中に和解したらしく、二人揃ってちくわ部に感謝の言葉をくれた。

　竹下さんは「次は夏の祭典の時に頼むから」と不吉なことを言い、聖夜さんは「べ、別にまた一緒にイベント参加したいなんて思ってないんだからねっ！」と真っ赤な顔をしていた。素はツンデレな人らしい。

　ガードレールに腰かけ、空を見上げてみる。すっかり夕暮れの色だ。

　初めての同人誌即売会は、恥ずかしかったし地獄も味わったが、終わった今では、不思議な達成感と、少しの寂しさだけが残っている。

　この感じは、好きなマンガの最終回を読んだ直後に似ている……かもしれない。

　そんな感(かん)慨(がい)に浸っていると、

「鴫原君。隣、いいかしら？」

「桜川さん？　どうしたの？　みぃくんたちは？」

「まだ中で話してる。私は先に抜けてきたの」

　私服に着替え化粧も落とした桜川さんが、俺の隣に腰をかけた。

　風に乗り、シャンプーかなにかの甘やかな香りが届くほど、近くに。

「まだ話してんのか。なにをそんなに話すことがあるんだか……」

「さっきは、みんなで『まかレン』の劇場版の内容を予想していたわ」

「はぁ……本当に好きなんだな」

「ええ。私も好き」

　短いセリフに込められた想いの強さが感じ取れて、俺は一瞬ドキリとした。

「そっか……。なんか、羨ましいな」

「羨ましい？」

「うん。みぃくんたちだけじゃなくて、今日イベントに来た人たち。みんな、全力で好きなことを楽しんでるって感じだった。サークル参加の人も、一般参加の人も」

「鴫原君は、楽しくなかった？」

「楽しかったよ」俺は正直に答えた。「すごく、楽しかった。でも、俺は『まかレン』に特別な思い入れがあるってわけじゃないから、なんかちょっと仲間外れみたいには感じたんだよ。だから、みんなが羨ましい」

「そう。それなら、次は鴫原君の好きなボカロのイベントに参加してみたら？　同人誌即売会以外にも沢山あると思う」

「ボカロイベントかぁ。色々やってるってのは知ってたんだけどね。そうだな、一度、勇気を出して行ってみようかな」

「その時は言って。私も一緒に行くから。きっと、ひよこやみぃくんも、来るなって言ってもついて来るでしょう」

「う……それはなんだかとっても大変なことになりそうな気がする」

　でも、楽しそうだ。とても。

　その光景を想像したからか、それとも桜川さんと話をしたおかげか、俺の中で滞(とどこお)っていたイベント終わりの寂しさが、いつの間にか消えていた。

　話題は途切れ、俺と桜川さんの間に沈黙が下りてくる。

　けれど、ちっとも気まずくない。穏(おだ)やかな静(せい)寂(じやく)だった。

「……鴫原君」

　桜川さんの、雪原の空のように透き通った声が、静寂を撫(な)でる。

「私は、貴方(あなた)に興味がある」

　俺は、桜川さんを見た。桜川さんも、俺を見ていた。

　真剣な黒い瞳と、視線が絡む。彼女の頰が赤く見えるのは、夕暮れのせいか？
















「興味があるの。……和己君に」

　初めて名前で呼ばれた。胸の辺りで生まれた熱が、ジリジリとせり上がってきて、その熱が俺の頰を赤くするのがわかった。

　興味？　そんな、それって、まさか、桜川さんは、俺のこと――




「私に貴方の全てを、見せて。………………ＢＬ同人誌を描く参考にしたいから」




　桜川さんが興味を持っているのは、俺の体だった。

「次は念願だったサークル参加に挑戦したいの。そのために、和己君の体をデッサンさせてほしい。ポーズつきで。全裸で」

「イヤだよっ!!」

「どうして？」

「本気で不思議そうな顔しないで！　ＢＬって男同士が絡むマンガだろ!?　俺を参考に描かれた裸が絡み合うんでしょ！　しかも全裸て！　イヤに決まってるでしょ！」

「そう。だったら、性器だけで構わない。ネットで探せば無修正の画像くらいは手に入るけれど、ＡＶ男優などではなくて一般的高校生の男性器を見たいの。できれば、通常時の男性器と、限界まで膨(ぼう)張(ちよう)した男性器、両方を観察させてほしい」

「妥協どころかハードル上がった!?　ってか、そんな直接的な表現使わないで！　もっとオブラートに優しく包んで、比(ひ)喩(ゆ)表現とかも多用して！　年相応の恥じらいを持ってください！　お願いします！」

「恥じらいなど、腐女子になると決めたその日にかなぐり捨てている」

　セリフはカッコイイけど捨てた理由が残念すぎますよね！

「す、捨てちゃったなら探そう！　きっと部屋の隅(すみ)っことかにまだ落ちてるから！」

「え？　でも、私の部屋の隅には、資料用に買った大人のオモチャをしまう箱が置かれているけれど？」

「手に負えねぇぇぇぇっ!!」

　さっきまでのいい雰囲気は今どこでなにをしていますか……？　この空の続く場所にいますか……？　昔のように元気でいるならすぐ戻ってきてください。

　興味がある、なんて真剣な顔で言うから、てっきり「貴方の親友になりたい」とか言われるのかと期待しちゃったじゃないか。

「どうして男性器を見せたくないの？　ひょっとして、包×なの？」

「ほっ!?　な、なんでそうお互いに大火傷(やけど)しそうなことばっかり言うの!?　もっと自分を大切にして！　ってか、それ伏せ字の意味ないよね!?」

「和己君が恥じらいを持てと言うから伏せたのだけど」

「恥じらいのある人は伏せなきゃいけないような言葉を使いません！」

　桜川さんは多分、本気で俺を全裸モデルにしたいわけじゃなくて、からかっているだけなんだとは思う。……ってか、そうだと思いたい。

　この日から『鴫原君』っていう呼び方が『和己君』に変わったのも――

　深い意味はないんだろうな。きっと。
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　５月21日　月曜日




　今朝は目覚めた瞬間から体にダルさを感じた。

　昨日の疲(つか)れが残ってるのかなぁ。肉体にも精神にも。

　ま、帰りにＷＪを買って、夜中、日付が変わる頃に更新される週刊ボカランを見れば疲れも吹き飛ぶはずだ。

「ガ×ダム無双なのにガン×ム使わな～い♪　私のエース機バイアラ～ン♪　だって私は普通の美少女、みんなもそうでしょ♪　あるあ……ね～よぉ～♪」

「……和(かず)己(み)。なんなのかな、その斬(ざん)新(しん)にもほどがある歌詞の歌は」

「は？　知らないの？　先週のニコ生で公開されて一躍話題になった、《私のアリスＰ》の新曲『あるあ……ねーよｗｗｗ』だろ？」

　昼休み、いつものように部室へ向かう途中で、みぃくんに出会った。

　珍しく一緒に部室へ行くことになって歩きながら談笑してたんだけど、疲れを紛(まぎ)らわそうと話の合間に歌ったせいで、戸(と)惑(まど)わせちゃったみたいだな。

「やっぱ凄(すご)い人だよ、私のアリスさんは。ポップやバラード、ボカロックだけじゃなく、こういうコミカルな曲まで作れるんだもんな」

「……その珍(ちん)妙(みよう)な歌を堂々と歌えるまでに成長してしまった君のほうが凄いと思うが」

　呆(あき)れ顔のみぃくんの呟(つぶや)きを、俺はよく聞いていなかった。ちょうど部室棟の二階にさしかかった時、廊(ろう)下(か)の奥に人だかりを発見し、それに注目していたからだ。

「あれ……なんだ？　なんかの行列？」

「ん？　あそこは確か、コスプレ同好会の部室だな。見に行ってみようか」

　行列を構成しているのは男子と女子が半々という感じだった。

　みんな、顔を上げてコス同の掲(けい)示(じ)板(ばん)に注目している。

「……げっ!?」「ほほう、これはこれは」

　掲示板を見た瞬間、俺は悲鳴を上げ、みぃくんは感心したように笑った。

　そこには、昨日撮られた、ちくわ部員たちのコスプレ写真が貼(は)られていた。

　当然、俺がキメ顔でポーズをとっている写真も。

　すぐさまその場から逃げ出そうとした俺だったが、みぃくんに首根っこを捕(と)らえられてコス同の部室へと連れ込まれた。

「やあ、随(ずい)分(ぶん)と景気が良さそうだね」

「お？　みぃくんとカズミーじゃん！　見てよコレ！　あんた達のおかげで大(おお)儲(もう)け！」

　両手に野(の)口(ぐち)さんの束(たば)を持った竹(たけ)下(した)さんに満面の笑みで迎(むか)えられた。

　コスプレ同好会では、昨日イベントに参加したコスプレイヤーたちの写真が売られていた。ラミネート加工とやらが施(ほどこ)された特別製らしい。

「いつにない大(だい)盛(せい)況(きよう)でさ、今年一年分の活動費が稼(かせ)げそう！　やっぱ、ひよりみコンビのは売れるわぁ！　あと、アンタたちが絡(から)んでる写真も人気よ！」

　今まさにその写真を買った女子が、俺とみぃくんを指差しキャーキャー言っていた。

　俺も心の中でキャーキャー言っていた。死にたい、という意味の悲鳴だった。

　つーか、校内でこんな商売していいのかよ？

「ちくわ部にもマージン還(かん)元(げん)しようか？」という竹下さんの生々しい提案を、みぃくんは「代わりに、ちくわ部の存在と活動内容を宣伝してくれ」と言って断り、俺たちはちくわ部室へと向かった。

　部室へ着くと、ひよりみコンビが昼食中だった。テーブルの上には、さっきコス同で売られていたのと同じ写真が。もうこれ以上俺を追い詰めないで。

「我が部員たちよ。これは待ちに待った大(だい)躍(やく)進(しん)の時である」

　指定席でふんぞり返ったみぃくんが、厳(おごそ)かに言った。

「ひゃくふぃん？」

　朝(あさ)日(ひ)さんはフォーチュンパンなる謎の菓子パンを頰(ほお)張(ば)っている。

「そうだ。今回のイベント参加、そしてコスプレ同好会によるブロマイド販売により、我らちくわ部の知名度は飛躍的に高まるだろう」

　コスプレ好きの集まりとしてな。

「必然的に、これからは悩み相談の件数も増えることだろう。そこで――」

　みぃくんは机の下からなにやら大きな箱を取り出した。

「悩み相談の窓口として、この目安箱を設置しようと思う！」

　わーお、安直ぅ。

　ど直球な案に俺はぶっちゃけ引いたが、女子たちは「おお～！　これなら相談たくさん来るね！」「大きさやデザインも完(かん)璧(ぺき)」「そーだろう、そーだろう！」と盛り上がっている。

　筆文字で『目安箱』と大書された箱は早速、部室の入り口横に設置された。

　こんなんで悩み相談が増えるのかねぇ……？







　増えた。

　放課後に、三人もの相談者が部室へ来たのである。

　しかし、目安箱に投書があったわけじゃなく、相談者は直接部室に訪れたので、目安箱の効果とは言い切れない。単に知名度が上がったからだろう。

　みぃくんと朝日さんに喋(しやべ)らせると拗(こじ)れるだけなので、相談には基本、俺と桜(さくら)川(がわ)さんが対応した。

　相談者その一。早口で喋る快(かい)活(かつ)な一年生女子。

「えと、えと。その、あたし、文芸部に入っててっ。それで、先(せん)輩(ぱい)が、部長なんですけど、素敵な人で、優しくて、だから好きで……あっ！　言っちゃった！　えと、でもでも、言えなくて、どうしようって……あっ、先輩は恋人いません！」

　要するに、憧(あこが)れの先輩に告白したいんだけど、どうしたらいいかわからない、という相談だった。

　相談者その二。落ちくぼんだ目をした三年生男子。

「解(わか)らぬ……果(は)たして如(い)何(か)なる道を進まば我の心を満たすが叶(かな)うのか……我が創造主は学問の道を往(ゆ)きさらに学べと云(い)ふ……然(しか)る後に職を得んと……さりとて我が心は其(それ)を答えと受け入れるは難(かた)きと云ふなり……如何とす？」

　要するに、親の言うとおりに進学するべきかどうか、という相談だった。

　相談者その三。良家のお嬢様のような振る舞いの一年生女子。

「私に呪いをかけた男がいるの。ええ、そうよ。私は大悪魔ベルゼブブの生まれ変わりよ。そして、あの男は前世で私の家(か)臣(しん)だった。だと言うのに、あの男は私に呪いをかけたのよ。あの男の顔を見るだけで胸の鼓(こ)動(どう)が激しくなって、毎日毎晩、私はあの男のことばかり考えている。信じられない。こんな恐ろしい呪いをかけるなんて……」

　要するに、気になって気になって仕方ない男子がいる、という相談だった。

　どいつもこいつもキャラが濃く、対応に苦(く)慮(りよ)したが、俺と桜川さんが当たり障(さわ)りのないアドバイスをすると、それだけで満足したようで、丁(てい)寧(ねい)に礼を言って帰った。

　三人とも、ちょっと背中を押してもらいたかっただけなのかもしれない。この程度の悩みでスクールカウンセラーに頼(たよ)るのは恥ずかしい、と思ってウチに来たんだ。

　つまり、みぃくんの当初の考えは正しかったわけだが、

「ふんっ……どうにも、つまらない悩みばかりだったね」

　当の本人は、不満げにそう呟くのだった。




　５月22日　火曜日




　こんなことがあっていいのか。

　ちくわ部の盛(せい)況(きよう)は昨日で終わらず、今日も二人もの相談者が訪れたのだ。

　一人目は、吹(すい)奏(そう)楽(がく)部(ぶ)に所属する三年生で、佐(さ)々(さ)木(き)さんの先輩だった。ちくわ部のことは佐々木さんに聞いたらしい。

　彼女の悩みとは、吹奏楽部の後輩に気になる男子がいるという、またわかりやすい恋愛相談だった。

　昨日と同じように俺と桜川さんが対応する。

　俺が男子の視点で意見を述(の)べ、桜川さんが冷静な状況分析を加えた上で簡単なアドバイスをすると、先輩さんは晴れやかな顔をして去って行った。

　二人目は一年生の女子で、またしても恋愛相談だ。

　中学の頃から好きだった男子がいるのだが、最近恋人ができたと噂(うわさ)になっている、急いで告白するべきか、それとも友達のままで満足するべきか……という今までの相談に比べて少し深刻な悩みだった。

　俺と桜川さんも真剣に話し合い、意見を述べようとした、まさにその時。

「恋愛とは勢いだ！　駆け引きも計算も、全ては圧倒的な勢いの前に粉(ふん)砕(さい)される!!」

　突(とつ)如(じよ)みぃくんが立ち上がり、敢(かん)然(ぜん)と言い放った。

　そろそろ飽(あ)きてくるだろうなぁ……と半(なか)ば予想していた俺と桜川さんは、顔を見合わせて嘆(たん)息(そく)した。みぃくんを止める手段などあるわけもなし。

「い、勢いですかっ!?」

「そうだ！　勢いだ！　恋も勢いで滝(たき)を登れば龍になるッ!!」

　みぃくんはテーブルの上に立ち、堂々と演説をぶちはじめた。

　なにした人かもわからん偉人の言葉を引用し、饒(じよう)舌(ぜつ)に捲(まく)くし立てる。

　だが、その内容は――

「つまり、当たって砕けろだ!!」

　それだけでした。

　可(か)哀(わい)想(そう)に、恋に悩んで藁(わら)にも縋(すが)る思いの一年生は、みぃくんの、中身なんか全然無い演説に感(かん)銘(めい)を受けてしまったらしく、

「わかりました先生！　当たって砕けてきますッ!!」

　そう叫んで部室から飛び出していった。

　迷える子羊をさらに迷わせたみぃくん大先生は、

「よしっ。今日の部活動はこの辺にして、帰りにジョナにでも寄っていくか」

　血も涙も無く、ジョナのチョコバナナパフェを堪(たん)能(のう)するのであった。

　その夜。可哀想な一年生の末(まつ)路(ろ)が気になった俺は、ＦＦＦで彼女のページを見た。

　相談してから三十分ほどあとの『暇(ひま)つぶやき』には、泣き顔の顔文字だけがつぶやきとして書き込まれていた。

　当たって砕けちゃったんだなぁ……。

　罪悪感を覚えた俺は、励(はげ)ましのリプライを送り、ブラウザを閉じた。




　５月23日　水曜日




　嵐とは唐(とう)突(とつ)にやって来るものである。

　気象現象としての嵐なら、確実とは言えないまでも予測は可能だろうけど、比(ひ)喩(ゆ)としての嵐は常に前(ぜん)兆(ちよう)なく訪れるものだ。

「あっ！　お前また勝手に俺の唐(から)揚(あ)げを！」

「もぐもぐ……まあ、そう怒るな。代(か)わりにアスパラのベーコン巻きを進(しん)呈(てい)するから」

「俺がアスパラ嫌いなの知ってて言ってるだろ……！」

　恒(こう)例(れい)となったちくわ部室での昼食。

　朝日さんは他の友達に、桜川さんはコスプレ同好会の人に誘われて不在のため、今日はみぃくんと二人きりの食事だ。だからなのか、みぃくんは指定席ではなく、俺と向かい合う席に座っている。

　珍しく手作り弁当を持ってきたみぃくんと、半強制的なオカズ交換をしたりしてすごす時間は、実に平和な一(ひと)時(とき)だった。

　しかし、その平和を打ち壊さんと、嵐は来た。

　コンコン――と、俺の心へ、軽(かろ)やかなノックの音とともに。

「むう。僕と和己の睦(むつ)み時を邪魔しようとは、なんと無(ぶ)粋(すい)な。ろくでもない用事だったら風雲再起(うま)に蹴(け)らせて地獄に落とすしかないなこれは」

　みぃくんは箸(はし)を置き、露(ろ)骨(こつ)に不快感を示した。どうでもいいけど、こんな時まで俺をからかおうとするのはやめてほしいな。なんだよ睦み時って。

　俺も箸を置いて立ち上がり、部室中央のカーテンを引いた。応接用空間完成。

「どうぞ。入ってくれ」

　みぃくんの許しに応(こた)えるように、扉が開かれる。

「お邪魔しまーす。……あっ、食事中だった？　ごめん！」

　遠(えん)慮(りよ)がちに入ってきた人物に、俺はなんのリアクションもとれなかった。

　予想外も予想外。こんなシチュは夢に見たことすらありません。

「ほほう……これはこれは。さあ、遠慮せず、そこに座るといい」

　その場で硬(こう)直(ちよく)する俺とは打って変わって、みぃくんは先ほどまでの不快を掃(そう)除(じ)機(き)にでも吸わせたかのように、満面の笑みで彼女を迎えた。

　促(うなが)されるまま、相談者用の席に、茶(ちや)髪(ぱつ)を揺らしながら座ったのは――

「朱(と)鷺(き)園(ぞの)さん、どうして……？」

「やだな、悩み事の相談に来たんだよ。ちくわ部ってそういう部なんでしょ？」

　朱鷺園優(ゆう)子(こ)さん――俺の好きな人は、柔(やわ)らかく微笑(ほほえ)みながら言った。

　かくして、嵐は来たのである。







「さて……朱鷺園さん。悩みを訊(き)く前に、ちくわ部のことをどこで知ったか教えてくれるかな？」

　俺の体は、心臓やら汗(かん)腺(せん)やらアチコチが不具合を起こしていたが、前に教室で話しかけられたほどの動揺はない。この二週間の部活動で、それなりに対人能力が鍛(きた)えられたんだな……って思えるだけでも成長したろ？

「どこって言うか……噂で聞いたから、かな。鴫(しぎ)原(はら)くんが入部したって聞いて、その、気になってはいたから」

　優しいな、朱鷺園さんは。俺みたいなぼっちのことも、クラス委員として気にかけてくれていたのか。どうしよ。嬉(うれ)しくて、ちょっと泣きそう。

「ふむ……噂、ね」

「そ、それで……その、朱鷺園さん、相談というのは？」

　みぃくんの笑顔は、明らかになにかを企(たくら)んでいる笑顔だ。このまま二人で会話させるのはマズイと判断し、俺は声をドモらせながら訊(たず)ねた。

「えっと、わたし、あんまり話すの上(う)手(ま)くないから、わかりづらいかもしれないけど」

　朱鷺園さんは、俺がお出しした紅茶を一口飲み、そう前置いて話し始める。

「わたし、趣味がガーデニングで、家のベランダでガーベラとかポインセチアとか育ててるんだ。今はゼラニウムの花が見頃なんだけど」

「ほう。ガーデニング。高校生にしては珍しい趣味だね。なにかと金や手間のかかる趣味と聞くが？」

「そうなんだよね。有(ゆう)機(き)肥(ひ)料(りよう)とか結構高くって。あと、温度調節のためのヒーターとかも必要だから、お小(こ)遣(づか)いだけじゃ足りなくってバイトを始めたの。新宿駅のそばのサウザンドタワーってわかる？　そこのカフェで――」

　そこまで言い、「話が逸(そ)れちゃったね」と、朱鷺園さんは話を戻す。

「ガーデニングは小学生の頃からやってたんだけど、中学に入ってから、今度は野菜も作ってみたいなって思って、ウチの近くにレンタルファームがあったから、そこで畑を借りて……あ、この前、イチゴを収(しゆう)穫(かく)してね、美(お)味(い)しかったなぁー」

　レンタルファームというのは、読んで字の如(ごと)く、畑の一角を貸し出し、借りた人はそこで自由に野菜などを栽(さい)培(ばい)できるという、一時期流行(はや)っていたらしい商売だ。

　市民農園など、自治体が貸し出している畑もあるが、朱鷺園さんが利用しているのは一般の人が経営しているファームだそうだ。

「それで？　イチゴはどうでもいいが、その貸し出し農園がなんだと言うんだい」

「あ、ごめん。わたしホントに話下手で。……えっと、私が借りてるとこは『芝(しば)崎(さき)レンタルファーム』っていって、芝崎さんっていう女の人が一人で経営してるの。すごくいい人なんだけど、その……あんまり商売上手じゃないみたいで」

　もともと少なかった利用者が、去年の終わり頃から急に減り始め、今では朱鷺園さんだけになってしまったのだという。

「それでね、わたし、芝崎さんにはお世話になってるし、このままレンタルファームがなくなっちゃうのもイヤだから、利用者を増やすお手伝いがしたいって思って……」

「こうして、ちくわ部に相談に来た……と」

　腕組みをして言うみぃくんを真(ま)っ直(す)ぐに見つめ、朱鷺園さんは力強く頷(うなず)いた。

「利用者を増やすってことは、なにか宣伝とかすればいいのかな」

　俺も頑張って意見を述べてみた。

「それしかないだろうね。しかし、朱鷺園さん。具体的に、利用者を何人くらい増やしたいかなど、目標はあるのかい？　それによっては、かなり長いスパンの計画が必要となるが」

　経営の立て直しまで行いたいと言うのなら、僕らでなく専門家のアドバイスを仰(あお)いだほうがいいと思うぜ……と、みぃくんは言い添(そ)えた。

「あっ、その、えっと、わたしも自分で色々考えてみて、ちくわ部さんには、宣伝ポスターを作る手伝いをしてもらえればいいなって……」

「宣伝ポスター？　そのレンタルファームの？」

「うん。まずは色んな人に知ってもらうのが大事かなって。レンタルファームがありますよーって。それに、できればわたしたちと同じくらいの、高校生とか中学生にも興味を持ってもらいたいんだ」

　畑や農業と聞くと、俺なんかは、お年寄りがクワをかついでえっちらほっちらと耕(たがや)している情景を思い浮かべてしまうが、実際のところ農作業は老体に堪(こた)えるらしく、高齢者が畑を借りても長続きしないことが多いらしい。

「高校生でも畑やってるんだよ、ってアピールできたらいいなと思うの。みんなで畑を耕しているところとか、ポスターに写真を使って……」

「なるほど。要するに、君もひよりみコンビが目当てで来たというわけか」

　青天の霹(へき)靂(れき)。青空のようにご機嫌だったみぃくんの表情に、俄(にわか)に黒々とした雷雲が広がり始めた。

「あ、うん……ひよこも桜川さんもキレイだから、絵になるかなって思って……その」

　ああ、朱鷺園さんが萎(い)縮(しゆく)してしまっているじゃないか。

　ひよこと呼んでるってことは、朝日さんと仲が良いのか……とか思い耽(ふけ)っている場合でもないよな。ここは俺がフォローしないと！

「とっ、ともかく！　今回の部活動は、その芝崎レンタルファームの宣伝ポスターを作るってことで！　今日の放課後、早(さつ)速(そく)その畑に行ってみようぜ！」

　とってもわざとらしいよね！　でも気にしない方向で頼む。

「いいの？　鴫原くん……」

「う、うん。勿(もち)論(ろん)。ちくわ部は、生徒の悩みを解決する部だから……」

　本当は「君のためなら、どんな危険なことだってできるさ」と言おうかと思ったんだけどね。無理だよね。

「ありがとう！　よかった、思い切って相談に来て……」

　朱鷺園さんの瞳(ひとみ)は少し潤(うる)んでいた。

　よっぽど、そのレンタルファームが心配だったんだな……。

　けれど、どうにか取り戻せた笑顔は明るく、いつもクラスメイトの中心で輝いている朱鷺園さんがそこにいて、部室中が百ルクスくらい明るくなったような気さえした。

　笑顔に照らされる俺の心も温かくなって――

「待ちたまえ」

　みぃくんの、不機嫌を隠さない声に、場が凍(こお)りついた。

「勝手に話を進めないでもらおう。僕はまだ、相談を受けるとは言っていないぜ」

　みぃくんは細めた目で朱鷺園さんを見つめた。

「ど、どうしたんだよ。なにを――」

「和己は黙っていろ」

　その群(ぐん)青(じよう)の目に、からかいの色はない。悪ふざけのセリフでは、ない。

「朱鷺園優子さん。君の悩み相談だが――」

　あとに続く言葉を察(さつ)したのだろう。朱鷺園さんの表情が硬くなる。

「――悪いが、受けられない。どこか他を当たってくれ。さようなら」

　俺が想像していたどのセリフよりも、それは冷たく、そして鋭(するど)かった。

「あ……あの、ごめんなさい。わたし――」

　朱鷺園さんは慌(あわ)てて立ち上がろうとした。その様子は、怯(おび)えているようで、言葉に傷つけられたようで――

「待てよッ!!」

　気がつくと、俺は立ち上がり、叫んでいた。

「……なにかな、和己」

　俺の大声に朱鷺園さんは動きを止めるが、みぃくんは泰(たい)然(ぜん)と構えたまま。

「な、なんで受けられないんだよ？　宣伝ポスターくらい簡単なことだろ？　それに、ちくわ部の名前を入れて、学校の掲示板にも貼れば部の宣伝にも――」

「宣伝なら、先のイベントで十分なんだよ。ＦＦＦのコミュでも相談は増加傾向だ。そうじゃない、君は勘(かん)違(ちが)いをしている。朱鷺園さんの依頼を受けないのは、単に、面白くなさそうだからだよ」

「おもしろく、なさそう……？」

「そうさ。レンタルファームの宣伝？　ふんっ、予想外な出来事など一つも起こりそうにないな。ポスター作り自体も面白さに欠(か)く。成功でも失敗でも、結末は想定の範囲内に留(とど)まるだろう。つまらないんだよ」

「お前、今までも自分が――自分だけが面白いかどうかで相談を選んでたのか？」

　失望した、と言えば言いすぎだろうか。

　だけど、俺は今まで、なんだかんだ言いながらも、みぃくんは誰(だれ)かのために行動しているんだと思っていた。佐々木さんの時も、斉(さい)藤(とう)さんの時も、竹下さんの時も、俺に友達をつくってやると言ったことも。

　だから、続いたセリフに受けた衝撃といったら、比喩のしようもなかった。

「当たり前だろ。僕は僕が楽しいと思うこと、面白いと感じることしかしない。それ以外の判断基準など、僕の中には存在しない。他人を助けるのも傷つけるのも、僕が楽しいからだよ。面白いからだよ」

　自己中だと責(せ)めることは、できなかった。できるはずもなかった。

　だって、それは――

「言っておくがね、この僕のスタンスを君は否定できないんだぜ？　君だって自分のためじゃないか、下心のためじゃないか、そうだろう？」

　みぃくんの言うとおりだ。否定できない。彼女を責められない。

　でも――

　いいじゃないか、下心があったって。自分を好きになってもらいたいから、友達になってほしいから、そんな動機で人助けすることの、なにが悪い？

　これが、諦(あきら)めでも、開き直りでもいい。

　なにもしないよりは、いいじゃないか。

　見ているだけよりは、マシじゃないか。

　みぃくんは言った。

『僕は、僕が楽しいと思うこと、面白いと感じることしかしない』

　なら、俺も、俺だって――

「俺は朱鷺園さんの相談を受ける」

　みぃくんの右眉が跳(は)ねた。不快の曲線を描くその下で、鋭さを増す右目。
















　初めてだ。みぃくんに逆らうのは。

　あとに引きずらない口論や、無駄な抵抗なら何度もしたけど、それとは違う。

「……なんと言った？」

「俺は朱鷺園さんの相談を受ける。宣伝ポスターを作る。気に入らないなら、退部にしてくれて構わない。……俺は一人でもやる」

　そうだ。朱鷺園さんのためでも、自分のためでも、下心のためでもいい。

「俺は朱鷺園さんの力になりたいんだ」

　それが、今の俺にとって、楽しいと思えること、面白いと感じることなんだ。

「……本気かい？　和己」

　答えずに、みぃくんの目を見る。

　眼球を突き破って心の中まで見通すような群青の視線と、俺の視線とが、交(まじ)わる。

　この目を逸らすわけにはいかない。絶対に。

「……そうか。ならば勝手にやるがいい。僕はもうこの件には関与しない」

　俺より先に、みぃくんが目を逸らした。

　そして、テーブルに置かれた紅茶を一気に呷(あお)り、彼女は部室から出て行く。

　もう何度も聞いた扉の閉まる音。それが、今だけは絶対の拒絶を宣告する誰かの声に聞こえて。俺とみぃくんの間に見えない亀(き)裂(れつ)が走る音のように聞こえて。

　耳から入ってきたその音が切りつけていったみたいに、どこかが痛い。

　前に、みぃくんが言っていたことを思い出す。

『君が欲してやまない他人との触れ合いで生じる温(ぬく)もりとは、摩(ま)擦(さつ)熱(ねつ)だ。すぎればその熱は両者の肌に火傷(やけど)を刻むこともある』

　これがそうか？　今、俺の感じている痛みが、摩擦熱の末の火傷なのか？

　だとしたら、なんでこんなに、心が寒(さむ)いんだ……。

「あ、あの……鴫原、くん？」

　朱鷺園さんの声に我に返る。

　そのまま過去から引き上げられて、現実の問題に直面した。

　ど……………………どうしよう。

　つい勢いで言っちゃったけど、これってアレ？　やっぱ俺が一人で宣伝ポスター作る展開なの？　無理くね？　今更ながら脂(あぶら)汗(あせ)が流れてくるんですけど。

「だいじょぶ!!」俺は強がった。震える声で。

「朱鷺園さんはなにも心配しないで。宣伝ポスターはちゃんと作るから。えーっと……まずは、とにかく放課後に、そのレンタルファームへ行ってみよう」

「…………うんっ。ありがとう、鴫原くん」

　この笑顔、最高だ、朱鷺園さん。恥ずかしい場面見せちゃったが、ここから挽(ばん)回(かい)していこう。うん。下心でもいいんだ。

　しかし、俺一人ってのは、自分で言うのもなんだけど、かなり頼りないよな。もう少し人手がほしいところだ。けど、部活動として認められていない以上、ひよりみコンビにも頼れないし……こういう時に、友達のいない辛(つら)さを実感する。

「じゃあ、そろそろ昼休み終わっちゃうから、また放課後に。……本当にありがとう、鴫原くん」

「う、うん。それじゃ、また」

　まあいっか！　なんとかなるさ！

　去(さ)り際(ぎわ)の朱鷺園さんの笑顔に、百人力を得たような気持ちになる俺だった。







　一年三組の教室で、朱鷺園さんは、俺の斜(なな)め前のほうの席に座っている。

　午後の授業中、姿勢のいい後ろ姿にチラチラと視線を送っていると、一度だけ朱鷺園さんが振り返り、思わず『●ＲＥＣ』とコメしたくなるような笑顔を送ってくれた。

　今回の一件をきっかけに、付き合うとか、友達になるとか、そんな高望みはしないからせめて知人としてたまにお喋りできるくらいの関係になれたら――

　そんな妄想をしている間に授業が終わった。

　朱鷺園さんはバレーボール部に所属しているが、今日は休むと連絡してあるようで、ＨＲが終わってすぐ、俺たちは芝崎レンタルファームへ向かった。

　新(しん)宿(じゆく)駅から千(ち)葉(ば)方面へと向かう総武線に乗り込む。

　目的地は新(しん)小(こ)岩(いわ)駅。朱鷺園さんの家の最(も)寄(よ)り駅であり、芝崎レンタルファームは朱鷺園さん宅から十分ほどの距離にあるらしい。

「あ、朱鷺園さんは、やっぱり朝日さんと仲良いんだ？」

「うん。入学してから割とすぐに知り合ったかな」

　車内での会話は意外にも弾(はず)んだ。俺が一番驚いている。

　と言っても、内容は、ひよりみコンビのことばかりだったけれど。

「二人ともカワイイよね。鴫原くんは、どっちが好みのタイプなの？」

「え!?　い、いや、俺はそういうのじゃ……」

「まったまたー。それとも、あれかな？　あの、みぃくんって子が好きなのかな？　あだ名で呼んでるみたいだし」

「それはない」

　朱鷺園さんはちくわ部内の人間関係に興味がおありのようだったが、俺は断固として恋愛関係にはないと主張しておいた。特にみぃくんだけはないと。

　楽しいお喋りの時間は、電車が新小岩駅に到着してからも続いた。

　学校の鞄(かばん)は駅のロッカーに預け、芝崎レンタルファームへと向かう。

　利用者が激減し、経営的にピンチだというレンタルファームは、想像していたよりもずっと広く、立派な畑だった。

「はじめまして、芝崎です。今日は本当にありがとうね。……あ、これ、ウチの畑で取れた野菜。よかったら持って行ってね」

「あ、よろしくお願いします。ちくわ部の鴫原和己です。ありがとうございます」

　野菜が山盛りになった籠(かご)を持って出迎えてくれた女性が、この畑の管理人兼経営者である芝崎さんだった。

　畑の管理人というイメージからすると相当若い。平日は近所の運送屋で事務の仕事をしており、畑は親から譲り受けた……と言うか、半ば押し付けられたらしい。

「芝崎さん、そういうのはあとでいいから。キャベツ持って撮影してたら変でしょ？」

「あ、そうね」と、朱鷺園さんの指摘に、照れたように頰を掻(か)く芝崎さん。

　うーむ、のんびりとした性格は農業向き……なのだろうか？

　朱鷺園さんによると、芝崎さんも華(か)宿(しゆく)高校の出身で、年齢は三十代だという。

　その割に随分と若く見えるな。化(け)粧(しよう)っけのない顔は整っているし、学生時代も今も相当モテるのではないだろうか。

　朱鷺園さんに百人力を貰(もら)った俺は、思い切って話を振った。

「あの、芝崎さんはご結婚されているんですか？　旦(だん)那(な)さんと一緒に畑を？」

「お前は俺を怒らせたッ!!」

　ゴゴオオォォッ!!　

　突如、芝崎さんが豹(ひよう)変(へん)した。髪が逆立ち、背後に怒(ど)気(き)の炎が揺らめく。

「ちょっ!?　なにっ、え!?　芝崎さんどうしちゃったの!?」

「駄目よ鴫原くん！　芝崎さん、婚期を逃した三十路(みそじ)の行き遅れなんだから、年齢とか結婚の話題はタブーなんだって!!」

　そう言う朱鷺園さんが一番ヤバそうな発言をしていらっしゃる！

「コンキ……イキオクレ…………クケケケケケケケッ!!」

　向こう側にイッちゃった感じの奇声を上げ、両手にクワと鎌(かま)を振りかざし、目を爛(らん)々(らん)と輝かせ髪を振り乱す――芝崎さんは、まさしく人ならざりし夜(や)叉(しや)と化した。

「貴様のハラワタを喰らい尽(つ)くしてくれるわぁぁ――――――――――っ!!」

「「ぎゃああああああああああああああ!?」」

　夜叉の狩り場と化した畑に、俺と朱鷺園さんの悲鳴が響き渡り――







「さてっ！　それじゃあ、ポスター撮影しましょうかっ！」

　十分後、芝崎さんは清(すが)々(すが)しい笑顔を浮かべて言った。

　俺が「年齢の割りに若く見えますね！　二十代かと思いました！　憧れちゃうな！」と叫び、朱鷺園さんが「そうそう芝崎さんまだまだイケてますって！　わたしの男友達にも年上好きな人がいて、今度紹介しますから！」と唆(そそのか)して、ようやく芝崎さんは人間に戻ってくれたのだ。本気で畑の肥料にされるかと思ったよ……。

「――あっ!!」

　ほっと一息吐(つ)いたところで、俺は大変なことに気がついた。

「ど、どうしたの？」

「カメラ……忘れた」

　俺って、なんて馬鹿……。

　こんなの、みぃくんや桜川さんなら絶対しないミスだ。だから俺はダメなんだ。

　襲い来る自(じ)己(こ)嫌(けん)悪(お)の重圧に負け、俺は膝(ひざ)を屈(くつ)した。

　このまま地の底に沈み地球の反対側から飛び出て宇宙の塵(ちり)になってしまいたい……。

「だ、大丈夫だよ！　カメラならウチにもあるし！　すぐ持ってこれるから！」

　塵にすぎない俺を朱鷺園さんが励ましてくれるが、そもそも俺、朱鷺園さんの悩みを解決するためにここに来たんだよね。でも、思いっきり足引っ張ってるよね。

　俺のいない世界は、きっと素晴らしくて、全ての歯車が嚙(か)み合(あ)うに違いない……。

「そうだっ！　ポスター撮影する前に、畑をキレイにしよっ！」

「畑を……綺(き)麗(れい)に？」

「ほら、興味を持った人が見に来てくれた時に、荒れてたりしたらダメでしょ？　利用者さんがすぐ畑を使えるようにキレイに整備しなきゃ！　撮影するにしても、ちゃんとしておかなきゃだし、だから撮影は明日でも大丈夫だよっ、ねっ！」

　俺の目から涙が零(こぼ)れた。その一粒が土の上に落ち、深くまで浸(しん)透(とう)して、一週間後にはここから芽が生える。そして、春には輝かしい大輪の花を咲かせるのだ。

　俺はそれに、感謝という名前をつけるだろう。

「ありがとう……。俺、まだ頑張ってみるよ……！」

　朱鷺園優子という名の女神に救われ、俺は立ち上がった。なんて優しい人なんだ。俺みたいな矮(わい)小(しよう)な塵にも等しい底辺ぼっち野郎を、必死に励(はげ)ましてくれるなんて。

「うん！　二人で一緒にがんばろ！」

　キュッと握り拳(こぶし)を作る朱鷺園さんに、やり取りを見ていた芝崎さんが、

「おやおやぁ？　ひょっとして優子ちゃんってば、彼のこと――」

「わ、わ、わー!!　そそそんなことよりクワ貸してください！　クワ！」

　急に慌てふためいた朱鷺園さんは、ニマニマしている芝崎さんに摑みかかるような勢いで言った。なんで顔を赤くしているんだろ？

「うふふっ、青春してるね。……クワなら向こうの物置にあるけど、その前に石拾いと雑草抜きしなきゃね。危ないからね」

　特に石は、当たるとクワの刃が欠けたりして危険らしい。

　そういうわけで、まずは三人で土仕事をすることになった。

　物置を借り、念のため持ってきていたジャージに着替える。肝(かん)心(じん)のカメラは念のためにも持ってこなかったのにね。思い出すたび死にたくなるね。

　ちなみに、朱鷺園さんは自宅で着替えてきた。

「それじゃ、二組に分かれようね。私は奥から、優子ちゃんと鴫原君は道路側から進めていってね」

　畑に着くまでは、作業の指揮なんかは部長のみぃくんに代わって俺がやるべきだろうと思っていたが、百人力がすっかり百分の一人力くらいに落ちてしまったので、芝崎さんにお任せした。もう自分がなにをしに来たのかわからなくなってきた。

「雑草は根が強いのを優先的にね。優子ちゃん、鴫原君に教えてあげてね」

　最後に、芝崎さんがなにやら朱鷺園さんに耳打ちした。

　すると、朱鷺園さんは耳まで真っ赤にして、

「なっ!?　そ、そんなこと教えません！」

　と叫び、芝崎さんは「頑張ってね～。色々と～」と言って、畑の奥のほうへ行ってしまった。なんだったんだ？

「あ、あの……朱鷺園さん？」

「さあ！　始めるよ！　芝崎さんの言ったことなんか気にしてる暇ないよっ！」

　いや、多分、一番気にしているのは朱鷺園さんかと。目が泳ぎまくってるし、ちょっと心配になるくらい顔が赤い。

　ともかくも、俺と朱鷺園さんは作業へと取りかかった。

　取りかかった……のだが、最初のうちは朱鷺園さんと仲を深める余裕はなかった。

　緊張していたし、それ以上に、中腰での作業が大変だったからだ。

　慣れてきたら慣れてきたで、今度は無言である。

　どうしたわけか、普段は友達と話している姿をよく見かける朱鷺園さんまで、口数が少ない。俺のせいか？　俺が話題を振れないからか？

　くっそ！　出(い)でよ！　出でよ愉(ゆ)快(かい)な話題！

　そうだ、俺のオススメボカロＰである《私のアリスＰ》の話をすればいいんだ！　

　……って、ついてこられるのちくわ部女子くらいだよ！

　どうにもよくない。俺がカメラを忘れて運気の流れが悪くなりでもしたのか、畑の整備も今日中には終わりそうにないという気配がしてきた。もとから広い畑であるし、利用者が減って整備を怠(おこた)っていたのか、思っていたより雑草や石ころが多い。

　これは非常によろしくない。大変な作業も仲間と一緒に楽しくできれば、苦労を乗り越えた達成感は強く、仲間同士の一体感も強くなる。それは、コス作りと、同人誌即売会で経験したことだ。

　あの時と比べてみてくださいよ、この無言の行を。

　達成感なんか微(み)塵(じん)も感じられそうにない。ただ疲労感だけが残りそうだ。

　その根本的な原因が全て俺にあるのだと思うと……。

「ねえ、鴫原くん……」

　囁(ささや)くような声が聞こえたのは、俺が雑草の根を取り除くためのスコップを手首に突き刺したいという衝動と戦い始めた時だった。

「なんか、懐(なつ)かしいね」

　俺はしゃがんだまま隣(となり)の朱鷺園さんを見た。彼女も俺を見ていた。

「懐かしいってほど前じゃないか。先月だもんね。覚えてる？」

　覚えている。忘れるはずがない。今と同じように、頰に土をつけ、汗で髪が肌に張り付いた顔を。彼女の笑顔を。

　俺が、朱鷺園優子さんに恋をした瞬間のことを。

「……覚えてる。あの時は、ありがとう」

「ううん。いいの。わたしも、いつかはやりたいなって思ってたことだから」

　華宿に転入してから数日が経(た)った頃だった。

　その日の放課後、俺は校庭の隅(すみ)にある荒れ果てた花(か)壇(だん)と格闘していた。今していることと同じように、石を取り除いて、雑草を引き抜いていた。傍(かたわ)らに、小遣いで買った花の苗(なえ)を置いて、それで花壇を生き返らせようとしていた。

『鴫原くん……だよね？　なにしてるの？』

　そこに声をかけてきたのが、朱鷺園さんだった。

　この時はまだ、俺は彼女に恋をしていなかったと思う。ただ、社交的で友達の多い朱鷺園さんに憧れていただけ。羨(うらや)んでいただけ。

『わたしにも手伝わせて。ずっと勿(もつ)体(たい)無いなって思ってたんだ』

　そう言って、綺麗な手も顔も土で汚して、それでも瞳はキラキラ輝かせていた朱鷺園さんに、緊張でまともに喋れもしなかった俺にも嫌な顔一つせず話しかけてくれる朱鷺園さんに……俺は、恋をしたんだ。

　彼女の手に優しく包まれて植(う)えられる苗に、軽い嫉(しつ)妬(と)を覚えるほどに。

「あの花壇、入学式の日から気になってたんだよね。いつか綺麗にしたいって思ってたんだけど……わたしは、なにもしなかった。部活が忙しいとか、勉強が大変とか、心のどこかで言い訳して……。鴫原くんがいなかったら、卒業までそうしてたかも」

　朱鷺園さんは、自分を恥じているような顔をした。

「鴫原くんは凄いよ。誰かに頼まれてもいないのに、自分から進んで他の人がやりたがらないことをして……上手く言えないけど、凄いことだよ」

　違う。そうじゃない。朱鷺園さんは勘違いしている。

「そうじゃないんだ」

　喉(のど)から搾(しぼ)り出した声は、自分のものと思えないほど震(ふる)えていた。

「そんなカッコイイもんじゃないんだ。誰かのためとかじゃなくて、ただ誰かに褒(ほ)めてもらいたくて、誰かに見つけてもらいたかっただけなんだ」

　夢を見ていた。いつか誰かが言ってくれるんじゃないかと。

『あの花壇、綺麗にしたのお前なんだって？　なんで言わないんだよぉ～』

『花(か)瓶(びん)の水を換えてくれてるのも鴫原君なんでしょ？　いつもありがとう！』

　そうやって、みんなに感謝されて、みんなに囲まれて、その中から友達になってくれる人が現れて――そんな自分を夢見ていただけ。妄想していただけ。

「……それでもいいんじゃないかな」

　いつの間にか、俺の右手が朱鷺園さんの両手に包まれていた。

　花壇に植える花の苗を包むように、優しく、どこまでも、優しく。

「みんなも同じだよ。わたしだって、バレーボール続けられたのは、きっと誰かに褒めてもらって、認めてもらいたかったから。みんな、自分を見つけてほしいって思ってるんだよ。それは、全然悪いことじゃない」

　涼(すず)やかな朱鷺園さんの声と、心に染みる手の温かさ。

「知ってる？　あの花壇、近くにベンチあるでしょ？　花壇が綺麗になってから、そのベンチが昼休みの人気スポットになってるの。朝に荷物とか置いて予約してる子までいるんだから。みんな、鴫原くんが植えた花を見たいんだよ」

　知らなかった。昼休みの人気スポットなんか考えたこともない。

　考えていたのは、一秒でも早くトイレで弁当を食べ切る方法だけだ。

「園芸部の人たちも、綺麗な花壇を維(い)持(じ)するために頑張ってくれてる。今までほっぽってた分、罪(つみ)滅(ほろ)ぼしするみたいにね。みんな、鴫原くんのおかげで変わったの。わたしだって変わったよ。……だから、わたしは言いたい」

　キュッ――右手にかけられる力が強くなる。

「鴫原くんは、凄いよ！　カッコイイ人だ！」

　力強く、眩(まぶ)しいほどの笑顔。俺の大好きな人の笑顔が、そこにあった。

　それを見て、今(いま)更(さら)みたいなことを、思う。

　朱鷺園さんを好きになれて、よかった。

　だって、こんな風に衒(てら)いもなく他人を褒められる彼女のほうが、俺よりずっと凄いし、カッコイイじゃないか。

　俺を、こんなにも誇らしい気持ちにしてくれる朱鷺園さんのほうが、ずっと。

「あ……朱鷺園さん、その」

「ん？　……あっ!?　ご、ごめん！　い、いきなり手ぇ握ったりして……」

　ポンッと破裂するような音を立てて顔を真っ赤にし、朱鷺園さんは俺の右手を放してしまった。温もりが、名(な)残(ごり)惜(お)しい。

「あ、あははは……。ごめんね、なんか偉そうなこと言っちゃった……」

「そんなことない。凄く嬉しかった。ありがとう、朱鷺園さん」

　礼を言うと、さらに顔を赤くして俯(うつむ)いてしまう。なんだか微笑ましい。

　これってさ、結構、いい雰(ふん)囲(い)気(き)だよな？　

　今なら、言ってもいいんじゃないか？　好きですって。

　いや、言いたいんだ、俺は。フラれてもいいから、どうなってもいいから、とにかく今は、俺の気持ちを正直に朱鷺園さんに伝えたい。

「し、鴫原くんっ!!」

　俺が口を開こうとするよりも早く、朱鷺園さんが凄い勢いで顔を上げた。

　あの時と同じだ。夕暮れの教室で見たのと同じ、真剣な表情。

「あ、あのねっ。き……聞いてほしいことがあるの。ずっと言いたくて、言えなかったことなんだけど、その……えと……わ、わたしは……」

　朱鷺園さんは、一(いつ)旦(たん)言葉を切ってから深く息を吸い、そして――

「わたしはっ！　鴫原くんのことが、す」

「カッズミ～～～～～～～～～～～～～～～～!!」

　どっすーんっ！

「ごふごっ!?」

　後方からの衝撃に揺らぐ全身。詰まる息、明(めい)滅(めつ)する視界、体にかかる重圧。

　突っ込んできたのは一台の自転車……ではなく、

「あっ、朝日さん!?」

「うぇっへっへ～☆　水くさいぞぉ、カズミー！」

　ジャージ姿の朝日さんが、俺の背中にのしかかるように抱きついていた。

　ってか、あの、背中に、アレが、朝日さんのアレが、当たって……柔らか～い。

「ひ、ひよこ？　どうして……」

「ユーちゃんもぉ！　言ってくれればよかったのにぃ！　むぅー！」

　俺の肩に顎(あご)を載せ、ぷーっとむくれる朝日さん。

「ヘルプに来た。みぃくんに聞いて」

　同じくジャージ姿の桜川さんが、朝日さんを俺の背中から引きはがした。

　た、助かった……。アレの極(ごく)上(じよう)すぎる感触に理性がトびかかったぜ……。

「桜川さんまで……って、え？　みぃくんに……？」

「昼休みの顚(てん)末(まつ)も、全部。手伝いに行けとは言われなかったけれど」

　どんな顔をしたらいいのかわからない、とはまさにこのことだった。

「カズミー一人じゃ大変かなぁって思って、助けに来ましたっ！　畑仕事とかも面白そうだしっ！」

　俺の中で、自己嫌悪がぶり返してきた。

　朱鷺園さんの力にもなれなければ、ひよりみコンビにまで、こんな迷惑を。

「ごめん、二人とも。俺、みぃくんに偉そうなこと言っといて、部活動でもないのに二人を巻き込んじゃって……。本当に、ごめ――あだっ!?」

　謝って、思い切り頭を下げようとしたら、朝日さんに鼻をデコピンされた。

「なんで謝るの？　友達を助けるのなんて、当たり前のことだよっ！」

「そうね。友達同士の間に貸し借りなんて概念は存在しないって、先週の『紅(ぐ)蓮(れん)のアポカリプス』に書かれていたでしょう？　和己君」

　ジンジンと痛む鼻を押さえながら、俺は二人の顔を順番に見た。

　友達？　友達って……言ったのか？

　どうして、俺と、二人は、そんな。

「友達って……でも、俺たちは、まだ」

　まだ、友情値は溜(た)まってなくて。友情レベルもずっと低くて。だから――

「友達だよ！」

「え……」

「カズミーと一緒にいると楽しいもん！　理(り)美(み)ちゃんと一緒にいるのと同じくらい楽しいんだよ？　ね、そう思えたんだから、もう友達だよ！」

　朝日さんは、俺の目を見て、笑ってくれて。

「毎日一緒にお昼を食べて、放課後にはお喋りして、同人誌即売会では同じアニメのコスプレまでした。それでも、まだ友達じゃない？　まだ友情値が足りない？　まだほかに、なにかが必要？」

　桜川さんの平(へい)坦(たん)なセリフに、僅(わず)かな苛(いら)立(だ)ちを感じて。

　二人の優しさに、俺の中にあった〝友達の定義〟なんてものが吹き飛ばされて。

　視界が滲(にじ)んだ。鼻の奥のほうが痺(しび)れて熱くなる。

　ああ、ちくしょう。

　俺は、みぃくんに感謝しなきゃいけないじゃないか。

　アイツは噓(うそ)を吐(つ)かなかった。本当に、俺に友達をつくってくれたんだ。

「ほらほらぁ！　早く畑仕事しよっ！　日が暮れちゃうぞっ！」

　朝日さんが、ニコニコしながら、俺の手をとる。

　温かい。朱鷺園さんの手ともまた違う温かさだった。

「……うん。そうだね」

　ジャージの袖(そで)で顔を擦(こす)り、答える。お礼は言わない。言ってたまるか。

　だって、友達同士の間に、貸し借りなんて概(がい)念(ねん)は存在しないんだからさ。







　芝崎さんに二人のことを紹介し、畑の整備を再開した。

　ちなみに、桜川さんは、俺のミスを読んだかのように、立派な一眼レフカメラを持(じ)参(さん)していた。コスプレ同好会から借りたらしい。頭が下がる思いです。

　朝日さんの運動能力と、桜川さんの効率的な指示によって、再開した作業は滞(とどこお)りなく、速(すみ)やかに、かつ和(なご)やかに終わった。少しだけど、朱鷺園さんとも話せたし。

　ただ、一つ困ったこともあった。

「ねぇねぇ、カズミー♪」

「なんですか、あさ……ひ、ひよ、さん」

　そんなやり取りを、幾度となく繰り返すハメになったのである。

　友達ならあだ名で呼べるよね、それが朝日さん――もとい、ひよさんの主張だった。

　まだ慣れないし恥ずかしいから、という交(こう)渉(しよう)の末、しばらくは『ひよさん』と呼ぶことになったのだが、なにが嬉しいのか、彼女はしつこく俺に『ひよさん』と発音させようとする。新手のセクハラか？

　それと、これからは桜川さんのことも『理美さん』と呼ぶことになった。

「よーしっ！　これで畑の整備は完了っと！」

　全作業終了後、畑は今すぐにでも貸し出せる状態になっていた。

「ほんっと～～～に！　ありがとうね、みんな！」

「まだだって芝崎さん。ポスター用の写真を撮らなきゃいけないでしょ？」

「それも終わった」

　淡々とした呟きに、場の視線が理美さんに集まった。

「これ、作業中に撮影した写真。そのままポスターに使えると思う」

　そう言って差し出された一眼レフカメラ。液晶画面で写真を確認してみると、そこには生き生きとした表情で畑を耕している俺たちの姿が。

　畑を走り回って働くひよさん、並んでクワを振る俺と朱鷺園さん、ひよさんの指が写り込んだ理美さんの写真、そして何(な)故(ぜ)か見合い写真のような芝崎さんの写真。

「へぇ、よく撮れてる。……って、いつの間に撮ったの？」

「作業の合間に。終わってから撮るより自然かと思って」

　理美さんの判断を賞(しよう)賛(さん)したい。確かに、わざとらしさがなくていいと思った。

　特に朱鷺園さんの笑顔のアップがいい。凄くいい。

　芝崎さんや朱鷺園さんも賛成してくれて、これらの写真を素材にポスターを作ることに決まった。残る課題は、

「理美ちゃん理美ちゃん、ポスターってどうやって作るの？」

「問題はそこ。業者に頼むとお金がかかるし、自作だと時間がかかる」

「あ、別に時間かかっても構わないのよ？」

　という芝崎さんの遠慮を、理美さんが切って捨てた。

「駄目です。もうじき梅(つ)雨(ゆ)だから。それまでにある程度の利用者を確保しないと、雨の中の農作業は面倒だから逃げられます。欲を言えば、今週末には間に合わせたい」

「それは、ちょっと無理なんじゃない？」と、朱鷺園さん。

「現実的ではない。印刷は部室にある大型プリンターを使えばいいけど、ポスターのデザインを決めるのが大変。手書きだと稚(ち)拙(せつ)な印象になるから、パソコンで作るほうがいいけれど、慣れてないとレイアウトを設定するだけでも時間を浪(ろう)費(ひ)する」

　理美さんはパソコンでマンガやイラストを描いているが、それとはまた別のノウハウが要るのだという。

「じゃあ、俺が作ろうか？」

　挙手して発言すると、視線が俺に集まった。

「画像編集ソフトならパソコンに入ってるし、初心者よりは慣れていると思うから」

「慣れてる？　……って、どゆこと？」と、朝日さん。

「小学校と中学校の卒業アルバムを自作した時に勉強したんだ、色々」

　と言うか、俺の画像ソフトは両親が仕事に使っているのと同じプロ仕様で、勉強しないとなにもできなかっただけなんだけど。

「卒業アルバムを自作？」という疑問の声が、女性四人分ハモった。

「俺、どこの学校にも短い期間しかいなかったから、卒業した時に貰ったアルバム、集合写真以外に俺が写っている写真がなかったんだ。だから、通ったことのある学校に連絡して、俺が少しでも写ってる写真を送ってもらって、それで卒業アルバムを作ったんだよ。……自分で」

　あれ？　どうしたんだろう。話してたら、なんだか視界が滲んできたぞ？

「写真だけじゃ寂しいからさ、自分で寄せ書き書いたりもして。それと、よくある『クラスなんでもランキング』も作った。でも、同級生のことよく知らなかったから、ほとんど想像っていうか妄想だったんだけど……」

「もういい。和己君、わかったから、これで涙を拭(ふ)いて？」

「え……？　俺、泣いて……？　変だな、笑ってるつもりだったのに……はは……」

　理美さんに差し出された白いハンカチで涙を拭(ぬぐ)う。

「鴫原くんが、そんな心の闇を抱(かか)えていたなんて……」

　朱鷺園さんが潤んだ瞳で言い、ひよさんに至(いた)っては貰い泣きして鼻をスンスン鳴らしながら、なにも言わずに俺の頭をナデナデしてくれた。

　芝崎さんは、帰り際に「これで温かい物でも食べて行きなさい」と、おばあちゃんみたいな優しい顔で、そば屋のタダ券をくれた。

　今日は本当に、みんなの優しさが心に染みる日だった――……。







　……と、あったかい気持ちのまま眠りに就(つ)くわけにはいかない。

　俺は家に帰ると、早速ポスターを作るべくパソコンに向かった。

　夕食時や入浴時にレイアウトのイメージを膨(ふく)らませ、根を詰めての作業は時間の流れを早めるらしく、気がつけば日付を跨(また)いでいた。

「ふぅ……。ちょっと一息入れるか……」

　台所でコーヒーを淹(い)れて部屋に戻り、凝(こ)った体を解(ほぐ)しながらケータイを開く。スパムメールが三件来ていたので、手早く処理。

　それからケータイを閉じかけて、あることを思いついた。

「これ、どーしよっかなぁ……」

　すでに俺の黒歴史となったアドレス帳である。

　公共の電話番号や架(か)空(くう)の友人のメアドを順(じゆん)繰(ぐ)りに眺(なが)めていたら、無(む)性(しよう)に気恥ずかしくなってきた。かつての、友達のいない俺は、なんて痛々しいことをしていたのだろう。全く理解できない。ああ痛い痛い。

　ひよさんと理美さんという本当の友達ができた俺には、最(も)早(はや)無用の長物だった。

「んんー……消しちゃってもいいんだけど……」

　砂糖をドバドバ入れたコーヒーを一口啜(すす)り、思案。

「……いや、やっぱり、もうしばらく残しておこう」

　また、猫探しの時みたいに役立つかもしれないしな。

　そう考えて、俺は再びパソコンに向き直った。

　ケータイを閉じる瞬間、アドレス帳の「み」行の一番上に表示された名前を見て確かに揺れた自分の心に、気づかない振りをしながら。




　５月24日　木曜日




「……こんな感じでいいかな？」

「ええ。いいと思う。隣に和己君のコスプレ写真も貼っておく？」

「それはやめて。混ぜるな危険を混ぜたくなるから」

　朝。俺に合わせて早めに登校してきてくれた理美さんと一緒に、昇降口の掲示板に芝崎レンタルファームの宣伝ポスターを貼った。

　昨夜、ボカロカテゴリチェックの時間も惜(お)しみ速攻で完成させたポスターは、自分で言うのもなんだが、なかなかいい出来だと思う。

　徹(てつ)夜(や)してすげぇ眠いから、このあとの授業は爆(ばく)睡(すい)決定だけどね！

「ただ、真ん中の朱鷺園さんの写真が、少し大きすぎるような気もするけれど」

　なにをおっしゃいます。それがいいんじゃないですか。

　しばらくして生徒たちが登校してくると、ポスターは早速注目を浴びていた。

　成功を予感させる光景を柱の陰(かげ)から窺(うかが)い、俺と理美さんは頷き合った。

「あとは、新小岩駅にもポスター貼ってよくなったんだよね？」

「昨日のうちに許可を貰った。駅前でチラシを配る許可と一緒に」

　俺が昨夜の内に仕上げたのはポスターだけではない。Ｂ５サイズのチラシも作った。今日の放課後、新小岩駅前で通行人に直接配る予定だ。

　朱鷺園さんと、そして昨日できたばかりの友達とのチラシ配りが楽しみで、今日の授業時間はやたらと長く感じた。

　昼休みになり、俺は、いつもと同じように部室へと向かう。

　いつもと同じように、ひよりみコンビがいて、いつもと同じように、他愛ないことを喋りながら昼食を摂(と)る。

　けれど、いつもと同じように、みぃくんが現れることはなかった。

　昨日、喧(けん)嘩(か)ってか、口ごたえしちゃったからかな……。

　早く会って謝ってしまいたいと思いながらも、みぃくんと顔を合わせずに済んでホッとしている自分に気づき、俺は溜め息を吐いた。







　都会の駅周辺では、チラシやティッシュを配っている人を頻(ひん)繁(ぱん)に見かける。

　特に夏場など炎天下で長時間立ち続けるのは大変な労働だと思うが、俺はなるべく受け取らないようにしていた。チラシはゴミになるだけだし、ポケットティッシュは常備するようにしているからだ。

　そんな俺が、初めてのチラシ配りに挑戦してみた。

「れっ！　レンタルファーミュですっ……よろ、よろしくおおおねがいしま、ひゅ！」

　絵に描いたようにキョドる俺。

　そして避(さ)けていく通行人。子連れの奥様には、子供を庇(かば)うように逃げられた。

　心が……折れそうだ……。

　ティッシュ配りの人たちは、いつもこんな心の痛みと戦っているのか……。

　これからは、差し出されたら必ず受け取るようにしよう……。

「レンタルファームでーす！　よろしくお願いしまーす！」

　反対に、女子たちのほうは好調なようだった。三人とも、物(もの)怖(お)じも人見知りもしないタイプだし、なにより態度や表情に好感が持てる。渡されるほうも笑顔でチラシを受け取ってくれていた。

　ただ、チラシを貰った野郎が、ほぼ確実に、ひよさんの胸やら理美さんの足をチラ見していくのが傍(はた)からだとはっきりわかって、自分が男でいるのが情けなくなったが。

「えっと……俺はポッカリにするけど、みんなは？」

「あ、わたしも同じの」「あたしはテレプシ・コーラがいい！」「後光ティーを」

　チラシ配りを終えて連帯感を高めた俺たちは、なんとなくジュースで乾(かん)杯(ぱい)することにした。音頭をとるのは一番の足手まといだった俺である。何故。

「それでは、芝崎レンタルファームの盛況を祈って！　カンパイ！」

「「「かんぱぁーいっ！」」」

　カコンッ――缶をぶつけ合う軽い音、弾(はじ)ける水(すい)滴(てき)が光り、汗に塗(まみ)れたみんなの笑顔がそれ以上に強く綺麗に輝いた。




　５月25日　金曜日




　今日も、みぃくんはどこにもいなかった。

　部室にも、教室にも、どこにも。

　そもそも、俺はみぃくんが普段どこでなにをしているのか全く知らないから、会いたい時にどこへ行けばいいのか、見当もつかない。

　そう言えば、みぃくんが本当に俺のクラスメイトなのかどうかも、まだ確認していないんだった。華宿の制服を着て校内にいるってだけで、この学校の生徒じゃない可能性も無いとは言えないんじゃ……？

　ま、流石(さすが)にそれは無いか。

　いつもなら呼ばれなくても出てくる彼女が不在、という状態は、どうにも調子が狂うんだけど……。

　ケータイで連絡をとろうとはしない自分の弱さに、俺は今日も溜め息を吐くのだった。

「ひよこ、橋を作ろうとしているの？」

「ふっふっふ。これが完成した瞬間、あたしの勝利が決まるのだっ☆」

「じゃあ、妨害」

「ああっ!?　ひどいよ理美ちゃん！」

　放課後。ちくわ部室ではダイヤモンドゲーム大会が催(もよお)されていた。

　戦況は理美さんが有利。飛び越えられる駒(こま)を並べた橋の建築を妨害され続けているひよさんは窮(きゆう)地(ち)である。うーんうーんと唸(うな)りながらの長考が多くなってきた。

　朱鷺園さんが訪れたのは、理美さんが指揮する赤い駒の大半が移動を終え、勝負が決まりつつあった時のことだった。

「ねぇ聞いて！　もうポスターとチラシの効果あったって！　電話の問い合わせとか、直接畑を見に来てくれた人もいたって芝崎さん喜んでたよ！」

　嬉しい知らせに、俺たちはゲームそっちのけで大いに沸(わ)いた。

　勝負に『食べられる揚(フライ)パン』なる菓子パンを賭(か)けていたひよさんがホッとした表情を浮かべるのを、俺は見逃さなかったが。

「ホントによかったぁ！　この調子なら、利用者も増えてくれるよ！」

　当然、一番喜んでいたのは朱鷺園さんだ。

　その笑顔を見るだけで、俺は苦労が報(むく)われた想いだった。

「芝崎さんだけじゃなく、利用者の人も喜んで、楽しく使えるといいな」

「でも、まだ油断できない。継続的に利用してもらえるよう、努力が必要」

「うんっ！　だからね、これからもチラシ配り続けていこうって思ってるの！」

「ユーちゃん、あたしも手伝うよ！」

　ひよさんの立候補に、朱鷺園さんは「ありがとー」と抱きついて喜びを表現した。

　勿論、俺も手伝うつもりだけど……だ、抱きついてくれるのかな。

「あ、そうだ。それでね、わたし、みんなにお礼がしたいなって思って」

「え？　いや、いいよ。そんな。部活動で手伝っただけだし」

「わかってるけど、わたしが勝手にお礼したいの！　いいでしょ？　ダメ？」

　そんな上(うわ)目(め)遣(づか)いで言われると……。

　いつになく押しが強い朱鷺園さんに、俺は押し切られてしまった。こういう時に冷静に止めてくれる理美さんは、お礼と聞いた瞬間に目を輝かせていた。

「じゃあ、明後日の日曜日にランチをおごるってことで、いいかな？」

「うん、いいけど。……でも、俺たち三人分だよ？　お小遣いとか平気？」

　朱鷺園なんて凄い名前だけど家は普通だから、と同級生と話しているのを寝た振りしたまま聞いた覚えがある。

「心配しないで。わたしがバイトしてるお店だから、店員割引が利(き)くの」

　そりゃ安心だ、と話がまとまりかけたところで、理美さんが手を上げた。

「ごめんなさい。折(せつ)角(かく)のおごりの申し出だけど、私は用事があって行けない」

　おごり、という部分を強調しないでください。

「そうなんだ……残念だね」と、朱鷺園さん。

「ええぇぇぇ？　理美ちゃん来ないのぉぉ？」

「なに言ってるの？　ひよこ、貴方(あなた)も行けないでしょう？」

「へ？」

「日曜日は私と一緒に執(しつ)事(じ)喫(きつ)茶(さ)へ行くと約束したじゃない。忘れたの？」

「そうだっけ？　えーっと……うん！　そうだったかも！　ごめんね、ユーちゃん」

　不思議なやり取りだったが、ひよりみコンビは来られないらしい。

　……ん？　ちょっと待て。二人が来られないってことは――

「えと、じゃあ、日曜日は、ふ……二人っきり、だね。鴫原くん」

　頰を染めながら、妖精が囁くような小さな声で、朱鷺園さんが言った。

　二人っきり――？

　朱鷺園さんと――二人っきりで――イン・ザ・ランチ――？

　……はっ!?　いかん！　今ちょっと向こう側へ逝(い)きかけた！

　落ち着け俺。ラブコメにありそうな展開だがデートじゃない。ただのお礼だ。

　たっ、ただの、お礼だ……けど、顔の２(に)８(や)つきがとまらない！

　まさか、理美さんは俺のために辞(じ)退(たい)したのか？　ひよさんを道連れに？

　そのことに気づいて見つめた我が人生初の友、理美さんは、朱鷺園さんには見えないように、俺に向かってサムズアップしていた。

　友達って、ほんっっっっっっとに！　いいものですよね！

　部活に行くと言う朱鷺園さんを見送ったあと、すすっと理美さんが寄ってきて、友達のありがたみを嚙(か)みしめて涙していた俺の耳元で、囁いた。

「……謝礼はヌードデッサンのモデルでいいから。よろしく」

　そして、桜川さんは笑顔と甘い香りを残し、優(ゆう)雅(が)に踵(きびす)を返すのだった。

　俺が支払うことになった代(だい)償(しよう)は、あまりに重い。




　５月26日　土曜日




「えっと、明日は新宿駅サザンテラス口に、午前十一時、っと」

　絶対に忘れないよう、明日の予定を書いた紙を自室の扉に貼る。

　天(てん)井(じよう)、テレビ画面、パソコンにも貼っておいたから、忘れる心配はないな。

　目覚まし時計も、ケータイを含めて五個も用意した。完璧すぐる。

　明日の約束には世界が滅(ほろ)んだとしたって遅れるわけにはいかない。それに、今日は一切外出しないことに決めた。事故にでも遭ったら大変だから。

　明日着ていく服も、もう決めてある。ひよさんから「上着はシャッとしてて、中のはピョーって感じ。ボトムはダダダッってデザインのをホワンと着こなすといいよ」というアドバイスをもらい、理美さんに翻(ほん)訳(やく)してもらって選んだ服だ。

　リビングで『ブランチの王様』を見ながら、明日の予行演習をしていると――

　チャイムが鳴った。

「……まさか、みぃくんか!?」

　二度あることは三度ある。俺は急いで玄関へ行き、扉を開けた。

「こんちはー。お届け物でーす。代金引換っすー」

「あ……すいません。えっと、いくらですか？」

　昨日の内に用意していた代金を払い、ハンコを押し、荷物を受け取る。

　いつもの宅配の兄ちゃんが「ありゃとーござっしたー」と威(い)勢(せい)よく閉めた扉を見ながら、俺は愕(がく)然(ぜん)としていた。

　なんてことだ。

　俺の中で、あのメチャクチャな女の存在が、当たり前になっている。

　仲(なか)違(たが)いしていることも忘れて、家に侵入される恐れも抱(いだ)かず、みぃくんを、俺は迎え入れようとしていたんだ。

　――どうして？

　ふと、畑の整備をしていた時に、ひよさんに言われたことを思い出した。

「むふふ。カズミーもスミに置けないねぇ？」

　ひよさんは目を半眼にして笑っていた。擬音で言うなら、ニマニマと。

「え、なんのこと？」

「みぃくんがユーちゃんの相談を断ったことだよぅ。あれって絶対、ユーちゃんにヤキモチやいてるよねぇ。にゃふふ」

「ヤキモチ……？　誰が、誰に？」

　その時の俺は、惚(ほう)けたのではなく、本当に意味がわからなかったのだ。

「誰にって、カズミーにだよ？　みぃくんはカズミーのことが好――モガ？」

「余(よ)計(けい)なことは言わない」

　ひよさんのセリフは、背後から口を押さえた理美さんによって遮(さえぎ)られた。

　だから、ヤキモチという言葉について考えるのを後回しにできた。

　――どうして？

　みぃくんが朱鷺園さんの相談を受けなかった、その理由が、俺にはわからない。面白くなさそうだから、それ以外の理由が、もしかしたら、あったのか？

　知りたいと思う、みぃくんの理由を。

　理解したいと思う、みぃくんの気持ちを。

　けれど、そのために近づけば、また摩擦熱に焼かれるかもしれない。

「……それでも」

　俺は、部屋に戻るとケータイを手に取り、みぃくんのアドレスを探していた。

　そして、ただ一言。

　一言だけをメールに込めて、送信ボタンを押した。

　その一瞬は、みぃくんのことだけ、考えて。




　５月27日　日曜日




　午前十時。鏡の前で何度も服装を確かめ、俺は家を出た。

　約束の時間よりかなり早く着いてしまうけど、待たせるよりはいいだろう。

　深呼吸を繰り返し、緊張を少しでもほぐしながら山手線に乗り込む。

　空いた席を見つけたが、服に変なシワがつくとイヤなので、吊(つり)革(かわ)を摑(つか)んだ。

　そして、新宿駅に着いたら、ホームでもう一度深呼吸。すると、

「……あ」

　隣のホームで、俺と同じように深呼吸していた女性と、目が合った。

　しばし呆(ほう)けた顔で俺を見ていた女性は、急に顔を赤くし、慌てた様子で回れ右。オシャレなポーチからなにか取り出そうとしていたが、焦(あせ)っていて上手くいかないようで、結局、諦めたようにまたコチラを向き、ぎこちなく手を振った。

　朱鷺園さんが、ぎこちなく手を振った。

　俺が登校に使う山手線内回りと、新小岩方面から来た総武線は、新宿駅では隣り合ったホームに入る。

　気づかなかった。俺と朱鷺園さんの登校ルートが、こんなにも近かったなんて。

「わたしも知らなかったなー。電車から降りて深呼吸してたら、すぐ向かいに鴫原君がいるんだもん。すっごい驚いちゃった」

　線路を挟(はさ)んで二人してアタフタしたあと、指差しで合図し、ホームから階段で上がって合流。そのまま二人でサザンテラス口に向かうことにした。

「俺、その……遅れたら悪いと思って早く来たんだけど……」

「あ、うん。わたしも同じ」

「そうなんだ」

「うん」

　歩きながらの会話はすぐ途(と)切(ぎ)れてしまった。

　店は十一時開店らしいので、それまでの時間を潰(つぶ)そうと、近くのスタバに入ったのだが、会話は長続きしなかった。もどかしい。まずは朱鷺園さんのファッションを褒めようと決めていたのに、脳内演習どおりにいかない。

　今日の朱鷺園さんは、全体的に女の子らしくまとめていた。

　ミニのフレアースカートに、薄手の白タイツ、ブラウスはレースのを重ね着している。胸元にはハートのペンダント、靴はドーリーなパンプス。甘くなりすぎないよう、ハードめのジャケットでバランスをとっている。薄く化粧もしているようだ。

　つまり、物凄く可愛(かわい)い。

　仲良くなるためのテクなんて関係なく、そう思っていることを伝えたかった。

「とっ朱鷺園さんっ」

「え、なっなななに!?」

「今日は……じゃねぇ。その……今日も……えっと……か、可愛いねっ！」

　言えた！　けど、しくったか!?　朱鷺園さんは目を丸くしてる！　駄目か!?

　永遠とも思える数秒ののち、

「あ、ありがとう！　ちょっと頑張りすぎちゃったかなって思ったんだけど……」

　朱鷺園さんは、笑ってくれた。

　その笑顔だけで、俺の心を占(せん)有(ゆう)していた緊張が一気に七割くらいは削られた。

「そんなことないよっ。いつもとまた違う雰囲気で……凄く可愛いと思う！」

「あ、あんまり褒められると照れちゃうよ……。かず……鴫原くんも、決まってるねっ。制服よりも大人っぽい感じ。似合っててイイと思うな」

　よっしゃ！　ひよさんのアドバイスは間違っていなかった！

　あと、理美さんによる『ひよこ語』の翻訳も！

　ファッションの話題をきっかけに、ようやく会話に流れが生まれ、俺は朱鷺園さんとのお喋りを楽しむことができた。

　人気のテレビドラマや、夏に公開される映画の情報など、流行チェックの努力が役に立ったのも、俺としては嬉しい。ちくわ部女子には全く通じないからな。

　十一時を回ったのを確認してから、スタバを出た。すぐ近くにサウザンドタワーという高層ビルがあり、朱鷺園さんがバイトしている喫茶店は、そこの二階にあった。

「いらっしゃいませ。お二人様ですか？　……なんてね」

　接客用スマイルを見せてくれた朱鷺園さんと、窓際の席に向かい合って座る。

　紅茶にこだわりのある店みたいだけど、ランチメニューもあるようだ。

「ランチはまだあとでいいよね。好きな茶葉とかある？」

「ちゃ、茶葉？　いや、まったく。どんな種類があるかすらも……」

「ふふっ。わたしもここで働くまではティーバッグのしか飲んだことなかったよ」

　そう言って、注文は朱鷺園さんがしてくれた。オススメがあるらしい。

　紅茶が運ばれてくる間、朱鷺園さんに芝崎レンタルファームの現状を聞いた。

「あのね、もう二件もレンタルの申し込みがあったの！　そのうち一件は中学生の女の子がお母さんと来たんだって！　今から会うの楽しみなんだ！」

　チラシを片手に見に来る人も多いそうだ。効果は上々。

「そのうち、また手伝いに行くよ。今度は畑の整備じゃなく、農作業を」

「ホントっ？　二人で土いじりするのって楽しいよねっ」

　二人で、という部分にドキリとした。俺としては、ちくわ部として、という意味だったのだが……無意識の発言、ですよね？

　そうこうしていると、注文した紅茶が運ばれてきた。一個ずつ紙に包まれた角砂糖を落とし、一口味わう。……うん、確かに美味しい。

　紅茶と、セットのスコーンを味わいながら、会話は弾む。

　話題は点々、てんてん、テンテン、リズムを刻むように。

「ねぇ……鴫原くん？　訊きたいこと、あるんだけど」

　そのリズムが、止まった。

　ティースプーンでスコーンをいじる朱鷺園さんは俯いていて、表情は読めない。

「え、なに？」

「ひよこと、桜川さんのこと。鴫原くん、二人と仲良いの？」

「あ、うん。まあ」

　肯定していいんだよね？　友達だし。

「じゃあ、えっと…………やっぱり、その、二人のどっちかと、付き合ってるのかな」

「へ？　付き合う？」

　一瞬ののち、言葉の意味を理解した俺は、全力で首を横に振った。

「ま、まさか！　そんな関係じゃないよ！　いい友達っていうか……」

　ここは全身全霊を賭(と)して否定せねばならぬ！　勘違いされたら最悪だ！

「でも、ひよこに抱きつかれてたよね？」

「あれはひよさんなりの友情の示しかたですよ！　理美さんもしょっちゅう抱きつかれてるし！　フレンドシップ・スキンシップです！」

「それに、桜川さんには名前で呼ばれてるよね？」

「友情ですって、友情！　友達なら普通、名前で呼び合うでしょう？　むしろ、あだ名で呼び合ってない分、仲良し度としては低めかと……」

　じ――――っと、朱鷺園さんが上目遣いで見つめてくる。

　俺は逸らしてしまわないよう、必死に目に力を込めた。

「ホントに？　ただの友達？」

「うん！　そう！　友達！　付き合ってるとか、絶対ありえないから！」

「……………………そっか。それならいいんだ♪」

　顔を上げた朱鷺園さんは、晴れ晴れとした表情でスコーンをかじった。

　俺はほっと胸を撫(な)で下(お)ろしたい心境だった。

　しかし、なんでまた、朱鷺園さんが俺とひよりみコンビの仲を気にするんだ？

　……まさか、二人のどちらかに恋を!?

　って、ありえんありえん。みぃくんに借りたラノベの影響だなこりゃ。

　一瞬、マリア像の前で朱鷺園さんがひよさんのタイを直してあげている光景を思い浮かべてしまったのは、極(ごく)秘(ひ)事(じ)項(こう)として封印しておこう。







　会話に夢中になり、気がつくと、正午を回っていた。

「それじゃ、移動しよっか」

　そろそろランチを頼もうかと思っていたら、朱鷺園さんが立ち上がった。

「移動って？　ランチは？」

「お昼は別のお店で食べようよ。安くて美味しい店知ってるから」

「でも、悪いよ。ここは店員割引が利くんでしょ？」

「だいじょぶだいじょぶ♪　ほら、ひよこと桜川さん、二人の分が浮いたでしょ？　だから、行こっ。ねっ？」

　俺の腕を引きながら、おねだりするみたいに首を傾(かし)げる。

　どうしたんだろ朱鷺園さん、テンションが急激に上がってない？

　申し訳ない気もしたが、店を変えればその分長く朱鷺園さんと一緒にいられる、そんな誘惑には抗(あがら)えず、素直に甘えることにした。

　会計を済ませ、サザンテラスとは反対の方向にある出口へ向かう。

　ところが、エスカレーターで一階に下りたところで、朱鷺園さんが、

「ごめんっ、ちょっとここで待ってて！　ちょっとだから！　すぐだから！」

　顔の前で手を合わせ、どこへとも言わず走って行ってしまった。

　向かった先に目をやると……ああ、トイレか。気づいて何故か恥ずかしくなった。

　広い吹き抜けのロビーで、遠くの天井を見上げる。確か、このビルの十九階から上はホテルだったはずだ。俺は天井を見上げたまま、考えた。

　これって夢じゃないだろうか。

　憧れの朱鷺園さんと、デート……みたいなことができるなんて。

　夢でもいいか、って自分で思っちゃってるとこが情けないけどさ。

　こうして朱鷺園さんとマトモに話せるようになったのも、みぃくんのおかげ……なのかな。アイツが、トイレの個室のドアをぶっ壊してくれたから。

「みぃくんのおかげ……か」

　昨日のメール、見てくれたかな。返信はまだ来ていない。

　今にして思えばかなり恥ずかしいあの一言だけで仲直りできるとは思えないから、あとでまたメールしてみようか。

　そう決めて、顔を正面に戻した、その時だった。

　目の前に、女性の姿。小走りに駆けている。後ろを振り向きながらで、前方にいる俺に気づいていない。俺のほうから避(よ)けるには、遅すぎた。

「――おわっつ!?」

「――きゃっ!?」

　結果、正面衝突事故発生。衝撃はそれほどでもない。

　ぶつかってきたのは薄い桃色のドレスを着た女性で、ちょうど抱きとめるような形になって肩を押さえた時、俺はその細さに驚いた。

　そして、女性がその顔を上げた時、さらに（×10）くらい驚いた。

「みぃくん!?」

「お？　……おお、和己か！　奇(き)遇(ぐう)だねぇ！」

　黒髪を花(はな)飾(かざ)りで彩(いろど)ったみぃくんが、目を丸くしながらも、笑っていた。

「おい、どうしたんだい！　如何なる理由でこんなところに？」

「そ……それはコッチのセリフだ！」

　俺の思考を読んで現れたのかと思ったが、それなら驚きはしないよな。

「なんだ、見てわからないのかい？」

「わかるかっ！」

　みぃくんは見るからに高級そうなドレスに身を包んでいた。装飾は少なめのシンプルなものだが、生地の輝き、そして手(て)触(ざわ)りが違う。下手したら価格七桁いくかも。

　それに、化粧もしていて、なんだかいい香りがする。香水か？

「見てのとおり、この上のホテルで見合いだよ。み、あ、い」

「そんなのわかるかいっ！　……って、見合い!?」

　高校生にとってはイスカンダル並みに縁遠い言葉に理解が少し遅れた。

「み、見合いって……あの見合い？　あの、ご趣味は、とか言う……」

「そう、その見合いさ」

「え？　どゆこと？　みぃくん結婚するの？　でも、まだ十五だろ？」

「再来月には十六になる。だが、そのこととは関係ないよ。僕の父親の方針でね、高校卒業と同時に結婚するために、今から相手を選ばされているのさ」

　俺の頭で疑問符が生命を得たかのように踊っているのに気づいたのか、それとも間抜け面に『りかいふのー』という言葉が書かれていたのか、みぃくんは密着していた俺との距離を少し離し、順繰りに説明してくれた。

「君には話していなかったが、僕の父は複数の企業を経営する……まあ、一言で言えば金持ちなんだ」

　わかりやすい説明ありがとうございます。

　実際はそんな簡単な話ではなく、複合企業体(コングロマリツト)がどうとかいう話らしいが、よくわからなかった。ただ、みぃくんが指折り挙(あ)げた、父親が経営に関わっている会社名は、正直ドン引きするほど有名な名前ばかりだった。

　ラノベを大量に買い込んだり、コスを運ぶのに「車を出す」とか言ったり、ブルジョアジーな言動が目立つとは思っていたけど……。

「僕が一番困る質問はね、『お父さんはなにしてる人なの？』さ。知らないのではなく、多すぎて答えられないんだ」

　その父親の方針で、中学生の頃から見合いを繰り返しているのだという。

「父は古い人間でね。女は早く結婚して家庭に入るべきだ、なんてことを大(おお)真(ま)面(じ)目(め)に言う人だよ。だから、本当は自分の子供に継がせたい仕事を、一人娘の僕に婿(むこ)を取らせて、その男に相続させようとしているのさ。今日の通算二十六回目の見合いも、そのために設けられたんだよ」

　そして、結婚相手選定の期限が、高校卒業の日。

　その瞬間、みぃくんは父親が選(え)りすぐった誰かの妻になる。

「和己、そんな顔するなよ。確かに現代の常識と照らせば間違っているかもしれんが、父は僕を愛していないわけじゃないんだ。それに、女性を見下しているわけでもない。そうでなけりゃ、ただ一人の妻にだけ操(みさお)を立てたりはせんだろう。母に聞いたが、父は結婚初夜まで童(どう)貞(てい)だったらしいぜ？」

　男の秘め事をアッサリぶちまけるなよ妻。それも実の娘に。

「その母は、自分では一銭も稼いだことのない人だが、それでも幸せそうだ。僕は、仕事人である父のことも、家庭人である母のことも尊敬している」

　みぃくんの横顔は、強がりを言う顔ではなかった。

「でも、いくら尊敬してるって言ったって、自分の人生を勝手に決められて――」

「おいおい、僕を低く見てくれるなよ。この僕が、この僕の人生が、親や夫ごときに決められると、変えられると、本気で思っているのか？」

　口の端(はし)だけを器用に持ち上げて、みぃくんは笑った。




「僕は僕だ。誰の子だろうと、誰の妻になろうと、それだけは揺るがない」




　みぃくんの目に、俺が持っていなかったもの――絶対の自信を見た気がした。

　自分で自分を決められる人間だけが持つ、自信だ。

　ひよさん……。みぃくんが朱鷺園さんの相談を受けなかったのは、やっぱりヤキモチなんかじゃあなかったんだよ。

　本当に「面白くなさそう」だから、受けなかったんだ。

　俺だったら、そんなことはできない。きっと、嫌われたくない、好かれたい、そう思って自分の本心を隠しながら、本当は嫌なことでも、手を貸していたと思う。

　でも、みぃくんは、誰に嫌われても、誰に好かれても、自分でこうと決めた自分が変わることは無いと確信していて、だから自分の思うとおりに生きられる。

　そう。みぃくんは、やっぱりいつだって、みぃくんなんだ。

「とは言え、有限の財産である時間を、退屈な相手とのくだらない会話で浪(ろう)費(ひ)したくはなかったのでね、こうして抜け出してきたのさ」

　口の端だけをクイッと曲げる、独特な笑み。いつものみぃくんだ。

　どうも、仲違いしたとか、二人の間に亀裂が入ったとか思っていたのは、俺だけだったみたいだ。自信の無さは不安に繋がるから。

「抜け出した？　それ、いいのか？」

「構わんよ。まったく、京都大出身で新興ＩＴ企業のＣＥＯだかなんだか知らんが、僕にとってはＣＥＲＯのほうがよっぽど大事だ」

　お花を摘(つ)みに、と言って放り出してきた見合いは、みぃくんの付添人である執事兼秘書兼メイドみたいな役職の人が上手いこと片付けてくれるそうだ。

　その人、苦労してるんだろうな……。

　木曜日と金曜日に部室に来なかったのは、次に見合いする相手と顔合わせするためだという。よくわからんが、見合いには手順があるのだとか。

「僕が見合いを続けるのはさ、僕の予想を超える人間と出会えるかもしれないと、期待をかけているからなんだよ。ラノベを読み続けるのと同じだ」

「予想を超える？　前にもそんなこと言ってたな」

　そう。水曜日、口論になった日のことだ。

「予想外、常識外、特に大事なのは〝意外〟だね。ラノベだってそうだろ？　ありきたりな世界観・キャラ・ストーリーじゃあつまらない。見たことのない世界、出会ったことのない人物、経験したことのない出来事……知らないから、意外だから、面白い」

「意外な世界観で意外なキャラが出てきたら、ひっくり返って普通のキャラってことにならないか？」

「そうでもないさ。独創的な設定に支えられた世界に、それを破壊してしまうようなキャラクターが登場するってことなら、面白そうじゃないか。それに――」

　――意外性のある普通、というものもあるんだぜ。

　と、みぃくんは言った。

「ともあれね、どんな小説でも初見が一番面白いのは共通だ。一度読んでしまえば、もう意外ではなくなるからね。〝面白い〟に最も近い意味の言葉が〝意外〟なんだよ」

「見合い相手とラノベを同じ土俵にのせんなよ……」

　同じさ、と断言し、みぃくんはどこか遠いところを見るような目をした。

「僕には、待ち焦(こ)がれている相手がいるんだ」

　急に話が変わったが、ツッコむことを許す雰囲気ではなかった。

「小学生の頃だよ。僕は当時、まだ自分を確立しきっておらず、孤独を恐れ、独りを寂(さび)しいと感じる、つまらない美少女だった……」

　自虐か自慢かどっちかにしろ。

「その日、僕は夕暮れの校庭で独り、ブランコに座って泣いていた。クラスの男子にお気に入りのハンカチを取り上げられてね。今だったら『僕のハンカチで自らの劣(れつ)情(じよう)を満たそうというのか下(げ)劣(れつ)な雄(おす)犬(いぬ)め』と罵(ののし)り倒(たお)してやるところだが、当時の僕は今ほど語(ご)彙(い)が豊富でなく、ただ泣くことしかできない無力な美少女だった」

　ちょいちょいツッコミどころを入れるなよ。

「そこへ、クラスメイトの男子が現れた。一週間前に転入してきたばかりの子だ」

　……ん？　んん？

「僕は、彼もまた孤独なのだと知っていた。だから、彼に訊かれて、泣いている理由を全てぶちまけた。なんのためかも考えずに」

　ちょっと待って、その話、どっかで聞いたことあるような……？

「すると、彼は突然黙り込み、そして言ったんだ。――俺の友達にしてやるよ、と」

「俺じゃん！　それ俺じゃん！　えっ、なに、あれってお前だったの!?」

　驚きの叫びをロビーに響かす俺を無視し、みぃくんは語り続ける。

「なにを言っているんだろう、と思った。男子にいじめられて泣いている子が、どうして同じ男子と友達になろうと思う？　僕は当然断った。ヤダ、と」

　やっぱり俺だ！　それ痛々しい頃の僕です先生！

「み、みぃくん……本当に、あの時の子なのか？」

「なんだい、まだ話の途中だぜ？」

「え？」

　続きが、あるのか？　俺の覚えていない、続きが？

「僕がすげなく断ると、彼はうろたえた。忙しく顔を赤くしたり青くしたり、数分ほどは、そうして錯(さく)乱(らん)していた」

　みぃくんが俺の記憶を補完するかのように、忘れていた思い出が蘇(よみがえ)る。

　そうだ、俺、恥ずかしくて、情けなくて、混乱して、それで……どうにかして、この女の子をつなぎとめなきゃいけないって、思い込んで――

「彼は拳を握り締め、僕を見た。真剣な顔だった。そして、彼は叫んだ」

　そうだ、どうにかしなきゃって、必死に捻(ひね)り出したセリフが――




「――『なら、俺の奥さんになれよ!!』――」




「誰か俺を殺してくれえええええええええええええええええええええッ!!」

　タイムマシンが必要だ！　それと金属バットを！　小四の俺を殺しに行かなきゃ！

　そんな恥ずかしいセリフを！　それも命令調で！　おまけに相手は――

「思い出したかい？」

「思い出さされましたよド畜生ッ!!」

　よりにもよって、みぃくんに求婚するなんて!!

「ははは、当時の彼も死にたい気持ちになったんだろうね。真っ赤な顔して逃げ出し、しかも記憶を封印してしまうほどに」

　ホント、ｇｊだよ俺の脳。俺が高校生まで生きられたのは君のおかげ。

「しかし、君にとってはのたうちまわりたくなるような忌(い)まわしい記憶でも、僕にとっては毎晩抱いて眠りたいくらいに大切な記憶なんだ」

　気がつくと、俺の目の前にみぃくんの顔があった。

「僕はね、彼に期待しているのさ」

「期待……？」

「あのセリフは、僕にとって――当時でも今でも、完全に予想外のセリフだった。だから、彼なら僕の人生でさえも意外に面白くできるのではないか、とね」

　顔が、近い。そうか、ヒールを履(は)いてるから、いつもより近いのか。

「僕は予想する。このまま父親の選んだ誰かと結婚したらどうなるか……父親に逆らい家を飛び出したらどうなるか……様々な、僕の人生を。だが、厭(いや)らしいことに、どんな選択肢をとっても、僕の人生は僕の予想を超えそうにない」

　みぃくんの頰が、赤い。どうして？　化粧のせいか？

「だから、外的な要因に賭けてみたいと思ったんだ。僕の知る最も予想外な人物である彼なら、僕の人生を意外な方向に、面白い方向に進ませてくれるのではないかと」

「賭けって……自分の人生を、賭けたのか？」

「そうさ。自分の人生を抵当に入れた賭けだよ。だが、それをして正解だったと思っている。実際に彼はまた僕の予想を覆(くつがえ)した。数十億の人間がひしめくこの世界で、彼はもう一度、僕と巡り合ってみせたんだ」

「そんな奇跡的なもんかよ。俺は……」

「そうだね。相も変わらず、彼は一人だった。どうしようもない孤独に打ちのめされていて……僕は、彼を抱き締めたい衝動に駆られた。今もね」

　みぃくんの両手が、俺の左手を包む。

　俺をトイレの個室から連れ出した時と、同じように。

「彼には、想像もできないだろう。僕が、あの個室の扉を蹴破るのに、どれだけ緊張していたのか。僕には読心術なんか使えない。彼の孤独が、彼自身が他者を拒絶した結果じゃないかと、僕もまた拒(こば)まれるのではないかと、不安で……」

　それは初めて聞く声だった。強い感情に揺さぶられて震える、女の子の声だ。

　違う誰かの声に聞こえるほどに、自信の無い声だった。

「ふふっ、本当はさ、もっと時間をかけて劇的な演出をするつもりだったんだぜ？　しかし、残念ながら我(が)慢(まん)の利かない自分の性質を計算に入れ忘れていたよ」

　溢(あふ)れそうな感情を抑えるように、明るい声で言う。

　けれど、その瞳は、確かに潤んでいた。目の端に溜まった雫(しずく)が、煌(きら)めいていた。
















　それがわかるほどに、俺とみぃくんの距離が、近い。

「奇跡的なもんじゃない……ふむ、確かにそうだ。確かに、再会だけなら、まだ偶然。でもね……彼は、あんな予想外で嬉しいメールまでくれた」

「メール？　それって……」

「僕だって照れ隠しぐらいするんだよ？　今日の見合いを放り出したのは、相手がつまらなかったからじゃない、あのメールを読んだからだ。あの一言を貰ったからだ。そうして逃げた先に、彼がいた。彼はまた、僕の予想の外にいた」

　みぃくんが背伸びをした。顔が、目が、口が、唇が、近づく。

「もう偶然だなんて思えないよ。彼は、僕の……僕の……」

　愛情を請(こ)う子供のような呟き。瞳から、雫が一粒、流れ落ちる。

「和己は、どう思う？　彼はまだ、僕を奥さんにしてくれるだろうか……？」

　俺と彼女の唇が数センチの距離にまで接近した。

　その時、

「鴫原くんッ!!」

　声のしたほうを見る。朱鷺園さんがいた。

　彼女の瞳にも雫は溜まっていて、けれど怒っているような表情で。

「なに、してるの。二人で。なにを」

　何故か、言い訳をしなければいけないような気がした。

　何故か、謝らなければいけないような気がした。

　何故か――この場から逃げ出したほうがいいような気が、した。

「ま……待ってくれ朱鷺園さ」

「おや？　君、まだいたのかい？　もう帰ったのかと思ったよ」

　俺の言葉が遮(さえぎ)られ、腕に柔らかな感触。

　涙を引っ込めたみぃくんが、俺の腕に自分の腕を絡めていた。

「……と言うか、早いところ帰ってくれないかな？　今日は和己に礼をしに来ただけなのだろう？」

　なんで知ってんだ？　ＦＦＦにも書き込んでないのに。

　まさか推理したとでも？　俺の服装とか諸(もろ)々(もろ)の状況から、俺と朱鷺園さんが会う理由を推測した？　その賢さをもっと人類のためになることに使えよ。

「そ、そうよ。だから、このあとランチに行く予定なのっ」

「はははっ！　そりゃ無理さ。何故なら先約がある。ここサウザンドタワーの二十階にあるレストランで、僕とランチを楽しむという約束がね。もう一週間も前にした約束だ。見たまえよ。このドレスだって今日のために仕立てたんだぜ？」

　流れるようなデタラメを吐くみぃくんの横顔を見て、俺は悟った。

　最悪だ。コイツ、楽しんでやがる。

「違うんだ！　朱鷺ぞ」

「和己も悪い男だなぁ。午前中は予定があると言っていたが、まさか他の女と遊んでいたのか。でも、僕は和己のそういうところも可愛いくて好きだよ。だって、最後はちゃんと僕の腕の中に戻ってきてくれるんだから……」

　言い訳ができねぇ！　言葉が全部みぃくんに封じられる！

「そういうわけだから、朱鷺園さんはもう帰っていいよ。短い間だったが、和己の面倒を見てくれてありがとう。では、さような――」

「だからなに？」

　立て板を流れる水の如きみぃくんの弁(べん)舌(ぜつ)が、微(かす)かな呟きに遮られた。

　それを発したのが朱鷺園さんであることに疑いの余地はなく、彼女は仇(きゆう)敵(てき)に立ち向かうみたいに決然とみぃくんを睨(にら)みつけていた。

「……すまない。よく聞こえなかったのだが？」

「だからなに、って言ったの！　わたしは今日、鴫原くんと一緒にいるために来たの。アナタとの先約なんて知らないし、そんなの、わたしには関係ない！　わたしは彼と一緒にいるんだから！」

　ワタシハ彼ト一緒ニイルンダカラ――。

　はい、リピートオン！　脳内録音完了であります！

　……って、やっとる場合か！　でも、今の言葉、どういう意味なんだ？

　まさか、朱鷺園さんは俺のことを……いやいやいや。いくらなんでも。じゃあ、あのセリフはなんなのよ？　それは、だから、あれですよ……ねえ？

　そんな脳内会議を催していると、右腕に激痛が走った。

　みぃくんの両腕が、俺の腕をギリギリと締め上げていた。

　彼女の顔に目を向ける。そして後悔する。

　みぃくんは、嗤(わら)っていた。壮絶なまでに、美しい笑顔で。

「関係ない？　それは君と和己が、だろう？　ただの同級生という繋がりしかない」

「これからもっと増えるかもしれないでしょ!?　同じ部に入ってるってだけのアナタより、わたしはずっと鴫原くんと一緒で、もっと仲良くなれるんだから！」

　なんなんだこの状況？　二人はどうして睨み合ってるんだ？

　まるで……そうまるで、俺を挟んだ三角関係の修羅場みたいじゃないか。

　それってつまり、二人の美少女が俺に惚れてるってこと？

　……ないない。絶対ないありえない。

　重(じゆう)篤(とく)な中二病患者の妄想だ。モテない男の非現実ドリームだ。

　だって、朱鷺園さんは、バレーボール部のホープで、みんなの人気者で。

　だって、みぃくんは、黙っていれば超級の美少女で、実家は大金持ちで。

　そんな二人が好きになる要素を、俺みたいなぼっちが持っているわけないだろう。

　じゃあ、なんで二人は睨み合ってるの？　殺気をぶつけ合ってるの？

　わからん。わからんが――ただ一つ、これだけは言いたい。

「なにを黙っているんだい和己？　早くこの無礼な女に邪魔だと言ってやれ」

「邪魔はそっちでしょ。鴫原くん、わたしと一緒にランチするって約束だよね？」

　ひよさんでも理美さんでも、この際えーりんでもいい。




　誰か、助けて。
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　ちくわ部室の窓から見える外の景色は、雨(あめ)煙(けむり)に淀(よど)んでいた。

　おお……まるで、俺の心を写し取っているようではないか――。

　そんなことを、テーブルに突(つ)っ伏(ぷ)して考えていると、勢いよく扉が開いた。

「おっひるー!!　……って、あれ？　カズミー、今日は早いんだねっ」

「どうしたの？　体調が悪いように見えるけれど。大丈夫？」

　ひよさんは今日も元気よく、理(り)美(み)さんは平常どおりに冷静だ。この二人のブレの無さは、俺に日常へ帰ってきたのだという安心感を与えてくれた。

「だいじょぶ。体は平気なんだ。ただ、ちょっと心が疲(つか)れているだけで」

「そっちのほうが問題だと思う。……ひょっとして、昨日なにかあった？」

　おまけに優しくて察(さつ)しもいい。

「元気出してカズミー。あたしと理美ちゃんの友情パワーを分けてあげるから！」

「あ、なんか急に元気出てきた」

　友情パワーってすげぇ。

　ひよさんに頭を撫(な)でこ撫でこされ、元気を取り戻した俺は、昨日の出来事を洗いざらい吐き出した。朱(と)鷺(き)園(ぞの)さんとの待ち合わせから、みぃくんと出会うまでの、全てを。

「とにかく、二人がすっげー怖くてさ。俺、なにもできなくて……」

「それってアレだよね！　人と逢(あ)っては人を斬(き)り～神と逢っては神を斬る～っていう、シュラ場ってやつ!!」

「その表現、否定しにくいからやめて」

　修羅場だったかどうかはともかく、二人が真剣だったのは確かだ。

　しかし、本当の修羅場は、そのあとにこそ訪れたのだ。

「続きがあるの？」

「うん。結局、ランチはみぃくんの言うサウザンドタワーの上のほうにあるレストランで食べたんだけど……三人一緒に」

　ひよさんと理美さんが戦(せん)慄(りつ)の表情で固まった。

　どんな会話があってあんな状況に陥(おちい)ったのかは、よく覚えていない。ただ、右腕をみぃくんに、左腕を朱鷺園さんに絡(から)めとられ、俺は半(なか)ば拘(こう)束(そく)された状態でサウザンドタワーは二十階のレストランへと連行された。

　ランチメニューは多分、相当に美(お)味(い)しかったと思うんだが、記憶は曖(あい)昧(まい)だ。

『そうだ、和(かず)己(み)。いつもしているように、僕(ぼく)が食べさせてあげよう。はい、あ～ん』

『あっ！　鴫(しぎ)原(はら)くん！　こっちの料理も美味しいよ！　はい、あーん！』

　などと、両隣の、笑顔で威圧感を放つ女性に迫られりゃ、味なんか覚えてなくて当然だろうよ。しかも、二人とも互いのことを完全に無視してたし。

「学校中の男子が羨(うらや)むような状況ね」

「よかったじゃんカズミー。モッテモテでさー」

「モテモテって……あの二人は、ただお互いに対抗しあってるだけだろ？」

　昨夜一晩考えてみたが、二人が争う理由など皆(かい)目(もく)見当もつかない。ただ相性が悪いだけなのか、それとも他に理由があるのか……。

「違うよう。みぃくんとユーちゃん、二人でカズミーを取り合ってるんじゃん」

「いや、そんなことは絶対ありえないから」

　少なくとも、俺を巡(めぐ)る恋の諍(いさか)いだという仮説だけは、自信を持って否定できる。

　自分がどれだけダメなヤツなのか、十分に思い知っているからね。

「和己君には和己君だけの魅力があると思うけれど」

「理美さんまで……あ、そうか、俺を励(はげ)ましてくれているんだね。ありがとう。二人と友達になれて、本当によかったよ」

　ちょっぴり涙ぐみながらお礼を言った。いいね、友達って。

　けど、どうして二人は呆(あき)れた顔をしているのだろう？　と、首を傾(かし)げた直後。

　――コンコン、コン♪　

　リズムを取るようなノック。そして、

「お邪魔しまーす。……あ、鴫原くん、やっぱりここにいたんだ」

　俺の心臓はなんて正直なんでしょう。

　朱鷺園さんの笑顔に、キュンなんて擬音を発しやがった。

「えへへ♪　昨日は楽しかったね。料理もなんだかんだ言って美味しかったし」

「そ、そうだね、あはは……。それで、どうしたの？　な、なにか用？」

　顔を見られるのも、話ができるのも、やっぱり嬉しい。好きだから。

「あのねっ、一緒にお昼、食べたいなって思って」

　朱鷺園さんの手には、弁当箱の入ったトラックマの巾(きん)着(ちやく)袋(ぶくろ)が。

　好きな子と一緒にお昼なんて、何度夢に見たかわからないシチュだ。

　でも、部室にはみぃくんが来るわけで。そうなると、昨日の二の舞なわけで。

「そっか。も、勿(もち)論(ろん)いいよ。でも、部室では、ちょっと……その」

「あっ、待って！　その前に、鴫原くんにお願いがあるの！」

　お願い？　なんだろう。

「これからは、鴫原くんのこと……か、かずっ、和己くん、って呼んでいい？」

　ぐはあっ！（吐血）　な、名前で呼ばれただけでこの威力だとぉ!?

　動揺のあまり言葉が出ないので、首を縦に振って何度も頷(うなず)いた。

「いいの？　ありがとう、か……和己くん！　それで……えと……わたしばっかり名前で呼ぶのも変だから……」

　言葉を躊躇(ためら)い、視線を泳がせ、けれど最後は俺の目を見て、朱鷺園さんは言った。

「わたしのことも…………ゆ、優(ゆう)子(こ)って呼ん――」

「やらせはせんぞぉぉ――――ッ!!」

　その場の時を止めるかのような大声が轟(とどろ)き、

「またお前はどっから出てくんだっ!?　ダイナミック入室も大(たい)概(がい)にしろ！」

　俺は条件反射でツッコんでいた。

　計ったようなタイミングで、またしても窓から現れたみぃくんに。

「ふはははははっ!!　今のツッコミの間こそが、図(はか)らずも僕と和己の親密さを証明してしまったようだねぇ！」

　窓枠から華麗に降りるみぃくんに対し、朱鷺園さんの表情が険(けわ)しくなる。

「しぎ……か、和己くんは誰にでも優しいだけだもん！　アナタのつまらないボケに付き合ってあげてるだけよ！」

「ふんっ、どうとでも言うがいいよ」

　ああ、朱鷺園さんが早(さつ)速(そく)みぃくんの挑発に乗ってしまっている。

　これじゃ、昨日の修羅場を再現するだけ……いや待て！

　この場には昨日はいなかった、俺の友達がいるじゃないか！

　ひよさんと理美さんを見ると、二人はテーブルに隠れるようにしながら、ｗｋｔｋ(ワクテカ)の表情を浮かべて観戦モードに入っていた。楽しそうだなぁ（号泣）。
















「まあ、落ち着け。朱鷺園さん、僕は君と喧(けん)嘩(か)しに来たわけではないのだよ」

　これを見たまえ、とみぃくんは一枚のプリントを朱鷺園さんに手渡した。

　朱鷺園さんは、訝(いぶか)しげに首を傾(かし)げながら、それを受け取る。

「……？　これ、入部届？　あれ、わたしの名前と捺(なつ)印(いん)が……」

「ええぇ!?」

　またか！　みぃくんめ、また文書の捏(ねつ)造(ぞう)を！

「そう。僕は君を、このちくわ部にスカウトしたいんだ」

「わかった。入部する」

　うわ即答だよ！　驚(きよう)愕(がく)語を挟む間すらないとか！

「待って朱鷺園さん！　君はバレーボール部でしょ!?」

「大丈夫。華(か)宿(しゆく)って、部活の掛け持ち可だから」

　自由度が高すぎるのは学校でもゲームでも考えものだと俺は言いたい！

「ふふっ、では、君を五人目の部員として承認しよう。ようこそ、ちくわ部へ」

「よろしくね、和己くんっ」

　そこで微笑(ほほえ)まれても。喜んでいいのかコレ？

　……いえ、全然全く喜べませんね。

　朱鷺園さんとみぃくん、早速睨(にら)み合(あ)ってるもん。空気に亀(き)裂(れつ)入ってるもん。

「アナタには、絶対に負けないから」

「ふん。負けないもなにも、もとから僕と君では勝負にならんよ。だがまあ、その意気は認めようか。だから……全力で叩(たた)き潰(つぶ)してやるよ」

　朱鷺園さんとみぃくんが視線で火花を散らし、

「わー☆　シュラ場だシュラ場だぁ！　いいなー、あたしも混ざりたいなー」

　観戦気分のひよさんが呑(のん)気(き)なことを言い、

「どうしたの？　気にせず続けて。次に描くマンガの参考にするから」

　スケッチブック片手の理美さんは「どうぞどうぞ」のジェスチャー。

　そんな混(こん)沌(とん)のただ中で、俺は思った。

　――今日はＷＪの発売日だなぁ。それにボカランの更新日だ。

　ちくわ部に入部してから今日で三週間。

　部活仲間を四人得て、その内二人と友達になり、コミュ力がそこそこ上がって、トイレで弁当を食べることもなくなりましたが、現実逃避の時間は増えました。

　ふと窓の外を見ると、雨が止(や)んで、日の光が射していた。

　よかった、帰りは濡(ぬ)れずに済みそうだ。

　その前に、血の雨を降らせそうなこの場をどうにかしなくちゃだけど……。

　とりあえずは、今日もまた、この言葉で締(し)めるとしよう。







　それじゃあ、また明日。



















あとがき　　　　　記　二月二十九日




　こんにちは、こんばんは、はじめまして、らほーい！（数打ちゃ当たる式挨(あい)拶(さつ)）

　人生三度目のあとがき。




　どうも、キャメロン・ディアスです。




　って、ちーがーうーかっ！




　はい。今の挨拶の元ネタがわかる人はＲＴ。

　そうなんですよー。ツイッター始めましてねぇ。

　あとブログなんかも立ち上げたんですが、まあ、その話はあとで書くことにしましょうかね。それよりも大事なことを書かなきゃいけない。

　そう、小説の話です！

　前二回のあとがきは、肝(かん)心(じん)の作品についての話を全く書かないというなんのために存在しているんだかサッパリわからない内容になってまして、少し反省したのです。

　なーにが「アッカリ～ン！」だよ、お前がラノベ業界からアッカリ～ンしかけたじゃねぇか馬鹿野郎、みたいに自責＆猛省しました。




　そんなわけで！

　ここらでちょろっと今回の小説について書いていこうかな、と。




　まず、タイトルについて。

　前作の『表裏世界のソーマキューブ』もそうだったんですが、またぞろ決まるまでに長い時間かかりました。そりゃもう、担当さんとも何度も話し合いましたとも。

　例えばこんなやり取りも。

担「そろそろタイトル決めたいんですが」

私「ですよねぇ。じゃあ主人公が友達いないことにかけて『僕は友達が居ない』ってのはどうでしょう！　略称は『はがない』で！　これは流行る！(*´ω`*)」

担「……なら、そうしろ(#^ω^)ﾋﾟｷﾋﾟｷ」

私「……すいません。調子こきました(´;ω;`)」

　そんなこんなで決まったタイトルが――

『みぃくんのちくわぶ（＋(と)俺）』というわけです。

　ちなみに、略称は『みぃくん』の『み』と『ちくわぶ』の『く』を取って、『みく』です！　偶然にも僕が大好きなボカロキャラの名前と同……すいません、ホントごめんなさい、だから石を投げないでー。




　前作とジャンルが全然違う、という点でも怒られそうで怖いんですよねー。

　今回、一応、目指したところは〝都会的日常系コメディ〟だったりします。

「日常系ラノベは数あれど、大都会を舞台にした作品は極小である！」

　という、こじつけじみた思いつきです。今では探せば普通にある気がしてます。

　大都会＝新(しん)宿(じゆく)という連想も安直ですしおすし。

　ただ、実在する『新宿高等学校』の、新宿駅から徒歩五分という立地条件はとても面白いとは思います。正門出てすぐ目の前に『フォーエバー21』がある学校は、世界広しと言えど他には無いでしょう。

　まあ、作中に登場する『華(か)宿(しゆく)高校』とは、設定上同じ場所に建っているというだけで、一切なんの関係も無いんですけどね！（フィクション的お約束）

　他にも今回の作品には新宿御(ぎよ)苑(えん)とかニコ動とかボカロとかキャメロンさんとか出てきますが、実在する公園とか動画投稿サイトとか音声合成ソフトとか親日家の女優さんなどとは全く無関係であるということだけは、ご承知おきください。

　とかなんとか書いていたらページが無くなっちゃいました。てへぺろ☆




　最後になりましたが、この本を読んでくださった皆様、ありがとうございます。

　あとがきを先に読んでいる方、本編も是(ぜ)非(ひ)楽しんでってください。

　雛(ひな)咲(さき)さんの美(び)麗(れい)なイラストに釣(つ)られた方、同志と呼んでいいですか？

　そりゃあ釣られますよ。私だって釣られますよ。最初に雛咲さんの絵を見た時に「これで勝つる！」とか思いましたもん。「なにに？」とか訊(き)かれても困る。

　前作といい、私は本当に絵師さんに恵まれているなぁと心の底から思います。

　あとはえーっと……そうだ、ブログとツイッターのほうもよろしくね！

　ブログ　【乙姫式ブログ】http://otohimeshiki12.blog.fc2.com/

　ツイッター　【otohimeshiki】 http://twitter.com/otohimeshiki

　本の感想、質問、人生相談、諸(もろ)々(もろ)お待ちしております！




　それでは、今回はこのへんで！

　次は人生四度目のあとがきでお会いしましょう！

　きゃはっ☆
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